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一般会計決算
　　歳　　入：389 億 7,500 万円
　　歳　　出：384 億 2,834 万円
　　実質収支：　 5 億 4,553 万円

※実質収支：歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いたもの

　平成 28 年度一般会計における実質収支は、5 億 4,553 万円と

なり、11年連続の黒字決算を堅持しました。市民の皆様のご理解、

ご協力に心より感謝いたします。

　本市だけではなく全国的な課題である、社会保障経費の増加

や公共施設の老朽化対策等に対応するため、引き続き行財政改革を

確実に実行し、健全な財政運営に努めてまいります。

羽曳野市長 北川 嗣雄

会計名 歳入 歳出 歳入歳出
差引額決算額 前年度比 決算額 前年度比 

一 般 会 計 38,975,000 97.0 38,428,345 97.3 546,655

特　
別　
会　
計

国民健康保険特別会計 15,725,649 93.3 15,701,070 94.6 24,578

と 畜 場 特 別 会 計 68,796 128.4 68,796 128.4 0

財 産 区 特 別 会 計 1,737,269 97.0 60,918 108.7 1,676,351

公共下水道特別会計 4,725,080 106.8 4,725,080 106.8 0

介 護 保 険 特 別 会 計 9,967,097 104.4 9,645,182 104.3 321,915

土 地 取 得 特 別 会 計 891,310 420.8 891,310 420.8 0

後期高齢者医療特別会計 1,592,818 105.2 1,532,979 105.3 59,839

会計名 総収益 総費用 純損益決算額 前年度比 決算額 前年度比 
水 道 事 業 会 計 2,416,347 97.1 1,914,379 92.2 501,968

会計別歳入歳出決算額

平成28 年度の各会計の決算が
第3回定例市議会において認定されました。

（千円・％）

面積…26.45k㎡

人口…112,756人（前月比 ▲56）

　男…  53,722人

　女…  59,034人

世帯…  49,728

　（平成29年10月31日現在）

羽曳野市

CONTENTS
HABIKINO

広　　報

も く じ

市章は“羽”の文字を抽象的に図案化し、シンプル
に表現したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と
発展性を示しています。

12 2017
DECEMBER No.674

2
5
6

7
8

10
11

12
13
14
16
18
19
20
21
29
30
31
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2017年12月1日発行
発行　　羽曳野市 市長公室 秘書課
　　　　〒583-8585 羽曳野市誉田4-1-1
　　　　072-958-1111（代表）
URL    http://www.city.habikino.lg.jp/
E-mail  mailbox@city.habikino.lg.jp

●音声版「声の広報」は市ウェブサイトから
　ダウンロードできます。
●今月の表紙
　四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部
との包括連携協定により、学生に公共施設循
環福祉バスのラッピングデザインを募集しま
した。車体の右側面には雄大な古墳、左側面
には特産品のぶどうが描かれています。（11
月13日より運行しています。）



3−はびきの　2017.12.1−

決 算 公 表
平成 28 年度の主要事業

一般会計歳入歳出決算の内訳

各種交付金
22 億 2,549 万円

（5.7％）

地方譲与税
1億 9,414 万円（0.5％）

諸収入・その他
15 億1,349 万円
　　　　（3.9％）

使用料・手数料・
　　　分担金・負担金
8億7,871万円（2.3％）

平
　成

年
　度

28

歳 入
389億7,500万円

　市税
  125 億 2,485 万円
　　　　　（32.1％）

　　　公債費
46億5,824万円
　　　（12.1％）

 市民1人当たりの市税負担額…11万 691円  市民1人当たりの歳出決算額…33 万 9,617 円

　　  総務費
40億1,563万円
　  （10.4％）

 　　教育費
28 億8,645 万円
　　　　（7.5％）

　　土木費
27億1,749万円
　　　（7.1％）

消防費
12 億1,042 万円（3.1％）

衛生費
27 億1,430 万円

（7.1％）

議会費
2 億9,353 万円（0.8％）

農林水産費
1 億1,001万円（0.3％）

商工費
1 億6,766 万円（0.4％）

労働費
789 万円（0.0％）

国・府支出金
108 億 5,378 万円

（27.8％）

地方交付税
81億 9,274 万円
            （21.0％）

　市債
25 億 9,180 万円
　　　     （6.6％）

[ 歳入 ]…市税が 0.7％増加したものの、地方交付税、各種交付金、市債等の減少により、前年度から 3.0％の減少となっています。
[ 歳出 ]…民生費が前年度より3.9％増加し、歳出総額の二分の一を超える状況となっています。

（　）内は構成比

市民1人当たりの金額につき人口113,152 人（平成 29 年 3 月末）を用いています。

　民生費
196億4,673万円
　　　（51.1％）

子ども医療費助成の拡充および
妊婦健康診査に対する公費助成の拡充　3億3,924万円
通院費・入院費に対する助成対象を中学校３年生まで拡充、
妊婦健康診査の公費助成額拡充

世界文化遺産登録に向けた取り組み
　　 （27 年度からの繰越事業を含む）　3,405 万円

古市古墳群ＰＲビデオの
作成、応神天皇陵古墳
外濠外堤花畑整備、世
界文化遺産登録推進本
部会議の開催など

災害時初動マニュアル、
　  業務継続計画の策定と防災力向上　2,049 万円

災害時初動マニュアル、
業務 継 続 計画の策 定、
避難所案内看板の更新、
備蓄物資や機材の購入、
防災講演会の開催など

空家対策事業　1,069 万円
市内全域を対象とした空家の実態把握調査の実施

LICウェルネスゾーンの活用および
　　　　　　　 フォローアップの実施　2,532 万円

介護予防・運動プログラムの
実施、プログラム修了者に対す
るフォローアップの実施など

幼小中一貫教育整備事業　308 万円
羽曳野中、埴生小、埴生幼に専任ＡＬＴを配置

小中学校体育館整備事業
（27 年度からの繰越事業を含む）2 億1,160 万円
体育館の照明や天井等の非構造部材の耐震化工事、設計

小中学校エアコン設置事業　507 万円
全普通教室へのエアコン設置に係る実施設計

こども未来館たかわしおよび
地域グラウンド整備事業
　　　　　  2 億 6,441万円
同施設に係る設計、工事

茶山グラウンド整備事業　
　　　　　　　6,350 万円
テニスコート整備に係る工事など

市営住宅耐震改善事業　2 億 791万円
市営向野西住宅３号棟の耐震改善工事

近鉄上ノ太子駅バリアフリー化　1,405 万円

道路整備事業　1億 2,332 万円
府道郡戸大堀線整備、橋梁長寿命化改修工事、道路舗装
工事など

観光による賑わいの創出　7,130 万円
観光振興計画の策定、道の
駅管理運営、観光案内所管
理運営、はびきのの夕べ、
七夕祭、軽トラ市など

歳 出
384億2,835万円
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※詳しい財政健全化法の制度の仕組みは、総務省ウェブサイトをご参照下さい。 ＜問合せ＞ 財政課  ☎ 072-958-1111内線 3561

平成28年度 下水道事業の財政状況 ～公共下水道特別会計より～

◆歳入と歳出の決算額　47億 2,508万円（前年度比：3億184万円、6.8％増加）
　　　　　　　　　　　　　　　※決算額増加のおもな要因…下水道建設費および借入金返済の増加

＜問合せ＞
下水道総務課 総務企画担当 
 ☎072-958-1111 内線2361 

歳 入

歳 出

費 用

処理費用
15.3 億円 使用料

12.0 億円

22％が
不足

財 源

一般会計からの繰入
15.55 億円

借入金の返済
29.39 億円

建設
11.70 億円

維持管理
6.16 億円

借入
15.91億円

使用料など
12.06 億円

受益者負担金など
　　　0.48 億円

補助金3.25億円

～ 汚水の処理に要した費用とその財源 ～
●家庭や事業所からの排水をきれいにするために要した費用…15.3 億円
●本来、使用料でまかなわれるべきものですが、不足したため税金で補てんした金額…3.3 億円

税金
3.3 億円 松 原 市

藤 井 寺 市
富 田 林 市
河内長野市

（府内平均）
羽 曳 野 市
大阪狭山市

～ 使用料の比較 ～（家庭用20 ㎥／月、平成 29 年10 月1日現在）

2,000円 2,500円1,000円 1,500円500円0円 3,000円

快適な生活と
水環境の保全のために、
下水道への接続に
ご協力お願いします！

決 算 公 表
平
　成

年
　度

28

■羽曳野市平成２8 年度決算に係る健全化判断比率および公営企業資金不足比率
指　　　標 概　　　　要 羽曳野市 早期健全化基準 財政再生基準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 標準財政規模に対する、普通会計赤字額の比率 赤字額なし 12.21% 20.00%
連結実質赤字比率 標準財政規模に対する、全会計の赤字額の比率 赤字額なし 17.21% 30.00%
実質公債費比率 標準財政規模に対する、借入金返済額などの比率 9.1% 25.0% 35.0%
将来負担比率 標準財政規模に対する、将来に負担すべき実質的な負債額の比率 27.7% 350.0% ー

資
金
不
足
比
率

対象会計 概　　　　要 羽曳野市 経営健全化基準

水道事業会計
各会計における、事業の規模に対する、資金不足額の比率

資金不足なし 20.0%
と畜場特別会計 資金不足なし 20.0%
公共下水道特別会計 資金不足なし 20.0%

※普通会計：一般会計と土地取得特別会計を合わせたもの
※標準財政規模：市税や普通地方交付税など、標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の規模を示すもの
※「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」の早期健全化基準は、各自治体の財政規模により異なります。

指標でみる羽曳野市の財政状況
　地方公共団体は「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
により、財政の健康状態を表す「健全化判断比率」（４つの指標）
の公表を義務づけられています。
■財政健全化比率
普通会計に関する指標であり、健全度合いを測る基準として、①
早期健全化基準（基準を上回ると、財政健全化計画を立てて、自
主的な改善努力が必要）②財政再生基準（基準を上回ると、財政
再生計画を立てて、国の関与を受け、確実な再生が必要）が設け
られています。

■資金不足比率
水道や下水道などの公営企業会計に関する指標であり、経営状態
を測る基準として「経営健全化基準」があり、これを上回ると経営
健全化計画を定めなければなりません。
　平成 28 年度決算における各指標は、いずれも各基準を下回っ
ている状況となっています。しかしながら、本市を取り巻く財政
状況は依然として地方交付税など依存財源に頼った財政運営体
質と言わざるを得ず、決して安定した状態にあるとは言えません。
そのため、今後も健全な財政運営に取り組まなければなりません。
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市民表彰式典市民表彰式典
市政の発展や文化の向上に尽くされた方々をたたえる

  菊薫る文化の日、LIC はびきのホール M において、
平成 29 年度市民表彰式典が挙行されました。市政
の発展や福祉の増進、文化の向上、地域奉仕、都市
緑化の推進などに尽力された 60 人と 3 団体が市長
表彰を、教育や文化・スポーツ活動に尽力された
17 人と 1 団体が教育委員会表彰、教育長特別表彰
を受けられました。（敬称略・順不同）
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はびきのウェルネス西部教室
場 所  陵南の森生きがい情報センター

[ 対象 ] 40 歳以上の市民（平成 30 年1月1日時点）
　　　・自力で来所、運動できる方
　　　・医師から運動制限を受けていない方
　　　・はびきのウェルネスのフォローアップ事業へ登録のない方
[ 日程 ] 1月15 日～3 月 26 日（毎週㈪、全10 回）
[ 時間 ] ①座位中心のクラス  11:30 ～12:45
　　　  ②立位のクラス  10:00 ～11:15 または13:45 ～15:00
[ 定員 ] 各時間10 人　　　[ 費用 ] 無料
[申込 ] 12 月1日㈮～15 日㈮（10:00 ～16:00、㈯㈰を除く）の期間に、
　　　　西部教室まで電話申込（☎090-9889-9583 西部教室専用）、
　　　　または来所にて直接申込（開設日：㈪㈮のみ10:00 ～16:00）
　　　・申込多数の場合は抽選（結果は後日郵送）
　　　・可能な限り全日程を受講してください。　・初めての方優先

＜問合せ＞ 
地域包括支援課 ☎ 072-947-3825（直通）

2018 年1月期
（1月～3月）

・受講生募集！・

運動機器を利用した「無酸素運動」と
座位または立位でステップする

「有酸素運動」を組み合わせた
サーキットトレーニング！

第60回
羽曳野市成人式

平成30年1月8日㈷

{ 対象者 } 平成9年４月２日から平成10年４月１日生まれで
　　　　  羽曳野市に住民登録のある方
　　　（12月中旬に案内を発送予定です。市外に転出された方で、
　　　  羽曳野市の成人式に参加を希望される方は、社会教育課
　　　  までご連絡ください。）

{ 場　所 }  LICはびきの（軽里 1-1-1）
　　・近鉄南大阪線｢古市｣駅下車  西へ徒歩10分
　　・近鉄バス｢軽里１丁目｣バス停

{ 時　間 }  11:00 開始（10:00 受付開始）

※式典開催中は、LIC はびきの地下駐車場及び第２駐
車場は、送迎専用及び来賓駐車場となりますので、新
成人の皆さん方の、お車でのご来場はご遠慮ください。
また、周辺路上は送迎の車両で混雑が予想されますが、
ご理解・ご協力をお願いします。

＜問合せ＞社会教育課  ☎072-958-1111  内線 4460・4461

市制施行 60 周年記念日となる平成 31 年1月
15 日に向けて、皆さんから募集する「写真」と

「はびきのにまつわるメッセージ」で、カウントダ
ウンを行います。家族の誕生日や大切な人への
メッセージなど、あなただけのメモリアルデーを
　　　　　 彩りながら、みんなで羽曳野市の

　　　　　  還暦をお祝いしましょう！＜募集内容＞
 「写真」と「はびきのにまつわるメッセージ」
＜応募資格＞
 市内在住、在勤、在学など、羽曳野市に
 ゆかりのある個人またはグループ
 ※応募方法などの詳細は
 　市ウェブサイトでご確認ください。

●問合せ●  政策推進課（市役所本館３階）  ☎ 072-947-3801（直通）   【メール】the60th@city.habikino.lg.jp

「みんなでカウントダウン」
～掲載写真とメッセージを募集します～

羽曳野市の60歳まであと何日！？

羽曳野　  カウントダウン ※イメージ
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臨時収集ごみ（有料）
引越・大掃除・片付けなどで出た臨時ごみの収集業務
[ 収集 ] 年末 12 月 29 日㈮まで、年始１月 5 日㈮から
[ 受付 ] 羽曳野市環境衛生事業協同組合
　　　　☎ 0120-01-9953（フリーダイヤル）
　　　　☎ 072-955-5255
クリーンセンターへの持ち込みごみ（有料）
年末 12 月 28 日㈭まで、年始１月４日㈭から
[ 受付 ] 環境衛生課（市役所２階）９:00 ～ 16:00 まで
※必ず処分されるものを車に積み、２人乗車でお越しください。
※特殊なものは受付できない場合があるので、事前にお問い合
　わせください。

し尿の汲み取り
[平常の汲み取り]年末12月30日㈯まで、年始１月４日㈭から
※年末年始は収集日・収集時間が前後する場合があります。
犬・猫などの死獣の取扱い
12 月 29 日㈮～ 1 月 3 日㈬の期間は、市役所または支所で
お預かりします。（支所での預かり受付は 9:00 ～ 24:00）

燃えるごみ（生ごみ）
年末は12月30日㈯まで、年始は1月4日㈭から平常どおり収集
   燃える大きなごみ・資源ごみ
年始は 1 月 4 日㈭から平常どおり収集
※１月 1 日（第 1 ㈪）・2 日（第１㈫）・3 日（第１㈬）が収集日
　にあたる地域は、下表のとおりに変更となります。
種類 変更のある地域 収集日
燃
え
る
大
き
な
ご
み

島泉３・４・８丁目、古市府営住宅 1 月 8 日㈪
樫山（東除川から西側）、誉田3丁目2～10番、
野（府道堺・羽曳野線から南側） 1 月 9 日㈫

恵我之荘 6 丁目、白鳥 1 丁目、
栄町（ローレルコート古市含む）、
古市 1 ～ 3 丁目、南恵我之荘 1 丁目

1 月 10 日㈬

資
源
ご
み

学園前 1 ～ 6 丁目、
栄町（ローレルコート古市含む）、
白鳥 1 丁目、桃山台 1 ～ 4 丁目

1 月 8 日㈪

高鷲 1 ～ 3 丁目（春日丘公団除く）、
古市府営住宅 1 月 9 日㈫

伊賀 1 ～ 4 丁目、古市 5 丁目 1 月 10 日㈬

　市では、ごみを４分別（もえるごみ・もえる大きな
ごみ・もえないごみ・資源ごみ）で収集していますが、
分別せずに出されたごみが原因で、ごみ収集車輌や柏
羽藤クリーンセンターで火災、爆発事故が発生してい
ます。特に、スプレー缶は、必ず穴をあけて資源ごみ
の日に出してください。
　また、もえるゴミにガラスやワレモ
ノが混入し、負傷事故も発生していま
す。ごみを分別してお出し頂きますよ
うご協力をお願いいたします。

◆◆ごみの分別収集にご協力ください ◆◆

●市役所・市内各施設の年末年始休館（休止・運休）日
[ 期間 ] 12 月 29 日㈮ ～ 1 月 3 日㈬

市
役
所
・
市
内
各
施
設

市役所（本館・別館）※ 子育て支援センター（ふるいち・むかいの）
支所※ はびきのコロセアム
保健センター 市民体育館
陵南の森総合センター グレープヒルスポーツ公園
市民会館 中央スポーツ公園
MOMO プラザ 健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場
丹治はやプラザ 陵南の森運動広場
石川プラザ 各テニスコート
市民大学 石川スポーツ公園
エコプラザはにふ 峰塚公園管理棟
青少年センター 駒ヶ谷駅西側公園管理棟
青少年児童センター 人権文化センター
白鳥児童館 向野老人いこいの家
各図書館 各高年生きがいサロン

LIC はびきの
＜施設以外＞循環福祉バス、コンビニ交付サービス

●休日急病診療所、水道局

休
日
急
病
診
療
所

※ 診療には健康保険証や子ども医療証が必要
＜内科・小児科・歯科＞
  日・祝・年末年始（12 月 30 日～ 1 月 3 日）
  10:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 16:00
＜小児科夜間診療＞
  土・日・祝・年末年始（12 月 30 日～ 1 月 3 日）
  18:00 ～ 22:00（受付 17:30 ～ 21:30）
問合せ  保健センター ☎ 072-956-1000

水
道
局

12 月 29 日㈮ ～ 1 月 3 日㈬の期間の水道の修理
については、お問合せください。
問合せ  ☎ 072-958-1111

　休業期間中、皆様には
大変ご迷惑をおかけしま
す。お間違いのないよう
にご注意ください。

※道の駅しらとりの郷・はびきのは、通常木曜が休館日ですが、（★）印のみ 12 月 28 日㈭臨時営業します。

※市役所（本館）・支所では、12 月 29 日㈮～ 1 月 3 日㈬の
期間も、婚姻届・出生届・離婚届・死亡届などは宿直員が受
け付けます。（市役所は 24 時間、支所は 9:00 ～ 24:00）

年末年始のごあんない

年末年始のごみ収集など

道
の
駅
し
ら
と
り
の
郷

野外活動広場（総合棟） バーベキュー広場・芝生広場・子供遊具
☎ 072-957-6900   9:30 ～ 18:00 ＜休館日＞

12 月 29 日㈮～１月 3 ㈬休憩情報案内施設棟 交通情報・観光情報などの提供
トイレ棟（公衆電話・駐車場） 24 時間利用できるトイレ・公衆電話・駐車場     24 時間利用 無　休

商工物産館（タケル館）
（★）

地元特産品販売　☎ 072-957-8180   9:30 ～ 18:00
＜休館日＞

12 月 31 日㈰～１月５日㈮

喫茶・軽食（パンロード）☎ 072-957-8800   7:00 ～ 18:30
はびきのうどん　☎ 072-958-2233 11:00 ～ 18:30

ＪＡ大阪南農産物直売所
（あすかてくるで）（★）

地元の野菜・果物・花木の販売
☎ 072-957-8318   9:30 ～ 18:00

問合せ  環境衛生課 ☎ 072-958-1111（内線 2841）
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職員の任免及び職員数の状況
（1）職員数の状況
●部門別職員数の状況（各年４月１日現在）（人）

区　　分 職員数 対前年増減数
部　　門 平成27年 平成28年 平成29年 平成27年 平成28年 平成29年

一 般
行 政 部 門

議 会 5 6 6 0 1 0
総 務 138 145 142 3 7 △ 3
税 務 41 42 42 1 1 0
労 働 1 1 1 1 0 0
農 林 水 産 7 7 7 2 0 0
商 工 13 12 15 △ 1 △ 1 3
土 木 55 59 62 0 4 3
民 生 154 158 167 5 4 9
衛 生 32 31 31 0 △ 1 0
小 計 446 461 473 11 15 12

特　　 別
行 政 部 門

教 育 100 104 106 △ 3 4 2
小 計 100 104 106 △ 3 4 2

普通会計（計） 546 565 579 8 19 14

公営企業等
会 計 部 門

国民健康保険 22 24 26 △ 3 2 2
介 護 保 険 26 26 26 3 0 0
公 共 下 水 道 22 23 22 △ 1 1 △ 1
水 道 事 業 28 27 28 △ 1 △ 1  1
小 計 98 100 100 △ 2 2 2

合　　計 644 665 681 6 21 16

（2）職員の採用、退職の状況（平成 28 年４月２日～平成 29 年４月１日）
採用者数 34 人 　※再任用フルタイム勤務職員 3 人を含む。
退職者数 18 人 　※再任用フルタイム勤務職員 3 人を含む。

●職員数の増減状況（平成 28 年４月１日～平成 29 年４月１日）（人）
部　　門 増員数 減員数 差引 主な増減理由

一 般
行 政 部 門

議 会 0 0 0 ー

総 務 5 8 △ 3 （増）体制の充実、研修配置人員
（減）欠員不補充、研修配置人員

税 務 0 0 0 ー
労 働 0 0 0 ー
農 林 水 産 0 0 0 ー
商 工 3 0 3 （増）体制の充実、業務量増加
土 木 3 0 3 （増）業務増

民 生 13 4 9 （増）体制の充実、業務量増加
（減）欠員不補充

衛 生 0 0 0 ー
特 別
行 政 部 門 教 育 4 2 2 （増）体制の充実

（減）欠員不補充

公営企業等
会 計 部 門

国民健康保険 2 0 2 （増）研修配置人員
介 護 保 険 0 0 0 ー
公 共 下 水 道 0 1 △ 1 （減）欠員不補充
水 道 事 業 1 0 1 （増）体制の充実

合　　計 31 15 16
※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
　休職者、派遣職員等を含み、臨時または非常勤職員を除いています。

職員の勤務条件や服務の状況
（1）勤務時間等（本庁等の場合）
　月曜日～金曜日（休日を除く。）
　勤務時間：９:00 ～ 17:30 うち休憩時間 45 分

（2）年次有給休暇の概要
　・1 年度につき 20 日付与、
　　現年度付与分のみ翌年度に繰り越し可能
　・平均取得日数（平成 28 年度）11.7 日

（3）営利企業の従事許可件数 4 件

（4）特別休暇の種類
　ドナー休暇、結婚休暇、産前休暇、産後休暇、妊婦の通勤
　緩和措置、出産補助休暇、育児時間休暇、育児参加休暇、
　子の看護休暇、忌引休暇、夏季休暇、永年勤続休暇 等

職員の休業の状況
（平成 28 年度）

取 得 状 況
育児休業　　　　　　 33 人

職員の分限及び懲戒の状況
（平成 28 年度）

処分の種類 処分者数
分限処分（休職） 7 人
懲戒処分（減給） 1 人
懲戒処分（戒告） 1 人

職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）職員の福利厚生の概要
　職員の厚生制度については、「職員の厚生制度に関する条例」に
基づき、羽曳野市職員福利厚生会に委託し実施しています。同会は、
株式会社リロクラブの運営する福利厚生代行サービス「福利厚生倶
楽部」に加入しており、職員に、その各種サービスを提供しています。

（2）職員健康診断の実施状況（平成 28 年度）
　職員の健康の維持・増進を図るため、地方公務員法第 42 条及び
労働安全衛生法第 66 条に基づき職員の健康診断を行っています。

区　分 実  施  日 受診者数
一般検診

６月 6 日～ 10 日
1,131 人

頸肩腕腰痛検診
（保育園勤務職員） 196 人

胃検診 ７月 6 日、22 日、28 日、8 月 5 日 212 人
乳がん検診 9月14日、11月4日、12月1日、21日 330 人

子宮がん検診 282 人
ＶＤＴ検診 11 月 24 日 104 人

主な事業内容（平成 28 年度）
食堂・喫茶店などの運営

人間ドック補助
家庭常備薬補助

映画鑑賞など利用補助
平成 29 年 4 月 1 日の会員数 1,161 人

会員会費と市助成金の負担割合 1：1

職員の人事評価の状況  
　地方公務員法に基づき、職員個々の「強み」や「弱み」の
能力の「気付き」を提供し、また、職員一人ひとりの意欲及
びモチベーションの高揚を促し、職員の主体的な能力開発と
業務遂行を図り、もって効率的で質の高い行政組織の実現に
つなげることを目的として、人事評価を実施しています。

職員の退職管理の状況  
　地方公務員法及び羽曳野市職員の退職管理に関する規則に
基づき、平成 28 年度から、職務の公正な執行及び公務に対
する住民の信頼確保を図ることを目的に、退職管理制度を導
入しています。市職員を退職して営利企業等に再就職した元
職員は、離職後２年間、元の職場の職員に対して、再就職先
に関する契約や処分について働きかけができません。

・・人事行政の運営などの状況のお知らせ・・
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職員の給与の状況
（1）職員の給与の概要
　職員の給与は、「一般職の職員の給与に関する条例」等に基づき
支給しています。国における給与制度の総合的見直しに伴い、本
市においても、平成 27 年４月に給料表及び各種手当の見直しを
行い、平成 28 年度には、国の人事院勧告に基づく国家公務員の
給与改定にあわせて、本市においても同様の見直しを行いました。

また、平成 26 年４月１日から、引き続き、管理職手当支給職員
を対象に、給料 1.1％から 5.0％までのカットを実施しています。
今後についても、国や他の地方公共団体の職員、民間事業の従業
者の給与等を参考に給与の適正化に努めていきます。

（2）人件費の状況（平成 28 年度普通会計決算）
歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）（参考）平成27年度

の人件費率
37,868,261 千円 4,705,503 千円 12.43% 12.36%

※人件費には議員・特別職に支給される給料・報酬等を含みます。

（4）職員の平均年齢及び
　  平均給料月額の状況（平成 29 年４月１日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額
一般行政職 41.3 歳 311,900 円

（3）職員給与費の状況（平成 28 年度一般会計予算）

職員数
（Ａ）

給与費 1 人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末手当
勤勉手当 計（Ｂ）

616 人 2,170,162
千円

603,027
千円

956,180
千円

3,729,369
千円 6,054 千円

※職員数は平成29年４月１日現在の一般会計の一般職に属する職員の数です。
※職員数には再任用短時間勤務職員（34 人）を含みます。
※給与費は当初予算に計上された額です。
※職員手当には退職手当を含みません。

（5）職員の初任給、２年後の給料、経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 29 年４月１日現在） 
区分 初任給 ２年後の給料 経験年数 10 年 経験年数 20 年 経験年数 25 年 経験年数 30 年

一般行政職
大学卒 184,800 円 196,200 円 259,908 円 357,208 円 372,806 円 414,899 円
高校卒 155,800 円 166,200 円 226,286 円 － － 395,433 円

　※各経験年数に該当する職員数が３人以下の場合は、近似の階層について記載しています。
　※各経験年数と近似の階層に該当する職員数が３人以下の場合は、「－」と記載しています。
　※経験年数とは、卒業後直ぐに採用され引き続き勤務している場合は採用後の年数をいいます。

（６）特別職の報酬等の状況（平成 29 年４月１日現在）
区分 月額

給料
市長 742,500 円

副市長 700,000 円
教育長 700,000 円

報酬
議長 700,000 円

副議長 650,000 円
議員 600,000 円

職員の研修実施状況（平成 28 年度）
対象区分等 研　修　名 対象区分等 研　修　名

新規採用
職員

採用時市町村合同研修、基礎能力向上研修、情報セキュリティ研修、
人権研修、コミュニケーション能力向上研修、普通救命救急（AED）
研修、認知症徘徊高齢者 SOS 事業研修

管理職員
情報セキュリティ研修、リスクマネジメント研修、人権研修、
ハラスメント研修、人事評価研修、公用車等事故防止研修、
採用面接官スキル向上研修、認知症徘徊高齢者SOS事業研修

中堅職員
情報セキュリティ研修、コンプライアンス研修、ハラスメント研修、人
権研修、メンタルヘルス研修、公用車等事故防止研修、認知症徘徊高
齢者 SOS 事業研修、文章作成研修、地方自治法研修、地方公務員法研修、
行政法研修、民法研修、接遇指導者養成研修、女性活躍推進研修

専門研修
ほか

工事監理研修、障害者差別解消法研修、再任用研修、保
育園職員全体研修、青色防犯パトロール講習、システム
研修、研修機関での専門実務研修

職務の級及び職制上の段階ごとの職員数（平成 29 年４月１日現在）
職務
の級

級別基準職務表に規定する
基準となる職務

合計 内訳 職制上の段階
人数 割合 職名 人数 人数 割合 段階

1 級 定型的な業務を行う職務 49 人 10.56% 主事 49 人 116 人 25.00% 主事級2 級 高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務 67 人 14.44% 主事 67 人
3 級 主任の職務 59 人 12.72% 主任 59 人 59 人 12.72% 主任級
4 級 主査の職務 29 人 6.25% 主査 29 人 29 人 6.25% 主査級
5 級 主幹の職務 111 人 23.92% 主幹 111 人 161 人 34.70% 課長補佐級6 級 課長補佐の職務 50 人 10.78% 課長補佐 50 人

7 級
参事の職務
課長の職務
副理事の職務

85 人 18.32%
参事 53 人

85 人 18.32% 課長級課長 22 人
副理事 10 人

8 級 理事の職務
部長の職務 14 人 3.02% 理事 7 人 14 人 3.02% 部長級部長 ７人

合　　計 464 人 100%

※「特別職の職員の給与に関する条例」及び
　「羽曳野市議会議員の議員報酬及び費用
　弁償等に関する条例」に定められていま
　す。

※平成 25 年１月１日から平成 30 年３月
　31 日までの間、市長の給料を 25％減額
　しています。

公平委員会の業務の状況（平成 28 年度）
業 務 状 況 件 数

 職員の勤務条件に関する措置の要求の処理件数 ０件
 職員の不利益処分についての審査請求の処理件数 ０件
 職員の苦情の処理の処理件数 ０件

＜問合せ＞ 人事課 
☎ 072-958-1111 内線 3421

職員の給与や職員数、勤務条件等を市民の皆様にお伝えすることによって、
その公正性と透明性を高めることを目的としています。
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　昭和 23(1948) 年 12 月 10 日、国際連合の第３回総
会で ｢ 世界人権宣言 ｣ が採択されました。国際連合はそ
の日を記念し、毎年 12 月 10 日を「人権デー」（Human 
Rights Day）と定めました。
　日本では、毎年 12 月 4 日から 10 日までを「人権週間」
として、さまざまな啓発活動を展開しています。本市も
関係機関との連携・協力により、積極的な啓発活動に取
り組んでいます。

人権週間とは

考えよう ～私たちのまわりの人権課題～

「人権週間パネル展」開催
 [ 期間 ] 12 月 4 日㈪～ 8 日㈮ 9:00 ～ 17:30
 [ 場所 ] 市役所本館南玄関ロビー

「特設人権相談所」を開設
　家庭や近隣、暮らしの中でのさまざまな人権問題
について、人権擁護委員がご相談に応じます。
 [ 日時 ] 12 月 15 日㈮ 14:00 ～ 16:00 ※予約不要
 [ 場所 ] 市役所別館３階 第３会議室

「部落差別の解消の推進に関する法律」の施行から１年
　この法律は、日本ではじめて “部落差別” という言葉が使わ
れた法律で、現在もなお部落差別が存在すること、そして、部
落差別が「許されないものである」、「解消することが重要な課
題である」と明記された法律です。
　羽曳野市では、今後も市民の皆さまとともに部落差別の解消
を目指した取り組みを進めてまいります。全ての国民に基本的
人権の享有を保障する日本国憲法の理念にのっとり、差別や偏
見のない豊かな社会を目指しましょう。

ヘイトスピーチについて
　特定の民族や国籍の人々に対する差別的な言動を見聞きした
ことはありませんか。こうした言動は、人としても尊厳を傷つ
けたり、差別意識を生じさせることになりかねず、許されるも
のではありません。文化や習慣、価値観などを認めあいながら、
同じ地域の一員として互いに安心して暮らすことのできる社会を
目指しましょう。

障害者差別の解消について
　障害のある人が住みよい社会はすべての人にとっても住みよ
い社会です。市役所や、会社・お店などの事業者が、障害のあ
る人に対して正当な理由なく障害を理由として差別することは
法律で禁止されています。

性の多様性について
　性は、生物学的性別の「からだの性」と自分の性をどのよう
に認識しているかという「こころの性（性自認）」と恋愛や性愛
の感情がどういう対象に向いているかという「好きになる性（性
的指向）」から構成されています。
　からだの性とこころの性が一致している人や一致していない
人、好きになる性の対象が異性という人や同性という人など、
性のあり方は一人ひとり異なり、多様です。自分の性が尊重され、
だれもが自分らしく生きることができる社会をつくりましょう。

「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」
12 月 10 日～ 16 日

　政府の取り組みのひとつとして、北朝鮮で救出を
待ち続けている拉致被害者の方に向けて、ご家族の
声や懐かしい日本の歌をラジオ（短波）
放送「ふるさとの風」により送って
います。
　この週間を機に、拉致問題
をはじめとする北朝鮮当局に
よる人権侵害問題に対する関
心と認識を深めましょう。

＜問合せ＞ 人権推進課  ☎ 072-958-1111  内線 1053・1054

◆平成 29 年度 啓発活動年間強調事項
　（法務省人権擁護局・全国人権擁護委員連合会）

（1）女性の人権を守ろう
（2）子どもの人権を守ろう
（3）高齢者の人権を守ろう
（4）障害を理由とする偏見や差別をなくそう
（5）同和問題に関する偏見や差別をなくそう
（6）アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう
（7）外国人の人権を尊重しよう
（8）HIV 感染者やハンセン病患者等に対する偏見や
　　差別をなくそう

（9）刑を終えて出所した人に対する偏見や差別を
　　なくそう

（10）犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
（11）インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
（12）北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を
　　　深めよう

（13）ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
（14）性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう
（15）性自認を理由とする偏見や差別をなくそう
（16）人身取引をなくそう
（17）東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

人権週間・特集・
ー「みんなで築こう人権の世紀」ー

考えよう 相手の気持ち
未来へつなげよう
違いを認め合う心

◆人権週間◆

12月4日～10日
人KENまもる君人KENあゆみちゃん

人権イメージキャラクター
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●教育施設（幼稚園・認定こども園（１号））
　教育給付支給認定の１号認定を受ける状態にあれば、利用
を申し込むことができます。

＜申込＞ 下表の日時、入園を希望する教育施設で申し込み　
日時 受付場所

・12 月 4 日㈪
・12 月5 日㈫
15:00 ～16:45

・12 月7日㈭
・12 月 8 日㈮
13:00 ～16:45

古市幼稚園（古市 4-2-10）
駒ヶ谷幼稚園（駒ヶ谷 327-1）
西浦幼稚園（西浦1077）
埴生幼稚園（伊賀 5-8-1）※1
丹比幼稚園（郡戸255-1）
羽曳が丘幼稚園（羽曳が丘 6-8-1）
白鳥幼稚園（白鳥 3-11-8）
高鷲南幼稚園（高鷲 2-19-10）
古市南幼稚園（南古市1-9-16）
恵我之荘幼稚園（南恵我之荘 6-14-11）
埴生南幼稚園（桃山台 2-3-28）
西浦東幼稚園（広瀬 97-1）
高鷲北幼稚園（島泉 5-3-20）※2
こども未来館たかわし（恵我之荘2-10-13）※ 3

●こども未来館たかわしおよび埴生幼稚園では、平成 30 年度より
　3 歳児保育を実施します。（※1）（※3）
●高鷲北幼稚園は、平成 31年度の新規募集を行わず、平成 31年
　度末で閉園する方針です。（※2）
●こども未来館たかわしの2 号認定の申込は、保育施設等の申込
　（右記）が別途必要です。
●上記期間を過ぎての申し込みは「空き待ち申込」となります。
●申込時、お子さんの面接を行うので一緒にお越しください。
●申込用紙は各幼稚園、こども課（市役所本館1階）、支所
　で配布しています。（各施設の業務時間内）
●申込に必要な書類は「平成 30 年度羽曳野市立教育施設園児募
　集案内書」でご確認ください。
＜利用の決定＞
　定員を上回る場合は、入園保留となることがあります。
　決定内容は、平成 30 年 2 月に文書で通知します。
＜毎月の費用＞
　利用者負担額（保育料）・教材費・諸経費など

●保育施設等（保育園・認定こども園（２号・３号））
　保育給付支給認定の２号または３号のいずれかの認定を受
ける状態にあれば、利用を申し込むことができます。

＜申込＞ 下表の日時、受付場所で申し込み
日程 受付場所 時間

12 月 4 日㈪ 郡戸保育園
四天王寺悲田院保育園

15:00 ～17:00
※この期間、

市役所こども課では
受付できません。

（希望の保育施設　
以外でも申込可能）

12 月5 日㈫ 高屋保育学園

12 月 6 日㈬ 陽気保育園
ベビーハウス社協

12 月7日㈭ 高鷲保育園
坂門ヶ原保育園

12 月 8 日㈮ 誉田保育園
あおぞら保育園

12 月  9 日㈯
市役所 こども課

（本館 1階①窓口）

10:00 ～12:00、　
　13:00 ～16:00

12 月 11日㈪
12 月12 日㈫
12 月13 日㈬

9:00 ～12:00、　
　13:00 ～19:00

●島泉保育園は、平成 30 年度の 0 歳児の新規募集を行わず、段
　階的に縮小し、平成 34 年度末で閉園する方針です。
●上記期間を過ぎての申し込みは「空き待ち申込」となります。
●現在産休や育休中で、年度途中（平成 30 年5月以降）からの利用
　を希望される方も、上記期間にお申し込みください。
●受付期間後に生まれたお子さんで、平成 30 年度内に利用が必
　要となる方は、出生後速やかにお申し込みください。
●申込時、お子さんの面接を行うので一緒にお越しください。
●申込用紙は各認可保育園、認定こども園、支所、子育て支援セ
　ンター（ふるいち・むかいの）、MOMOプラザ、丹治はやプラザ、
　石川プラザ、陵南の森総合センター、市役所こども課で配布し
　ています。（各施設の業務時間内）
●申込に必要な書類は「平成 30 年度羽曳野市立保育施設等利用
　案内書」でご確認ください。
＜利用の決定＞
　定員を上回る場合は、入園保留となることがあります。
　決定内容は、平成 30 年 2 月に文書で通知します。
＜毎月の費用＞
　利用者負担額（保育料）・給食費・教材費・諸経費など

☎072-958-1111
　内線1231・1233・1254（保育）
　内線1240（教育）
☎072-947-3835（直通）

教育・保育施設等入園申込案内平成
年度30

対  象　市内の小学校または義務教育学校に在籍する
　　　　1年生から 6 年生で、放課後において保護者が
　　　　就労などで家庭にいない児童
申  込　①12 月 9 日㈯～10 日㈰10:00 ～15:00
　　　　　[ 場所 ] 市役所 別館 2 階 研修室
　　　  ②12 月11日㈪～15 日㈮10:00 ～19:30
　　　　　[ 場所 ] 市役所 別館 3 階 社会教育課
　　※駐車スペースに限りがあり混雑が予想されるため、
　　　できるだけお車のご利用はご遠慮ください。

※過去5年間に使用料の未納がある方は、完納後の受付となります。
※受付時、必要書類が全て揃っていなければ受付できません。
　必要書類にはご準備に時間を要するものもありますので、　
　必ず「入会のしおり」をご一読ください。
※「入会のしおり」は、社会教育課（市役所別館 3 階）、支所、
　各留守家庭児童会の教室で配布しています。
※詳細は市ウェブサイトか、入会のしおりでご確認ください。
　また、ご不明な点は社会教育課までお問い合わせください。
●問合せ● 社会教育課 ☎ 072-958-1111 内線 4540

平成 30 年度「留守家庭児童会（学童保育）」の入会児童募集

こども課
保育・教育指導担当

・問合せ・
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　個人差はありますが、40 歳前後から徐々に筋肉量の

減少が見られ、加齢によって加速化します。1年で 5％

以上の減少率となる例もあります。通常筋肉は運動によ

る刺激やタンパク質、アミノ酸などの摂取によって維持、

増加することが知られています。筋肉量が減少した場合

には、腎機能を過大評価する可能性があり要注意です。

そこで、薬との関係ですが、薬物の数と転倒事象には関

連があります。服用薬の数が 5 種類以上になると転倒

事故の発症率は 40％以上にもなります。薬物の種類が

多い場合は、体に必要な優先順位に基づいて 6 種類以

内に抑えるのが望ましいです。日々の無理のない少し息

が切れる程度の運動を 30 分程度することや栄養の偏

り、一日の塩分摂取量などに注意することが大切です。

聖寿堂薬局　佐々木清尚　

『筋力の低下と薬』 　10 月15 日㈰、第 35 回ふれあい健康まつりがはび
きのコロセアムにて開催されました。私たちのコーナー
では、小児鍼・擦過鍼体験会とアンケートによる東洋
医学健康チェックを行いました。
　集計結果は、小児鍼を受けられた乳幼児および学童
は116 名、擦過鍼を体験された成人は175 名（女性
132 名、男性 43 名）、東洋医学健康チェックは 7 名
となりました。
　その他、東洋医学とりわけ鍼灸に関するパネル展示
も行い、東洋医療に一層関心を寄せていただけるよう、
普及・啓発に努めました。
　小児鍼の作用機序は、皮膚への軽微な刺激が神経
を介して内臓や脳に影響し、さらに血液量を増加させ
て免疫作用を促進させると言われています。
　擦過鍼もほぼ、それと同様な作用機序で免疫作用を
促し、体表内臓自律神経反射を引き起こして自律神経
作用を促進させます。認知症予防に対する一助になり
得ることに大方の関心を呼んだのではないかと自負し
ております。

　　　　　　　         はびきの鍼灸マッサージ師協会
　　　　　　　　　　　　　 　   ☎ 072-958-5764

保険料の後払い（追納）をお勧めします
◆老齢基礎年金の年金額を計算するときに、保険料の免
　除や猶予の承認を受けた期間がある場合は、保険料を
　全額納付した場合と比べて年金額が低額となります。

◆追納すると、社会保険料控除により所得税・住民税
　が軽減されます。

◆追納ができるのは追納が承認された月の前10 年以
　内の免除等期間に限られています。

◆承認等をされた期間のうち、原則古い期間から納付
　していただきます。

◆3 年度目以降に保険料を追納する場合には、承認を
　受けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が
　上乗せされますので、お早目の追納をお勧めします。

→ お考えの方は年金事務所へご相談ください。

社会保険料（国民年金保険料）
　　　　　　　　　控除証明書について
◆年末調整や確定申告を行うときに、社会保険料控除
　を計算される場合は11月上旬に送付された「平成 29
　年社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を添付
　しましょう。

◆控除証明書に関するお問い合わせは、
　「ねんきん加入者ダイヤル」もしくは年金事務所まで。
　「ねんきん加入者ダイヤル」
　☎ 0570-003-004（ナビダイヤル）
　　（「050」から始まる電話からは ☎03-6630-2525へ）
　※㈪～㈮ 8:30～19:00、第 2 ㈯ 9:00 ～17:00
　　[ 期間 ] 平成 30 年 3 月15 日㈭まで
　（第 2 ㈯以外の㈯、㈰、㈷、12 月29 日～1月 3 日
　　　　　　　　　　　　　 はご利用できません。）

天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531（代表）
[平　日 ] 8:30 ～17:15  ※㈪は19:00 まで
[ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00

→電話は自動音声案内です。⑤で所員が出ます。
※電話でのお問い合わせは混み合うので、つながるまで
お掛け直しください。

市役所保険年金課　☎ 072-958-1111　内線1720　ＦＡＸ 072-956-1419
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531　ＦＡＸ 06-6772-3338
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●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

●クリスマス会
 ・中央図書館 12 月 3 日㈰ 14:00 ～
 ・陵南の森図書館 12 月 10 日㈰ 11:00 ～
 ・丹比図書館 12 月 16 日㈯ 14:00 ～
●ちびっこサロンクリスマス会
12 月 13 日㈬ 10:30 ～ 森のゆうびん局

●読書月間スタンプラリー
　市内図書館（右上に記載）で、12月28日㈭
まで実施。各図書館で本を借りるとスタンプ
を 1 日 1 個（㈬は 2 個）押し、6 個たまると
図書館特製ポチ袋をプレゼント！

・市内の図書館は全て休館　・防犯のためブックポストは使えません。
＜年末年始の休館日＞ 12 月 29 日㈮～ 1 月 3 日㈬

●受賞者の皆さん（敬称略）

花大会
菊菊

第
23
回

大
阪
菊
花
会

●おはなしライブ
主催：おはなしボランティアグループ 「はびきの」
[ 日時 ] 12 月 9 日㈯ 13:30 開演
[ 場所 ] LIC はびきの 音楽実習室
[ 定員 ] 70 人（入場無料・
 　　　　　　　どなたでも参加可）
◆プログラム◆

 「王子様の耳はロバの耳」
 「サンタクロースの落し物」ほか

広域貸出に河南町と千早赤阪村が加わりました
　羽曳野市では、近隣 10 自治体（藤井寺市、富田林市、松原市、大阪狭山市、
東大阪市、河内長野市、大阪市、八尾市、柏原市、太子町）と相互に図書
館を利用できる広域貸出サービスを実施しています。12 月からは、河南町
と千早赤阪村が加わり、計 12 自治体の図書館（室）の利用が可能になりました。
※各市町村の図書館などを初めて利用されるときは、氏名・生年月日・住所
　が確認できるもの（運転免許証・健康保険証など）が必要です。

読んでみませんか？
『ロゼットのたんけん
　　　　　　（ぼくの自然観察記）』
おくやま ひさし／作
少年写真新聞社
　冬には地面に葉を広
げて、バラの花のよう
な形（ロゼット）になる
植物のいろいろ。どう
してこんな姿になるの
かな？

● 12 月のおはなし会
中央図書館 10 日㈰、17 日㈰、

24 日㈰ 13:30 ～

陵南の森
図書館

  3 日㈰、24 日㈰ 11:00 ～
16 日㈯ 15:00 ～
17 日㈰　   ・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

羽曳が丘図書館   9 日㈯、23 ㈯ 15:00 ～
東部図書館 13 日㈬ 10:30 ～
古市図書館 16 日㈯ 15:00 ～

○中央図書館（LIC はびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里 1-1-1
島泉 8-8-1
羽曳が丘西 2-5-1
樫山 251-1
古市 1541-1

☎ 072-950-5501
☎ 072-952-2750
☎ 072-957-5553
☎ 072-937-2355
☎ 072-950-2002

●古市図書館  ☎ 072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎ 072-937-7210 ㈫㈭㈮13:30 ～ 16:30

市
内
図
書
館

総 合
優 勝

大 会 会 長 羽 曳 野 市 長 賞
大 阪 菊 花 会 会 長 賞 松 本 正 人 大 菊

財 務 大 臣 賞 森 満 正 廣 特作花壇
農 林 水 産 大 臣 賞 田 中 茂 盆 栽
外 務 大 臣 賞 芝 田 博 美 大 菊
文 部 科 学 大 臣 賞 曽 野 一 夫 大 菊
厚 生 労 働 大 臣 賞 松 本 和 恵 だ る ま
総 務 大 臣 賞 川 村 吉 廣 福 助
国 土 交 通 大 臣 賞 林 保 行 特作花壇
環 境 大 臣 賞 上 田 力 だ る ま
自 由 民 主 党 総 裁 賞 田中みよ子 盆 栽
自 由 民 主 党 幹 事 長 賞 上田シゲ子 だ る ま
自 由 民 主 党 総 務 会 長 賞 増 田 勝 也 福 助
自 由 民 主 党 政 務 調 査 会 長 賞 久 門 末 男 大 菊
大 阪 府 知 事 賞 森 満 正 廣 大 菊
国 会 議 員 賞 （ 長 尾 敬 ） 松 本 和 恵 福 助
国 会 議 員 賞 （ 長 尾 敬 ） 鈴 木 俊 夫 大 菊
国 会 議 員 賞 （竹本直一） 芝 田 博 美 だ る ま
国 会 議 員 賞 （ 谷 畑 孝 ） 鈴 木 俊 夫 だ る ま
国 会 議 員 賞 （ 谷 畑 孝 ） 坂 田 昭 郎 大 菊
国 会 議 員 賞 （浦野靖人） 加 川 靖 紘 だ る ま
国 会 議 員 賞 （松川るい） 川村たけゑ 福 助
国 会 議 員 賞 （松川るい） 上田シゲ子 大 菊
国 会 議 員 賞 （柳本卓治） 宮井八重子 大 菊
藤 井 寺 市 長 賞 河 村 昭 大 菊
松 原 市 長 賞 久保田七郎 大 菊
大 阪 府 議 会 議 長 賞 松 本 正 人 だ る ま
大阪府議会議員賞（やまのは創） 関 本 幸 男 盆 栽
大阪府議会議員賞（やまのは創） 山 田 晃 福 助
大阪府議会議員賞（中谷恭典） 花 川 豊 吉 競 技 花
大阪府議会議員賞（中谷恭典） 植 田 勲 だ る ま

大阪府議会議員賞（ 鈴 木 憲 ） 上 田 力 福 助
大阪府議会議員賞（ 鈴 木 憲 ） 関 本 幸 男 大 菊
大阪府議会議員賞（橋本邦寿） 松 本 正 人 競 技 花
大阪府議会議員賞（橋本邦寿） 今 西 芳 彦 大 菊
大 阪 府 教 育 委 員 会 賞 植 田 勲 大 菊
羽 曳 野 市 議 会 議 長 賞 宮 井 繁 一 大 菊
羽 曳 野 市 議 会 議 長 賞 芝 田 福 恵 だ る ま
羽 曳 野 市 議 会 議 長 賞 鈴 木 俊 夫 福 助
羽 曳 野 市 教 育 長 賞 桝 本 良 平 福 助
羽 曳 野 市 教 育 長 賞 森 満 秀 樹 だ る ま
松 原 市 議 会 議 長 賞 森 満 正 廣 盆 栽
松 原 市 教 育 長 賞 久保田越子 だ る ま
国 華 園 賞 松 本 正 人 大 菊
国 華 園 賞 松 本 和 恵 だ る ま
国 華 園 賞 川 村 吉 廣 福 助
羽曳野ロータリークラブ会長賞 山 田 晃 だ る ま
羽曳野ロータリークラブ会長賞 花 川 豊 吉 福 助
羽曳野ロータリークラブ会長賞 植 田 勲 福 助
羽曳野ライオンズクラブ会長賞 川 村 吉 廣 だ る ま
羽曳野ライオンズクラブ会長賞 中 野 進 英 福 助
羽曳野ライオンズクラブ会長賞 川村たけゑ だ る ま
優 秀 賞 松 本 正 人 福 助
優 秀 賞 森 満 正 廣 だ る ま
優 秀 賞 上田シゲ子 福 助
優 秀 賞 河 村 昭 福 助
優 秀 賞 西 条 廣 一 福 助
入 選 宮井八重子 福 助
入 選 久保田越子 福 助
入 選 宮 井 繁 一 福 助
入 選 花川美津江 福 助
入 選 森 満 正 廣 福 助
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すくすく 子育て支援
子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター メール配信登録

※お知らせや各種申
し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

毎週㈫㈮10:00～11:30  （29日㈮は除く）
※12日㈫リズム、19日㈫おえかき

園庭開放時間など……

日 時
場 所
内 容
対 象

15日㈮　10：15～11：30
MOMOプラザ
手あそび、季節のうた、おたんじょう会、おはなしなど
乳児から就学前まで

＊すこやか広場

日 時
内 容
対 象

7日㈭　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊びなど
3、4カ月～1歳前後

＊子育てサロン　ひよこ

日 時
内 容
対 象

11日㈪　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊びや製作遊び
平成28年4月生まれ～1歳半

＊子育てサロン　りす

日 時
内 容
対 象

14日㈭　10：30～11：30
季節の製作遊び
平成27年4月生まれ～平成28年3月生まれ

＊1歳親子教室

日 時
内 容
対 象

21日㈭　10：30～11：30
季節の製作遊び
平成25年4月～平成27年3月生まれ

＊2～3歳親子教室

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広場 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く　・保育室 ㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━

━

━

━

━

━

━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場

わ ん ぱ く 広 場

2 歳 児 教 室

3 歳 児 教 室

あ そ び の 広 場

双 子 の 広 場

おはなしの広場

㈪ ㈫ ㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※1日、8日、12日、18日、22日、29日はお休み

㈬　0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象

㈭　隔週で年齢別（1歳児・2歳児）
14日㈭　1歳児クリスマス飾りを作ろう

7日㈭　クリスマス飾りを作ろう

18日㈪　クリスマス飾りを作ろう

11日㈪　クリスマス会

22日㈮　双子ちゃん、三つ子ちゃん　きてね♪

25日㈪　お誕生会（12月生まれ対象）

━

━

━

━

「ベビーダンス」 抱っこひもを使って赤ちゃんとママのスキンシップダンス
日 時
場 所
内 容

対 象

申 込

12月12日㈫　10：00～11：30

子育て支援センターふるいち

定員15人　参加費無料
＜講師＞日本ベビーダンス協会　かわむら　あけみ先生

平成28年12月生まれから平成29年7月生まれ
※羽曳野市民に限る

12月1日㈮～6日㈬
子育て支援センターふるいちへ電話か直接申し込み、また
は子育てネットから申し込み
※応募多数の場合は抽選
※首のすわっていないお子様はご遠慮ください。

━

━

━

━

み ん な の 広 場

あ そ び の 広 場

おはなしの広場

よっといで３才児

㈪㈬㈭10:00～11：30、㈭のみ15:00～16:15
も開放、就学前の子どもとその保護者対象
※7日㈭、21日㈭はお休み　※25日㈪  お誕生会

11日㈪　10：00～11：30　「クリスマス会」 

18日㈪　11：00～11：30

7日㈭　10：00～11：30　「クリスマス製作・音楽あそび」
3歳以上の子どもとその保護者対象

（平成25年4月2日～平成26年12月31日生まれ）

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）

━

━

━

6日㈬　10：15～10：45　おほしさまの部屋にて
（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ対象）
※みんなの広場も開放

21日㈭　10：00～11：30　
（平成27年4月2日～平成28年4月1日生まれ対象）

ももんちゃん
（0歳児）

ぺんぎんさん
（1歳児）

ひつじさん
（2歳児）

★おひさま広場 対象年齢の子どもとその保護者／親子で遊ぼうね！

はびきのファミリーサポートセンター＜協力会員募集＞
子育ての援助をしてくださる会員を募集しています。

古市4-2-9（子育て支援センターふるいち内） ☎・FAX 072-956-4943

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可 
■ 日時　12月14日㈭、1月11日㈭ 15:00～17:00
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

病後児保育病後児保育 当日利用可能

病後など集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。
㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ対象

■ 利用時間 

1人1日1,000円（0歳～学童）
 ※延長30分300円
・非課税世帯は半額（証明書必要）

生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子ども半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。
NPO法人サポートネットワーク

ぬくもり
 ☎  072-937-0016
FAX 072-937-5716

白鳥児童館白鳥児童館
お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。
午前中はちいさなお友達もゆっくり遊べますよ。
自由にお越しください。

利用時間：月～土 9：00～17：00 翠鳥園2-9-101 ☎ 072-957-4900

保育ボランティア（有償）募集
各子育て支援センター（ふるいち、むかいの）へお問い合わせくだ
さい。　※子育て講座などに伴う保育のお仕事です。

資格不要

休園日のお知らせ 12月16日㈯、12月29日㈮～2018年1月3日㈬

1 2 月 は お 休 みで す
（平成26年4月2日～平成27年4月1日生まれ対象）
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子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター メール配信登録
※お知らせや各種申

し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

毎週㈫㈮10:00～11:30  （29日㈮は除く）
※12日㈫リズム、19日㈫おえかき

園庭開放時間など……

日 時
場 所
内 容
対 象

15日㈮　10：15～11：30
MOMOプラザ
手あそび、季節のうた、おたんじょう会、おはなしなど
乳児から就学前まで

＊すこやか広場

日 時
内 容
対 象

7日㈭　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊びなど
3、4カ月～1歳前後

＊子育てサロン　ひよこ

日 時
内 容
対 象

11日㈪　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊びや製作遊び
平成28年4月生まれ～1歳半

＊子育てサロン　りす

日 時
内 容
対 象

14日㈭　10：30～11：30
季節の製作遊び
平成27年4月生まれ～平成28年3月生まれ

＊1歳親子教室

日 時
内 容
対 象

21日㈭　10：30～11：30
季節の製作遊び
平成25年4月～平成27年3月生まれ

＊2～3歳親子教室

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広場 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く　・保育室 ㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━

━

━

━

━

━

━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場

わ ん ぱ く 広 場

2 歳 児 教 室

3 歳 児 教 室

あ そ び の 広 場

双 子 の 広 場

おはなしの広場

㈪ ㈫ ㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※1日、8日、12日、18日、22日、29日はお休み

㈬　0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象

㈭　隔週で年齢別（1歳児・2歳児）
14日㈭　1歳児クリスマス飾りを作ろう

7日㈭　クリスマス飾りを作ろう

18日㈪　クリスマス飾りを作ろう

11日㈪　クリスマス会

22日㈮　双子ちゃん、三つ子ちゃん　きてね♪

25日㈪　お誕生会（12月生まれ対象）

━

━

━

━

「ベビーダンス」 抱っこひもを使って赤ちゃんとママのスキンシップダンス
日 時
場 所
内 容

対 象

申 込

12月12日㈫　10：00～11：30

子育て支援センターふるいち

定員15人　参加費無料
＜講師＞日本ベビーダンス協会　かわむら　あけみ先生

平成28年12月生まれから平成29年7月生まれ
※羽曳野市民に限る

12月1日㈮～6日㈬
子育て支援センターふるいちへ電話か直接申し込み、また
は子育てネットから申し込み
※応募多数の場合は抽選
※首のすわっていないお子様はご遠慮ください。

━

━

━

━

み ん な の 広 場

あ そ び の 広 場

おはなしの広場

よっといで３才児

㈪㈬㈭10:00～11：30、㈭のみ15:00～16:15
も開放、就学前の子どもとその保護者対象
※7日㈭、21日㈭はお休み　※25日㈪  お誕生会

11日㈪　10：00～11：30　「クリスマス会」 

18日㈪　11：00～11：30

7日㈭　10：00～11：30　「クリスマス製作・音楽あそび」
3歳以上の子どもとその保護者対象

（平成25年4月2日～平成26年12月31日生まれ）

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）

━

━

━

6日㈬　10：15～10：45　おほしさまの部屋にて
（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ対象）
※みんなの広場も開放

21日㈭　10：00～11：30　
（平成27年4月2日～平成28年4月1日生まれ対象）

ももんちゃん
（0歳児）

ぺんぎんさん
（1歳児）

ひつじさん
（2歳児）

★おひさま広場 対象年齢の子どもとその保護者／親子で遊ぼうね！

はびきのファミリーサポートセンター＜協力会員募集＞
子育ての援助をしてくださる会員を募集しています。

古市4-2-9（子育て支援センターふるいち内） ☎・FAX 072-956-4943

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可 
■ 日時　12月14日㈭、1月11日㈭ 15:00～17:00
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

病後児保育病後児保育 当日利用可能

病後など集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。
㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ対象

■ 利用時間 

1人1日1,000円（0歳～学童）
 ※延長30分300円
・非課税世帯は半額（証明書必要）

生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子ども半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。
NPO法人サポートネットワーク

ぬくもり
 ☎  072-937-0016
FAX 072-937-5716

白鳥児童館白鳥児童館
お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。
午前中はちいさなお友達もゆっくり遊べますよ。
自由にお越しください。

利用時間：月～土 9：00～17：00 翠鳥園2-9-101 ☎ 072-957-4900

保育ボランティア（有償）募集
各子育て支援センター（ふるいち、むかいの）へお問い合わせくだ
さい。　※子育て講座などに伴う保育のお仕事です。

資格不要

休園日のお知らせ 12月16日㈯、12月29日㈮～2018年1月3日㈬

1 2 月 は お 休 みで す
（平成26年4月2日～平成27年4月1日生まれ対象）

●こどもステーション12月の予定 事前予約

ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（市役所南側）

☎・ＦＡＸ 072-957-1114（FAXでの申込可）詳細はお問い合わせください。 

※会場の記載のないものは、「こどもステーション」で実施

7日㈭10:30～12:00　「ひとりで悩まないで相談室」　
　参加費：1人1時間まで3,000円（会員半額）、初回無料

1・8・15日㈮17:00～20:00　「こどものふれあい広場」　
　（学習支援とこども食堂）保険・食事代200円

9日㈯10:00～13:00　「もちつき大会」　
　参加費　大人:800円　3歳～小学生:600円　市役所南側広場

2日・9日・16日㈯11:00～12:00　「さんすう科学くらぶ」　
　会費：月3,000円(教材費別途)　対象：幼児から　※体験有

2日・16日㈯13:30～15:00　「図工くらぶ」　
　会費：月2回3,000円（教材費別途） 対象：幼児～どなたでも ※体験有

9日㈯14:00～15:00　「英語であそぼう」　
　歌や絵本、ゲームで英語を身近に！

毎週㈬㈮12：00～13:30　「kiMaMaカフェ」　
ふれあいレストラン(デザート・飲み物付き)
※事前予約で別日も可。歌おう会は第1・第4㈮

㈪～㈮10:00～16:00　「一時保育」　※要登録、予約は前日まで
1時間あたり：乳幼児500円～、学童300円～
㈯ ㈰ ㈷時間外保育、送迎可、きょうだい割引有

「おやおやくらぶ」㈮10:45～11:30　参加費：無料
　1日クリスマス会　8日つくって遊ぼう　
　15日簡単おやつづくり　22日おしゃべりサロン
　ほっとタイム㈪～㈮10:00～16:00　（※弁当持参可）

つどいの広場　12月

古 市 南
古 市

西 浦
駒 ヶ 谷

西 浦 東

幼稚園名

にこにこくらぶ
あ ひ る 教 室
わ くわ く体 験
たん ぽ ぽ 広 場
う さ ぎ 組
未就園児教室名

羽曳が丘

丹 比
埴 生 南

白 鳥

ひよこ組 教 室
チューリップ教室
なかよしランド ひよこ組
かん が るー 組

957-0212
954-0230
958-2601
958-7201
957-7200
958-3538
958-8776
958-7616
958-3359

電話（市外局番072） あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）

「歌と合奏を見てね」
「ミニお楽しみ会にきてね」        
「たのしいつどいに来てね」

「楽器であそぼ！」

12月13日㈬

12月11日㈪ 10：00～11：00
「楽器遊びをしよう！」12月14日㈭ 9：30～10：30

12月18日㈪ 9：30～10：30
「ミニおたのしみ会に来てね（楽器遊びをしよう）」12月15日㈮ 10：00～11：00

「お楽しみ！！」12月11日㈪ 9：00～10：00
12月12日㈫ 10：00～11：00「お楽しみ会☆（楽器遊びをしよう！）」

「楽器を使って遊ぼう」12月14日㈭ 10：00～11：00

9：30～11：30
12月13日㈬ 9：30～10：30

○お子さんの安全については保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。

保育園名 電話（市外局番072） 園庭開放※健康相談は要予約 楽しい親子教室育児相談

坂 門 ヶ 原 956-6246 9日㈯ 雨天中止  10：00～11：30 ㈪～㈮開園中常時（要予約） 8日㈮　保育士による「クリスマス会」
陽  気 954-9630 ㈪～㈮13:00～15：00（要予約）

高 鷲 953-3883 10：00～11：30㈪㈫㈭ 開園中常時 19日㈫10：00～　クリスマス会

誉  田 958-2525 第2㈯ 10：00～11：30
郡  戸 938-5280 9日㈯9：00～12：00　発表会

は び き の 958-3328 15日㈮　クリスマス会

島  泉 953-4624 8日㈮10:00～　子育てサロン　「クリスマス会」
22日㈮　クリスマス会

軽  里 958-3338 21日㈭10:00～　クリスマス会
下  開 958-3318 22日㈮10：00～　クリスマス会

四天王寺悲田院 957-7517 10：00～11：30 12日㈫リズム　19日㈫お絵かき（園庭開放時）㈫㈮※29日㈮は除く

ベビーハウス社協 930-0240 ベビっこひろば13日㈬ 11：00～12：00

高屋保育学園
（認定こども園） 957-1234 毎週㈫㈭ 15：15～16：45

7日㈭10：30～11:00　親子リズムdeあそぼう
（1～5歳児の親子）予約不要（先着20組）
※園開放も同時開催10：00～11：30
11日㈪10：00～10：40　マイケルと遊ぼう

（2～5歳児の親子）要予約
19日㈫9：30～11：00　クリスマス会

（0～5歳児の親子）要予約

㈪～㈮
10：00～11：00
（健康相談含む）

開園中常時

㈪～㈮開園中常時
（要予約）

向 野 953-2071 22日㈮　クリスマス会

あ お ぞ ら 950-1105 28日㈭ 10：00～11：00 げんきっこくらぶ10:00～11:30
7日㈭あおぞら広場　22日㈮クリスマス会　

保
育
施
設
の
子
育
て
支
援

●着替え・タオル・水筒・うわぐつをお持ちください。　●雨天時はどの園も室内で行います。

幼
稚
園
の
子
育
て
支
援

NPO法人サポートネットワークぬくもり あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

● あいあいルーム ＜開放時間＞㈫㈬㈮10：00～16：00

  1日㈮　10：30～11：30 小麦粉ねんど遊び

  8日㈮　10：30～11：30 手作りおもちゃ作り

15日㈮　10：30～11：30 ピアノの伴奏で歌をうたおう

22日㈮　10：30～11：30 クリスマス会　先着20組　要予約
NPO法人つどいの広場カンナ　羽曳野市高鷲 5-422-22　☎・ＦＡＸ 072-939-1625

● つどいの広場　カンナ ＜開放時間＞㈪㈬㈮（㈷を除く）
10：00～12：00、14:00～16:00

16日㈯ 10：30～12：00 第12回ハッピークリスマス会！
クリスマス会をします。お友達を誘ってきてね！

12日㈫ 10：30～11：30 えほん・あらかると　絵本の読み聞かせ、誕生日会

26日㈫ 10：30～11：30 えほん・あらかると　絵本の読み聞かせ、リズム遊び

㈪～㈮　10：00～16：00 子育て何でも相談
第2㈫　10：00～12：00 就労相談～子育て中の再就職～

その他の
お知らせ

毎㈫は、ママたちのおしゃべりタイム 10：00～11：00までスタッフが入って遊びます。

※弁当など軽食持参は可、菓子、ジュース類の持ち込みは不可

高 鷲 北
高 鷲
高 鷲 南

埴 生
恵我之荘

たんぽぽくらぶ
う さ ぎ 組
げんきっきくらぶ
う さ ぎ 教 室
ぴよぴよくらぶ

938-5577
955-0730
955-1624
938-0017
955-1062

「かわいい音楽会にどうぞ」
「おもちつきをしよう！」

「ミニおたのしみかい」
｢お・た・の・し・み！」

12月12日㈫
12月14日㈭

12月  6日㈬

12月  8日㈮ 10：00～11：00

9：30～10：30

10：00～11：00
9：30～10：30

｢楽器遊びを楽しもう！」12月14日㈭ 10：00～11：00

5日㈫
10：00～11：00

リズム遊びの会　対象：2歳の誕生日を過ぎた子ども
動きやすい服装、時間厳守

5日㈫
11：30～12：00

給食体験　要予約
大人600円・子ども400円、限定3組

2日㈯
9：30～14：00

体験保育（遊び、リズム、食事）体験後懇談12：30～14：00
要予約　大人900円・子ども600円

子育てサポートくるみ　羽曳野市壺井508-1　☎・ＦＡＸ 072-957-3282
http://kosodate-kurumi.com 

● くるみ ～手をつなぐ子育て～ ＜開放時間＞㈫㈬㈭ 10：00～16:00
※12:00～14：00は園児昼寝

年末年始のお休み　12月30日㈯～2018年1月4日㈭まで
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市立休日急病診療所健
ふ みり-ぁ

☎072-956-1000
（保健センター2階）

■内科・小児科・歯科
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

■小児救急電話相談
　☎＃8000（携帯電話・NTTプッシュ回線）
　☎06-6765-3650
　　　　　　　　（IP電話・ダイヤル回線など）

■救急安心センターおおさか
　☎＃7119（固定電話【プッシュ回線】・
　　　　　　　　　　　　　携帯電話・PHS）
　☎06-6582-7119
　　　　　（固定電話【ダイヤル回線】・IP電話）

康

●検診（健診）は年度内に各 1 回。定員になり次第締切。FAX 申込は不可。　●個別検診は各医療機関へ直接申込。

胃がん・肺がん・大腸がん集団検診
( 受診時満 40 歳以上の市民 ) 午前中

保健センター 1月18 日㈭ 19 日㈮　 2 月 2 日㈮ 9 日㈮ 22 日㈭
3 月 9 日㈮ 19 日㈪ 20 日㈫

陵南の森 1 月 24 ㈬ 
石川プラザ 2 月 19 日㈪ 
市役所別館 3 月 11 日㈰◎ 

乳がん・子宮がん集団検診
受診券 ( オレンジ色のハガキ ) が必要
乳がん：1976 年以前の西暦偶数年生まれの女性
子宮がん：1996 年以前の西暦偶数年生まれの女性と 

1989 ～ 1995 年までの西暦奇数年生まれの女性
※今年度より対象者表記を和暦 ( 元号 ) から西暦に変更。

コロセアム 1 月 25 ㈭ 
保健センター 2 月 1 日㈭◆ 14 日㈬★ 
石川プラザ 3 月 5 日㈪ 
◎は働く世代・学生を優先　◆は午後から一時保育 ( 就学前まで )と骨密度測定有
★は午後から一時保育有 ( 就学前まで )

＜がん検診（集団検診）＞※予約制　
1 ～ 3 月分は 12 月 5 日㈫ 9：00 ～受付開始
検診の詳細は「平成 29 年度健康だより」かウェブサイトを参照

がん検診 愛する家族への贈り物 ～ 骨と歯を大事にしていますか？～
集団健診では骨密度測定と歯科健診を同時に受けることができます。
成人歯科個別健診
※昭和 56・51・46・41・36・31・26・21年
生まれの市民は指定医療機関（受診券参照）へ予約。

骨・歯セット教室（集団健診※予約制）
今の歯と骨の状況や正しい歯の磨き方、骨密度の改善方法な
ど知りたい方はぜひご参加ください。
[ 対象 ] 65 歳以上の市民（受診券が届いてなくても受診可）
[ 日程と場所 ] 1 月 22 日 ㈪　保健センター

◆定期健康相談・栄養相談 12 月 20 日㈬ 午前中 ※要予約

このページについて
詳しくは
ウェブサイトを
参照。

毎月 19 日は食育の日
家族で食事を
楽しみ
ましょう。

胃・肺・大腸・子宮がん検診は無料　乳がん検診は1,000 円
（生活保護受給者は無料：生活保護受給証明書が検診当日必要 )

費
用

チョイス DE あなたにあった 健康スタイル ※予約制
[ 対象 ] おおむね 40 歳以上の市民　

学ぶDEよい眠り　予約制　場所：保健センター　定員：30 人（先着順）

日時：1 月 18 日 ㈭　13:30 ～ 15:30（受付 13:15 ～）
講師： 渥美 正彦 医師（上島医院／南大阪睡眠医療センター）

※その他のチョイスの教室メニューは…

医師メニュー
13:30 ～ 15:30 学ぶ DE 骨粗しょう症 3 月 1 日㈭

運動メニュー
13:30 ～ 15:30

笑いヨガ DE 気分スッキリ 2 月 20 日㈫

学ぶ DE ウォーキング（コロセアム） 3 月 16 日㈮

栄養メニュー
10:00 ～ 12:00 学ぶ DE 正月太り解消術 1 月 17 日㈬

歯科メニュー
13:20 ～ 15:30 学ぶ DE お口

くち

の健康 2 月 15 日㈭

検診費用助成事業 ※事前申請が必要
医療機関で下記の検査および検診を保険診療外で受けられる方へ費用
を助成。期間内に健康増進課（保健センター）まで。

＜受診および申請期間＞平成 28 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日
＜助成回数＞申請期間中に各項目ごとに 1 回
＜対象者＞受診時に 50 歳以上の市民

（平成26年4月1日～平成28年3月31日に助成を受けた方も対象）

以下の①～④は対象外
① 各検診部位の病気などで治療中または経過観察中で保険診

療が適応となる方　
② 各検診部位に症状がある方
③ 他の制度で検診費用の助成を受けた方（各医療保険者が実

施する人間ドックなど）　 
④ 妊娠中および妊娠の可能性がある方

検査および検診項目 助成額 保険診療外料金

胃内視鏡検査（胃カメラ） 10,000 円 約 30,000 円

脳 MRI 検査または脳 MRA 検査 10,000 円 約 30,000 円

PSA 検査（前立腺がん検査） 1,000 円 約 3,000 ～ 5,000 円

ピロリ菌検査または ABC 検診 1,000 円 約 3,000 ～ 5,000 円

マンモグラフィ（乳がん検査） 3,000 円 約 10,000 円

乳房エコー（乳がん検査） 1,000 円 約 3,000 ～ 5,000 円

※医療機関によって料金は異なる。助成額との差額は自己負担。
　保険診療で受けた場合は対象外。

　はびきの健康マイレージ 
～健診を受けて健康と
　　　　　　お得をゲットしよう !! ～

市民の健康づくりを応援します。
対象：40 歳以上の市民
応募条件：平成 29 年 1 月～ 12 月に

① 特定健診 ＋
　 がん検診
②（胃・肺・大腸・乳・子宮）
　 成人歯科健診のいずれか

①②の各健診（検診）を
受けると抽選で商品があ
たります !!

受診後、必要事項を応募用紙（チラシの裏もしくは市ウェブサイトからダウンロー
ド）に記入の上、健康増進課（保健センター）まで郵送もしくは持参ください。

応募期間：最終締め切り 平成30年 1月10日㈬ 当日消印有効
　　①運動施設利用チケット 1,000 円相当分
　　②クオカード 500 円分
　　③羽曳野市の特産品チケット1,000円相当分　のいずれか1つ
※応募者多数の場合は抽選（商品発送をもって発表）。 

詳しくは保健センターにあるチラシ、またはウェブサイトをご覧ください。
※健（検）診の受診日と場所が抜けていると、無効になることがあります。 

ご注意ください。 

抽選で合計

1500名様に
当たる！！

商
　
品
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◆乳幼児健康診査◆（会場：保健センター）
　対象児に個別通知します。健診日の２週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）まで、ご連絡ください。

種　類 日　程 対　象　児

４カ月児 
健康診査

㈮

12 月 15 日 平成 29 年 8月1日～14日生まれ
12 月 22 日 平成 29 年 8月15日～31日生まれ
1 月 12 日、26 日 平成 29 年 9 月生まれ

１歳６カ月児 
健康診査

㈫㈬

12 月 19 日、20 日 平成 28 年 5 月生まれ

1 月 30 日、31 日 平成 28 年 6 月生まれ

２歳６カ月児 
歯科健康診査

㈫㈬

12 月 12 日、13 日 平成 27 年 6 月生まれ

1 月 23 日、24 日 平成 27 年 7 月生まれ

３歳６カ月児 
健康診査

㈫㈬

12 月 5 日、6 日 平成 26 年 6 月生まれ

1 月 16 日、17 日 平成 26 年 7 月生まれ

◆マタニティスクール◆　・定員：20 人（先着順）
[ 日時 ]　＜つばきコース＞ 　　（会場：保健センター、予約制）

1 回目 12 月 11 日㈪
10:30 ～ 15:00

マタニティクッキング
歯科健診（ランチ付き）

2 回目 1 月 15 日㈪
13:00 ～ 15:30

助産師に聞く
お産のための心と身体の準備

3 回目 1 月 20 日㈯
　９:30 ～ 12:00

沐浴体験
パパの妊婦体験

4 回目 1 月 29 日㈪
13:00 ～ 15:30

赤ちゃんの育て方
先輩ママとの交流

※平成 30 年 3・4 月出産予定の初産婦の方優先。
※全４回の参加が難しい場合、第 3 回目のみの参加も若干名可能。

◆「ママとベビーの交流会」◆　※予約制
・定員 15 組（先着順）上のお子さんの保育はありません　

[ 日　時 ] 1月 29 日㈪  14:00 ～ 16:00
[ 対　象 ] 生後 3 カ月までのベビーとママ
[ 場　所 ] 保健センター 4 階
　身体計測育児相談・絵本や遊びの紹介・妊婦さんとの交流会。

◆離乳食講習会◆　※予約制
・定員 15 組（先着順）対象となる乳児のみ保育あり

[ 日　時 ] 12 月 8 日㈮・1 月 18 日㈭のいずれか 1 日
13:00 ～ 15:30

[ 対　象 ] 4 カ月児健康診査受診後から 
10 カ月までの乳児の保護者

[ 場　所 ] 保健センター  3 階

◆予防接種◆（接種には母子健康手帳と予診票が必要）
＜集団接種＞（ＢＣＧ・会場：保健センター）

※ BCG 接種は４カ月児健康診査と同日です
４カ月児健康診査をすでに受け、BCG を
接種していないお子さんは、健康増進課

（保健センター）にお問い合わせください。
＜個別接種＞（各医療機関に直接電話で予約）

詳細は「平成 29 年度健康だより」、ウェブサイト参照。

＜

無
料＞

ＨＩＶ・梅毒即日検査 
（梅毒検査のみは不可）

毎週㈬
[ 匿名可・予約不要 ] 9:30 ～ 10:30

　詳しくは保健所へお問い合わせください。年内の最終受付は 12 月 20 日

肝炎ウイルス検査　　
予
約
制

第 2、4 ㈬ 13:30 ～14:30
風しん抗体検査　　　　 年内の最終受付は 12 月 13 日

こころの健康相談（精神科医、精
神保健福祉相談員が相談に応じます）

こころの病気、
アルコール依存症など

医療機関に関する相談 毎週㈪～㈮   9:15 ～ 12:15
13:00 ～ 16:00

＜

有
料＞

水質検査 年内の最終受付は12月25日㈪
（飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水） 予

約
制

依頼の際は、
お問い合わせください。室内空気検査（ホルムアルデヒド

・VOC）

腸内細菌検査
（赤痢菌、チフス菌、パラチフス A 菌、
  サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌 O157）

毎週㈪～㈬  9:30～12:00
年内の最終受付は12月25日㈪

寄生虫卵検査・ぎょう虫卵検査
予
約
制

毎週㈪～㈭  9:30～12:00

年内の最終受付は12月25日㈪

藤井寺保健所 藤井寺市藤井寺 1-8-36  ☎ 072-955-4181
http://www.pref.osaka.lg.jp/fujiiderahoken/ ■生活衛生室　☎ 072-952-6165　　　※いずれも土、日、祝日は除く

■ 妊娠届を出しましょう ■
医療機関で妊娠と診断されたら、健康増進課（保健センター）
に妊娠届を出しましょう。保健師が面接の上、母子健康手帳を
交付します。
※平成29年7月より健康増進課（保健センター）

でのみの交付となりました。
マイナンバーの利用について
妊娠届出時に次のいずれかの方法で
番号確認と本人確認を行います。
◦マイナンバーカード　◦通知カード＋運転免許証、保険証など

母子健康手帳はお母さんと赤ちゃんの健康の記録や管理のための
大切で便利な手帳です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・もう、受けましたか？

高齢者のインフルエンザ予防接種のご案内
対象者　① 羽曳野市民で接種時に 65 歳以上の方

② 60 歳以上 65歳未満の羽曳野市民の方で心臓、
腎臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫の機能のいずれかの障がいを有し、そ
の障がいが身体障がい者手帳１級の方、もしく
はそれと同等であると医師の診断がなされた方

（持病のある方は主治医の承諾を得てください）
期　間　平成 30 年 1 月末日まで
費　用　1,000 円（生活保護受給者は無料： 

生活保護受給証明書が接種当日必要）
持　物　住所・年齢の確認できる物（健康保険証など）
申　込　羽曳野市指定医療機関へ直接お問い合わせください。

※藤井寺、松原、富田林などの指定医療機関でも
接種できます。主治医が該当市町にある方は医
療機関へお問い合わせください。入院などで指
定医療機関で実施できない方は健康増進課（保
健センター）へ接種前にお問い合わせください。

麻しん風しん混合（MR）の
予防接種はお済みですか？

＜ 接 種 期 間 ＞
●第1期：1 歳～ 2 歳に至るまで
●第2期：5 歳～ 7 歳未満で小学校入学前年度の 

3月 31日まで。
※接種期間を過ぎてしまうと費用が約1万円かかります。 

まだの方は早めに接種してください。予診票を紛失され
た方は、母子健康手帳を持って、健康増進課（保健セン
ター）まで取りに来てください。

※ 年末年始は平成 29 年 12 月 29 日～平成 30 年 1 月 3 日まで閉庁しています。
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教えて消費生活Q＆A
○初期契約解除制度

電気通信サービスの契約は、契約書面の受領日を初日とする
8日間が経過するまで、消費者は事業者の合意なしに契約
を解除できる制度です。
① 携帯電話などの端末費用は消費者が負担。
② 事業者は契約解除までの期間のサービス利用料・工事費※・

事務手数料※を消費者に請求できる。  ※金額の上限あり

○確認措置
主要な携帯電話サービスについては、8日間以内に申し出
て、電波の状況が不十分と判明した場合や契約前の事業者
による説明などが不十分な場合に、端末も含め違約金なし
で契約解除できます。
① 事業者は契約解除までのサービス利用料を消費者に請

求することができます。
② 対象サービスは、総務大臣が認定する移動通信サービス

です。

○消費者へのアドバイス
● 契約書面の契約内容を確認し問題があった

ときは、すぐに事業者へ申し出ましょう。
● トラブルになった場合は消費生活センター

へ相談しましょう。

毎週㈪㈬㈭㈮　10：00～12：00
　　　　　　　13：00～15：30（相談受付）

まずは電話でお問い合わせください。
消費生活センター　☎ 072-947-3715（直通）

-消費生活相談-

～ 「初期契約解除制度」と「確認措置」とは？ ～

● 介護予防できらきらシニア ●
～介護予防事業参加者募集！！～

● 介護相談員を募集します！●  募集 5人

平成30年1月19日㈮、26日㈮、2月2日㈮全3回
10：00～12：30頃日時

①この事業に理解があり、介護相談員として活
動が可能な方

②40歳以上で市内在住の方
③介護サービス事業所に従事していない方

対象

地域包括支援課の窓口、またはお電話でお申
し込みください。　締め切り：12月22日㈮

申込み
問合せ

地域包括支援課　☎072-947-3822（直通）
＊後日、申し込み用紙一式送付します。
　締め切り：12月26日㈫

申込み
問合せ

保健センター 3階　栄養指導室場所
65歳以上の男性市民で、料理をしたことがある方対象
1,500円（3回分、材料費込み）費用
エプロン、三角巾、ふきん、筆記用具持物
10人程度（応募多数の場合は抽選。）定員

きらきらシニア
熟年簡単クッキング教室 ～男性初級者コース～

介護相談員は市の委嘱を受けた市民ボランティアです。
介護保険施設（事業所）利用者のために、熱意を持って
活動していただける方を募集します。

地域包括支援課　☎072-947-3822（内線2905）

の安全なストーブ取り扱いについて

ストーブが原因となる建物火災は、平成28年
中に全国で1,175件発生しています。

柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎ 072-958-9900

使用方法は取扱説明書をよ
く読みましょう。
また、点検や整備、灯油など
の燃料の保管なども正しく
行いましょう。

•ストーブの近くに紙、衣類など燃えやすいものを
置かない。

•就寝時にストーブを使用しない。

•ストーブの近くでヘアスプレーなどの使用、放置
はしない。

使用する時の注意事項

問合せ　水道局　☎ 072-958-1111（代表） 内線5013

平均的な水道料金（1ヵ月で25㎥使用の場合）では

羽曳野のおいしい水
～水道水を飲もう～

羽曳野のおいしい水
～水道水を飲もう～

お風呂1回あたり約30円、
500mlのペットボトル1本約0.075円

☆1立方メートル（1トン）
ってどのくらい？

ご家庭のお風呂（200リットル）に使用すると約5回分
500mlのペットボトルだと2,000本分になります。

☆水道水の安全性は？

『日本の水道水の水質基準は、
世界各国を見てもトップクラス』

水道法の規定に基づき、51項目の水質基準に適合する
ことが必要で、非常に厳しく安全確保に努めています。

水道水は安全
で

値段的にもお得！！

※ 水質基準および水道料金については　
　 市ウェブサイトに掲載しております。
　 （http://www.habikino-waterworks.jp/）
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家庭での備蓄やポリ袋調理を学ぶ
　10 月 14 日㈯、河原城中学校で防災講演会を開催しまし
た。家庭での備蓄方法や、避難生活の中でも簡単に調理で
きる「ポリ袋調理」などについて、防災アドバイザーの岡
部梨恵子さんが説明してくださいました。参加者からは、「備
蓄の重要性を強く感じた」などの感想も。いつ、どんな災
害が起こるかわからない今の日本国内で、市民一人ひとり
が日頃から自分たちで取
り組める “災害対策” や “心
構え” の大切さを改めて実
感することができました。

行政相談街頭キャンペーン
　行政相談制度について、広く市民の方へのご理解と認識
を深めていただき、多くの方に利用していただくため、10
月 12 日㈭古市駅周辺にて、街頭キャンペーンを行いまし
た。市では毎月第 2 ㈬の
13:00 ～ 15:00 に、定例
相談所（偶数月は市役所、
奇数月は陵南の森総合セン
ター）を開設しています。
お気軽にご利用ください。

ひろげよう  育てよう  みどりの都市
　10 月 15 日㈰、はびきのコロセアムで開催されたふれあ
い健康まつり会場内で、緑
の少年団とみどりの推進協
議会の皆さんで、緑の募金
活動とチューリップの球根
の無料配布を行いました。
ご協力くださった皆様、あ
りがとうございました。

みんなおいでよ！ようちえん
　11 月から市内で掲示している、幼稚園園児募集のポス
ターに、西浦幼稚園の小
松未來さん（5 歳）の作
品が選ばれました。幼稚
園の近くの広場でお友達
と遊んだ場面が、とても
生き生きと楽しそうに描
かれていました。

こんにちはあかちゃんの写真を募集しています。詳しくは広報担当までお問い合わせください。
☎ 072-958-1111（内線 3333・3340）　メール kouhou@city.habikino.lg.jp

子どもたちの  平和のかたち
　10月20日㈮～23日㈪、LICはびきのアトリウムにて「第
30 回 国際平和ポスターコンテスト」応募作品展が開催さ
れました。市内の小学 5・6 年生が描いた総数 685 点の中
から選ばれた 40 点が展示され、LIC はびきのに来場された
多くの方が足を
止め、子どもた
ちが願う色彩豊
かな “平和” の
形を観覧されて
いました。

支えあった 20 年
　10 月 19 日㈭、京都で開催された「第 46 回全国老人ク
ラブ大会」において、羽曳野市在住の下村愛子さんが、厚
生労働大臣より表彰を受けら
れました。下村さんは、20 年
に渡って老人クラブと女性部
の発展向上に尽力されてきま
した。「一人の力だけでなく皆
さんの支えがあり、表彰をい
ただく事ができました。」と感
謝の言葉を述べられました。

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

< 高  鷲 >< 尺  度 > < 羽曳が丘西 >
母親の裕理さん 母親の美紀子さん母親の真以子さん

撮影 撮影撮影
  大

だい
  雄

ゆう
飛
ひ

ちゃん 松
まつ

下
した

  睦
むつ

季
き

ちゃん高
たかはし

橋  侑
ゆ

愛
あ

ちゃん
平成29 年 1月 27日 生まれ 平成29 年 1月 9 日 生まれ平成29 年 8月 8 日 生まれ

毎日とびっきりの笑顔をありがとう♡ パパとママの宝物、むつきくん。
　　　　　　元気で優しい子に育ってね。

我が家のアイドル♥
　　　すくすくと健康に育ってね（́ ω `）

災害時に使用する

▲

防寒シートを試着

（写真）11 月 1 日、市役所で
高崎教育長から表彰状を受け
取った未來さん
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支　所
☎ 072-955-0583　℻ 072-930-2144
羽曳野市民会館
☎ 072-958-2311　℻ 072-958-2312
LIC はびきの（生活文化情報センター）
☎ 072-950-5500　℻ 072-950-5505
はびきのコロセアム
☎ 072-937-3123　℻ 072-937-3124
市民体育館（西浦）
☎ 072-958-2340　℻ 072-958-3614
陵南の森総合センター

（老人福祉センター・公民館・図書館）
☎ 072-952-2751　℻ 072-952-1303
陵南の森生きがい情報センター

（テレワークセンター）
☎ 072-931-1900　℻ 072-931-2112
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553　℻ 072-957-5580
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355　℻ 072-937-2388
石川プラザ
☎ 072-950-2002　℻ 072-958-9110
保健センター（休日急病診療所）
☎ 072-956-1000　℻ 072-956-1011
人権文化センター
☎ 072-955-4556　℻ 072-955-7042
青少年児童センター
☎ 072-952-0032　℻ 072-937-8580
白鳥児童館
☎ 072-957-4900　℻ 072-957-4900
青少年センター
☎ 072-958-0050　℻ 072-956-7867
エコプラザはにふ（中央スポーツ公園）
☎ 072-959-3567　℻ 072-959-3568
時とみどりの交流館（峰塚公園管理棟）
☎ 072-942-6647　℻ 072-942-6647
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-957-6900　℻ 072-957-6910
子育て支援センターふるいち
☎ 072-958-3308　℻ 072-958-3350
子育て支援センターむかいの
☎ 072-953-6361　℻ 072-953-6361
向野老人いこいの家
☎ 072-952-0033　℻ 072-952-0033
給食センター
☎ 072-958-2306　℻ 072-958-1082
社会福祉協議会
☎ 072-958-2315　℻ 072-958-3853
シルバー人材センター
☎ 072-959-0555　℻ 072-959-0333
柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎ 072-958-0119　℻ 072-958-9900
羽曳野警察署
☎ 072-952-1234　℻ 072-952-2531
藤井寺保健所
☎ 072-955-4181　℻ 072-939-6479
藤井寺郵便局
☎ 072-954-2601　℻ 072-938-8591
柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333　℻ 072-976-3331
クリーンピア 21（休業日：㈫）
☎ 072-975-2580　℻ 072-975-2577
健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-950-6611　℻ 072-950-3888
茶山テニスコート（土・日・祝日のみ）
☎ 072-959-8836

主な公共施設 －制度・お知らせ －
休日・夜間窓口

【市税納付相談窓口】
休日 12 月17 日㈰　10:00 ～15:00
夜間 12 月 21日㈭　18:00 ～20:00

  ■ 問  税務課納税相談担当
  本館1階⑦窓口
  ☎ 072-958-1111 内線1440・1450

【国民健康保険・後期高齢者医療】
休日 12 月17 日㈰　10:00 ～15:00

夜間 12 月14 日㈭・21日㈭
18:00 ～20:00

  ■ 問  保険年金課　本館1階③窓口
  ☎ 072-958-1111  内線1750・1751

【介護保険料収納窓口】
夜間 12 月 20 日㈬　18:00 ～20:00

  ■ 問  高年介護課　別館1階①窓口
  ☎ 072-958-1111 内線1399・1370

市税催告コールセンター業務
　専門オペレーターが市税の未納をお
知らせし、納付のご案内を行います。
※市税（市・府民税（普通徴収・特別徴
収）、固定資産税、軽自動車税、法人市
民税）の納期限から一定期間を過ぎても
市で納付確認ができない方が対象です。
■業務時間　㈪～㈮、第 3 ㈰ 　9:00 ～
   17:30 （第 2・3 ㈫㈭は 20:00 まで）
※夜間臨時業務
　12 月15 日㈮　9:00 ～20:00
■ 問 税務課納税相談担当
 ☎ 072-958-1111  内線1440・1450

市税の滞納処分を強化しています
　滞納処分による換価実績（平成 29
年 4 月～ 9 月）
■財産の種類 ･･･ 債権（給与、預金、
　保険など）、不動産
■換価による税徴収
   ［本税］　　　　  21,088,810 円
   ［督促手数料］　　　  46,600 円
   ［延滞金］            6,980,567 円
　 合計　　　　　 28,115,977 円
■ 問 税務課納税相談担当
 ☎ 072-958-1111  内線1440・1450
　
12 月は「税収確保重点月間」
　大阪府内の市町村と連携し、滞納者
に対する徹底した催告や財産の差押え
などを行い、納期限内に納税された方
との税の公平性を確保します。
■ 問 大阪府南河内府税事務所　
　☎ 0721-25-1131

認定長期優良住宅に対する
固定資産税の減額
　住宅性能が一定基準（耐久性・安全
性など）を満たす認定を受けた新築専
用住宅・併用住宅は、申告により、固
定資産税の軽減適用年度が延長され
ます。
新築日の翌年1月 31日（新築日が1月1
日の場合はその年の1月 31日）までに、
税務課に申告してください。
詳しい内容や申告の必要書類などについ
ては、お問い合わせください。

■申■込・ ■問  税務課固定資産税担当　
本館1階⑨⑩窓口
☎ 072-958-1111 内線1550・1551

12 月は下水道事業受益者負担金
分割納付『第 2 期分』の納付月
　第 2 期分（分割納付用）の納付書で、
納期限（12 月 25 日㈪）までに取扱
金融機関（納付書裏面参照）、市役所、
支所で納付をお願いします。
平成 29 年度賦課の方
　 （平成 29 年 7月に送付済み）
平成 28 年度賦課の方
　 （平成 28 年 7月に送付済み）
平成 27 年度賦課の方
　 （平成 27 年 7月に送付済み）

※納付書の紛失などについてはお問い
　合わせください。 
■ 問 下水道総務課
☎ 072-958-1111  内線 2360

防災行政無線などを用いた情報伝
達訓練の実施（Jアラートのテスト）
■と■き 毎月 第 4 ㈬　14:00 頃
市内 25 カ所に設置してある防災行政
無線から、一斉に、次の内容が放送さ
れます。
①（始）チャイム音
②「これは、J アラートのテストです。」
       　　　　　　　　　　　   ×3回
③「こちらは、はびきのしです。」
④（終）チャイム音

※  J アラート（全国瞬時警報システム）
とは？･･･人工衛星を利用して政府か
ら発信される「緊急地震速報」や「津
波警報」、「弾道ミサイル情報」など
の緊急情報を、市役所に設置した受
信機で受信し、市民の皆様に瞬時に
伝達するシステムです。

■問  災害対策課
☎ 072-958-1111  内線 2712・2713
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進路選択支援事業
　経済的な事情などので進学・就学を
悩んでいる方に、各種奨学金や貸付制
度などの情報を提供し、相談・助言を
行う「進路選択支援事業」を実施して
います。奨学金制度などの活用をお考
えの方は、ご相談ください。
■相談窓口　☎ 072-958-0155
　教育研究所（LIC はびきの2 階）
　毎週㈫　9:00 ～12:00
　毎週㈮　9:00 ～12:00
　　　     13:00 ～17:00
※12 月 29 日、1月 2 日・5 日を除く。

■ 問 学校教育課
☎ 072-958-1111　内線 4272

はびきの中学生 study-O
［12 月・1月］
［東教室：市役所］
 ■12 月 2 日㈯・3 日㈰
 ■1月 6 日㈯・7 日㈰・21日㈰・27 日㈯・
　28 日㈰

［西教室：あいあいハウスおよび支所］
 ■12 月 2 日㈯・3 日㈰
 ■1月7 日㈰・21日㈰・28 日㈰
■と■き  各教室 ［午前クラス］9:30 ～12:30

［午後クラス］13:30 ～16:30
■対■ 象象 市内在住・在学の中学1～3 年生　
■￥  無料
※参加中学生、随時受付中！詳しくは、
　市ウェブサイトまたは担当まで。
※ 中学生に勉強を教える大学生サポー

トスタッフを募集中！
■ 問 政策推進課
 特命プロジェクトチーム
 ☎ 072-958-1111  内線 3530

国の教育ローンのご案内
日本政策金融公庫
　高校、大学などへの入学時・在学中
にかかる費用を対象とした公的な融資
制度です。
■ お子さま1人あたり･･･350 万円以

内を、固定金利（年1.76％ ※平成
29 年11月10 日現在）で利用でき、
在学期間中は利息のみのご返済とす
ることができます。

※詳細は、ウェブサイト［国の教育ロ
　ーン］を検索。
■ 問 教育ローンコールセンター　
 ☎ 0570-008656（ナビダイヤル）
 ☎ 03-5321-8656

業務用冷蔵・冷凍機や業務用エア
コンをお使いの皆様へ
　フロン排出抑制法において次の点検
が必要です。
■業務用（冷蔵庫・冷凍庫、エアコン）
　3カ月に1回以上の頻度で目視点検
　（簡易点検）
■大型エアコン
　3 年に1回（平成 30 年末までに）専
　門家による点検（定期点検）
■ 問 大阪府産業廃棄物指導課
 ☎ 06-6210-9570

エコオフィス運動 実施中
　市役所では12月1日㈮～平成 30 年
2 月28 日㈬まで、「節電」「省エネ」に
取り組みます。
■暖房温度設定19℃の奨励　
■ウォームビズの奨励　
■昼休みの消灯
■職員のエレベーター利用自粛　
■公用車の使用自粛  など
　冬季の電力不足が懸念されるため、
皆様には、ご家庭における「節電」に
もご協力をお願いします。
■ 問 ☎ 072-958-1111 ［環境衛生課］内
線 2820 ［管財用地課］ 内線 3720

大阪府みどりの基金へご協力ください
 ～みどりを守り・育て・広げる～
　大阪府では、緑化の推進および良好
な自然環境の保全のため「大阪府みど
りの基金」を設置しております。街にう
るおいや安らぎをもたらしてくれる “み
どり” を増やすために、ご協力ください。
　詳細はウェブサイト［大阪府みどりの
基金］を検索。
■ 問 大阪府環境農林水産部 みどり推進
室 みどり企画課 都市緑化グループ
☎ 06-6210-9558

民生委員委嘱のお知らせ
（12 月1日付）
　次の方が新たに民生委員児童委員
に委嘱されました。

埴生南：田鶴団地自治会
新（12 月1日委嘱） 吉岡  明博

旧（退任） 竹原  浩子
※全民生委員児童委員の名簿は、市
　ウェブサイトに掲載しています。
■ 問 福祉総務課　☎ 072-958-1111
内線1122・1121

最長２歳まで育児休業が取得でき
ます！
これまで ･･･1歳の時点で保育所に入れ
　ない場合などに、1歳６カ月になるま
　で育児休業を取得できました。
これから･･･1歳６カ月の時点でも保育
　所に入れない場合などに、２歳まで
　育児休業を取得できます。
■ 問 大阪労働局雇用環境・均等部指導
課　☎ 06-6941-8940

「無期転換ルール」をご存知ですか？
　「無期転換ルール」とは労働契約法
の改正により、同一の使用者（企業）
との間で、有期労働契約が反復更新さ
れて通算 5 年を超えたときに、労働者
の申し込みによって無期労働契約に転
換されるルールです。
　平成 30 年 4 月以降多くの有期契約
労働者に無期転換申込権が発生すると
見込まれます。それまでに無期転換制
度の導入を進めましょう。
■ 問 大阪労働局雇用環境・均等部指導課 
☎ 06-6949-6494

無料法務・法律相談（研志会会員）
　相続・遺言、許認可、社会保険・労
働問題、その他日頃の法律上の悩み事。
当日の相談は、弁護士、行政書士、土
地家屋調査士、社会保険労務士など
が担当します。
■と■き  12 月 24 日㈰ 13:30 ～16:30
■場■ 所所 市役所 A 棟 中・東会議室
■申■込・ ■問 要予約。 研志会理事  城
 ☎ 0721-69-8050

 世界エイズデー （12 月1日）
 「UPDATE！ エイズの
         イメージを変えよう」 

平成 28 年の大阪府域における HIV
感染者報告数は140 件、エイズ患者
報告数は 48 件と、全国で 2 番目に多
い状況です。知識だけでは感染は防げ
ません。予防・検査・治療・支援・理
解の具体的な行動が必要です。藤井寺
保健所では「即日検査」を実施してい
ます。感染が心配な方は、HIV 検査を
受けましょう。
【HIV・梅毒即日検査（無料）】
■と■き  毎週㈬  ※ ㈷、年末年始除く
　　 （年内は12 月 20 日㈬まで）
　　 9:30 ～10:30
※匿名可・予約不要・梅毒検査のみは不可。

■場■・所所 ■ 問 藤井寺保健所 地域保健課　
☎ 072-955-4181
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聴覚障がい者のための防災の手引
きを作成
　聴覚障がい者用の防災の手引きが必
要な方は、お申し込みください。
■申■込・ ■問  羽曳野市身体障害者福祉協議
会事務局（市役所別館 2 階 生活支援室） 
㈪～㈮ 9:30 ～15:00 ※休館の場合
がありますので、必ずご連絡ください。
☎・ＦＡＸ 072-950-0008

「明治150 年」に向けた関連施策
を推進しています
　平成 30 年（2018 年）は、明治元年

（1868 年）から起算して満150 年に
当たります。政府では、「明治150 年」
関連施策として、地方公共団体や民間
も含めて、全国で取組を推進していま
す。詳しくは、［明治150 年 ポータル
サイト］をご覧ください。
■ 問 内閣官房「明治150 年」
関連施策推進室　
☎ 03-3581-1357（直通）
メール meiji150nen@cas.go.jp

クリーンピア 21
年末年始のご利用案内

［休館日］12 月30 日㈯～1月4 日㈭
・12 月28 日㈭までは通常営業、29 日
　㈮入館16:00 まで、閉館17:00（大
　広間、和室、多目的室、風呂のご利
　用はできません）
・1月5日㈮より通常営業開始。
①ジュニアスイミングクラブ 週1コース   
 （㈰㈫除く） 無料体験あり（要予約）
②キッズダンス 5歳から。
 無料体験あり（要予約）
※無料送迎バスあり。（5 歳から）
■ 問 ［プール］☎ 072-975-2580 ［各教室・ス
クール・ジム］☎ 072-975-2588

■問  自衛隊大阪地方協力本部  富田林地
域事務所
☎ 0721-24-3799  ＦＡＸ 0721-24-3999

留守家庭児童会（学童保育）職員
募集
①嘱託員 募集
■定■ 員員 2 人程度
■賃■ 金金 月額130,000 円（社会保険、福
利厚生の加入あり）
■勤■ 務務 通常 ㈪～㈮12:45 ～17:45
有給休暇10 日付与
■申■込  平成 30 年1月4日㈭～18日㈭ 
募集要項の申込書（市ウェブサイトか
らダウンロード可）に必要事項を記入
し提出。※該当する免許状、資格証
明書などの写し（A4）を併せて提出。
※原本も持参ください。郵送不可。
■試■験  平成 30 年1月20 日㈯
9:30 ～市役所別館 3 階
■任■用  平成 30 年 4 月 2 日より（予定）
※結果は 2 月中旬に郵送します。

②非常勤職員 募集
■定■ 員員 若干名 ※広報紙発刊時点で採
用決定した場合はお断りします。
■賃■ 金金 月額107,225 円 （社会保険、福
利厚生の加入あり）
■勤■ 務務 通常 ㈪～㈮12:45 ～17:45
有給休暇 3 日付与
■申■込  履歴書およびエントリーシート。
※受付期間はお問い合わせください。

［履歴書］ 市販の履歴書（写真付）
※志望動機欄の記入不要。

［エントリーシート］ 次の 3 項目全て
を A4（自由書式）にまとめて提出。
●なぜ志望したのか
●どのような学童職員になりたいか 
●自己 PR
※郵送不可。
■試■験  申込時に相談の上、決定します。
■任■用  平成 30 年1月より（予定）

③臨時職員（日々雇用）募集
■定■ 員員 若干名
■賃■ 金金 時給1,010 円（社会保険、福利
厚生の加入なし）
■勤■ 務務 通常 ㈪～㈮12:45 ～17:45

《①②③共通》
■対■ 象象 高校卒業以上～平成 29 年度中
に満 67 歳になる方まで。①は資格が
必要です。詳細は募集事項または市ウ
ェブサイトをご覧ください。 
■申■・込 ■ 問 社会教育課（市役所別館 3 階）
☎ 072-958-1111  内線 4510・4520

富田林税務署アルバイト職員 募集
　事務補助、パソコン入力、受付・案内、
用紙類交付、申告書等整理業務など 
■勤■ 務務 平成 30 年1月中旬～3 月末 
① 9:00 ～ 17:00（7 時間、週 4 日）
②10:00 ～14:00（4 時間、週 5 日）
③ 9:30 ～17:00（6.5 時間、週 5 日）
④ 9:30 ～16:00（5.5 時間、週 4 日）
※就業場所・期間・時間などの詳細は、
面接時に相談の上、決定します。
※休憩1 時間（②は除く）。休日㈯㈰
㈷（2 月18 日・25 日、3 月 4 日は勤
務の場合あり）

■場■ 所所［富田林税務署 ①②］［すばるホ
ール③④］（車、バイク通勤不可）
■賃■ 金金 時給 910 円 ※交通費は規定額
の範囲内で支給。
■持■ 物 面接時に、市販の履歴書（写真付）
を持参。
■申■込・■ 問  富田林税務署 総務課　
☎ 0721-24-3281 内線 552
※音声案内に従い、「2」を選択。
※必要人員に達し次第締切り。

柏羽藤環境事業組合　嘱託員募集
　詳しくは、12 月1日㈮から柏羽藤環
境事業組合 総務課にて配布の「嘱託員
募集要項」をご覧ください。同組合ウ
ェブサイトでもご覧になれます。
嘱託員（技術職）
■対■ 象象 学校教育法による高等学校を
卒業した方　■定■ 員員 1人

■任■用  平成 30 年 2 月1日～平成 30 年
3月31日まで ※勤務成績が良好でか
つ任用予定がある場合は、新たに任
用することがあります。
■業■務務  ●プラットホームの管理に関す
ることなど ●ペットボトル減容施設、
粗大ごみ処理施設の運転および保守
に関することなど ●施設の環境美化
に関することなど ●搬入道路、洗車
場の維持管理に関することなど
■勤■ 務務 週５日（週休日は㈯㈰㈷に限ら
ない。）※日勤のみで、主に上記業務
内容に従事していただきます。
■申■込 12 月1日㈮～19 日㈫  9:00 ～
17:00（㈯㈰㈷を除く）
■選■考 12 月 24 日㈰ 書類選考と面接
試験
■ 問 柏羽藤環境事業組合 総務課（要項
配布場所）☎ 072-976-3333

自衛官等募集［自衛官候補生］
■特別職国家公務員の身分と待遇。・
期末手当年 2 回・週休 2 日制・祝日・
年末年始休暇など。被服類、寝具、食
事、宿舎費無料。■所要の教育を経て、
3 カ月後に 2 等陸・海・空士に任用。
■任用期間終了後は民間企業への就職
や、自衛官の勤務を希望する場合は、
選考により 2 年を任期として継続任用
されます。■選抜試験に合格すれば曹
へ進むこともできます。

■対■ 象象 日本国籍を有する 18 歳以上 27
歳未満の者。
■申■込  随時受付
■試■験  受付時にお伝えします。

－ 募集 －
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－ 講座 －

納税通知書等送付用封筒に広告を
掲載しませんか
■封筒使用期間　平成 30 年 4月1日
～平成 31年 3月31日
■印刷予定枚数・最低申込額（消費税・
　地方消費税含む）
固定資産税 45,500 枚 45,500 円
市府民税 25,000 枚 25,000 円

軽自動車税 27,400 枚 27,400 円
■決定方法　「羽曳野市納税通知書等
送付用封筒広告掲載に関する取扱要
領」に基づく審査により広告主を決定
します。
■申 ■込　12 月1日㈮～平成 30 年1月
31 日 ㈬  9:00 ～ 17:30 （ ㈯ ㈰ ㈷、
12 月 29 日～1月 3 日は除く）

「羽曳野市納税通知書等送付用封筒
広告掲載申込書」を税務課総務担当
に持参、もしくは郵送してください。
※郵送の場合は期間内必着。
※広告募集要項・申込書などは、市ウ
ェブサイトからダウンロードできます。
■ 問 税務課総務担当
☎ 072-958-1111 内線 1570・1571

点字教室（中級）受講生募集
■と■き  平成 30 年1月13日～3月17日  
毎週㈯　全10 回　10:00 ～12:00

（補講日 3 月 24 日㈯）
■場■ 所所 市民会館 4 階研修室
■対■ 象象 市内在住・在勤・在学者
 初級クラス修了者または同等の方。
■定■ 員員 先着 5 人　■ ￥ テキスト代 500
円 ※パソコン貸出しあり。
■申■込・■ 問 12 月 28 日㈭まで。福祉支
援課へ電話・FAX または直接申込。
☎ 072-958-1111 内線 1150 ～1158
　ＦＡＸ 072-957-1238

『古市古墳群を英語でガイド講座』Ⅱ
　世界文化遺産登録を目指す古市古墳
群。登録されると、世界からたくさんの
人々が古市古墳群を訪ねてきます。私
たちの地域の遺産を英語で伝えてみま
せんか。

■と■き  ①１月20 日 ②2 月3 日 　　　
③2月17日 ④3月10 日 ⑤3月31日 
⑥ 4月7日（全て㈯）13:30 ～15:00
■場■所所「時とみどりの交流館」

（峰塚公園管理棟、軽里 2-85-1）
※④古市古墳群、 ⑤近つ飛鳥博物館の見学
■定■ 員員 先着 30人　■ ￥ 参加費（資料代等）
3,000 円（6 回分）
■申■込・ ■問 四

し と よ
十四の会  細見

携帯 080-5328-1137
メール  k.hosomi.11373@onyx.ocn.ne.jp

寄せ植え教室 受講生募集
人権文化センター地域交流促進事業
　クリスマスもお正月も楽しめて簡単
にできる寄せ植え
■と■き  12 月11日㈪ 14:00 ～
■場■ 所所 人権文化センター 1階 相談室

（向野 2-9-5）※駐車場はありません。
■対■ 象象 市内在住・在勤・在学の方
■定■ 員員 先着15 人 （定員になり次第締
切り）
■ ￥ 2,000 円（受付時に持参）
■持■ 物 手袋、雑巾、持ち帰り用袋（大）
■申■込・■ 問 12 月 5 日㈫ 9:00 ～ 申込
書に必要事項を記入し、提出してくだ
さい。代理申込は可。電話申込・費
用の返金は不可。
人権文化センター ☎ 072-955-4556

みどりの講習会
クリスマスを彩る草花の寄せ植え
　ブルーアイス、チェッカーベリー、ガ
ーデンシクラメンなどを予定しています。
■と■・ き ■会■ 場
①12月9日㈯ 石川プラザ
②12月10 日㈰ 時とみどりの交流館 
③12月11日㈪ 陵南の森総合センター
 いずれも14:00 ～16:00 
 ※重複の受講はできません。
■定■ 員員 ① 40人 ②30人 ③ 50人
■ ￥ 1,500 円（当日会場に持参）
■申■込  電話受付（9:00 ～17:00 ㈯㈰㈷
を除く）定員になり次第締切り。※申
し込み時に、住所、連絡先をお聞きし
ます。※1人につき1申込。
■問  道路公園課みどり推進室
 ☎ 072-958-1111　内線 2430

南河内地区親学習リーダー養成講座
主催 南河内地区社会教育振興協議会
　対話や交流を通して親子の関係や子
育てについて学び合う「親学習」の推進
役となる人材を養成する講座です。

■と■ き ■2月2日㈮ 親学習の体験 ■2
月16日㈮ ファシリテーションのスキル
を学ぶ ■2 月23日㈮ 親学習講座の
進め方の実習（全 3 回いずれも9:30 ～
12:00）
■場■ 所所 富田林市立きらめき創造館 ２階グ
ループ活動室 A・B（富田林市常盤町16-11）
■対■ 象象 南河内地区在住で家庭教育支援
に興味・関心のある方
■定■ 員員 40人程度　■ ￥ 無料
■申■込・■ 問 社会教育課まで　電話申込
 12月21日㈭～平成30 年1月25日㈭ 
☎ 072-958-1111  内線 4461　ウェブ
サイト［大阪府 親学習］を検索。

おおさかふみんネット南河内生涯
学習広域講座　「南河内郷土探訪」
～世界遺産登録をめざして～
世界遺産をめざす 百舌鳥・古市古墳群
平成 30 年 2 月11日㈰ 14:00 ～16:00 
富田林市立きらめき創造館  2 階
古市古墳群最大の応神天皇陵古墳
平成 30 年 2 月18 日㈰14:00 ～16:00 
富田林市立きらめき創造館  2 階
日本最古のため池 狭山池の歴史
平成 30 年 2 月 25 日㈰14:00 ～16:00 
大阪府立狭山池博物館  2 階

■対■ 象象 全３回の講座に参加できる人（他
府県からの参加可）
■ ￥ 500 円（全３回分）
■定■ 員員 120人（応募者多数の場合は抽選）
■申■込・ ■問 ［往復はがき・メール申込］住
所、郵便番号、氏名（フリガナ）、年齢、
電話番号と返信用宛先を明記の上お申
し込みください。12 月28 日㈭必着。
※一通で2 人まで申込可。２人分の明
記をしてください。
〒584-8511富田林市常盤町16-11
富田林市教育委員会生涯学習課「ふみ
んネット南河内 2017」係
メール s-gaku@city.tondabayashi.lg.jp　
※個人情報は、適正に管理し、本事業
　以外の目的には使用しません。

大人の講座（12 月）
■自力整体（体験あり）　
　 5 日・19 日㈫ 15:00 ～16:30
■はがき絵（体験あり）　
　 21日㈭ 14:00 ～16:00
■手編み（体験あり）　
　 18 日㈪ 14:00 ～16:00
■ ￥ 各講座 1,000 円（要会員、材料費別）
■場■・所所 ■申■込・■ 問  FAX 申込可。
NPO 法人南河内こどもステーション  
☎・ＦＡＸ 072-957-1114

市使用

市使用
広告掲載枠

縦 6cm ×横 8cm

▲広告掲載イメージ
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ひとり親家庭等のための
就業支援講習会
医師事務作業補助者養成講座 
  ■と■き  平成 30 年1月27日～3月17日

（毎週㈯ 全８回） ９:00 ～15:30
  ■定■ 員員 15人　■締■切  12 月27日㈬
 ■ ￥ 教材費込 8,000 円
パソコン初級～エクセル試験対策講座
■と■き  平成 30 年 2 月3 日～17日

（毎週㈯ 全７回）10:00 ～16:00　
■定■ 員員 20人　■締■切  平成 30 年１月３日㈬
■ ￥ 教材費込 5,000 円

■場■ 所所 大阪府谷町福祉センター
※車での来館は不可。
■対■ 象象 母子家庭の母・父子家庭の父・
寡婦
■申■込・ ■問  往復はがきに、①希望講座名 
②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤職業 ⑥電話番号

（自宅・携帯）⑦受講動機 ⑧保育希望者
は子の氏名・年齢（２歳～小学校入学前）
※応募多数の場合は抽選
〒540-0012 大阪市中央区谷町5-4-13
大阪府谷町福祉センター内 大阪府母子
家庭等就業・自立支援センター
☎ 06-6762-9498

PC 講習会「ワード活用講座」
受講者募集（PC:Windows７使用）
①1月11日㈭ ･･･ワードでつくる自治
　会広報紙（表、グラフの活用）
② 1月18 日㈭ ･･･ワードでつくる楽   

しい思い出アルバム（写真挿入、加工）
③ 1月 25 日㈭ ･･･ワードでつくる我

が家のお料理 BOOK（テキストボッ
クス、図、図形の挿入と編集）

■時■間   ①～③ 13:30 ～16:30
■場■所所  市民会館 4 階研修室
■対■ 象象 20 歳以上の市民・市内在勤で初
心者の方。
■定■員員 14 人 （応募多数の場合は、抽選。）
■ ￥ 3 回1,300 円（テキスト代含む）
■申■込  往復はがきに、郵便番号、住所、
氏名（ふりがな）、電話番号（無記入無
効）、生年月日を明記し、12 月11日㈪
必着にてお申し込みください。
〒583-8585 羽曳野市誉田 4-1-1
羽曳野市社会福祉協議会気付、羽曳野
ITサポート会宛
■ 問 羽曳野 ITサポート会  本田
☎ 072-939-3733  携帯090-5169-9031

マンツーマン・パソコンセミナー
　パソコン初心者大歓迎です。
①ワードの基礎から応用
　文字入力・文書・はがき・表（住所録・
名簿）の作成など
②エクセルの基礎から応用
　表の作成・データ入力・グラフ作成・
家計簿・住所録・表計算・関数計算など
■と■き  ㈪～㈮
①９:30 ～11:30 ② 12:30 ～14:30 
③15:00 ～17:00
※時間帯も応相談。㈯㈰㈷休み。
■￥  各講座 10,000 円（5 回分）
※テキスト代込
■申■込・■ 問  陵南の森生きがい情報セン
ター内 河内飛鳥 UNIC 会  
☎ 072-931-1900 　
※つながらない時は携帯電話まで。

（島）携帯 090-3716-3203

はみんぐ南河内12 月の教室
運動・歩く脳トレ スクエアステップ
 ■ と■ き 12 月22日㈮ 10:00 ～ 
 ■ ￥  500 円（初回お試し無料）

ヘルシークッキング
①干し柿作り 
 ■ と■ き 12 月5日㈫ 10:00 ～11:30
 ■ ￥ 1,000 円（材料費込み）
②減塩 簡単！おせち料理
 ■ と■ き 12 月12日㈫10:00 ～12:00
 ■ ￥  1,000 円（レシピ、材料費込み）

■場■・所所 ■申■込・ ■問  はみんぐ南河内 
☎ 072-976-5255  ＦＡＸ 072-976 -5256
はみんぐ南河内（野々上4-6-16 野々上
マンション103)

白鳥児童館だより（12 月） 翠鳥園 2-9-101  ☎・℻ 072-957-4900
[ 開館日 ] ㈪～㈯ 9:00 ～17:30 ※㈷を除く　■対■ 象象 小学生・保護者同伴の乳幼児
わくわく子育て広場　クリスマスブーツを作ろう　■と■ き 4 日㈪ 10:30 ～ 11:30
将棋であそぼう　■と■ き 6 日㈬ 15:30 ～ 16:30
クリスマスお楽しみ会　子供たちによるハンドベル・マジックショー、クリスマスパ
ネルシアターなど。サンタさんも来るよ♪
■と■ き 9 日㈯ 10:00 ～ 11:30 ※申込不要、参加無料
絵本のへや（絵本・紙芝居など）　■と■ き 11 日㈪・26 日㈫ 10:30 ～ 11:30
①トライルーム  ②チャレンジルーム　お正月かざりを作ろう
■と■き  ① 16 日㈯ 14:00 ～ 16:00　② 26 日㈫ 14:00 ～ 16:00　 ■定■員員  ①②先着 15 人             
■対■象象 ①小学 1 ～ 3 年生　②小学 4 ～ 6 年生　 ■￥  ①②100 円（当日持参）    
■申■込  電話のみ。① 12 月 2 日㈯～ 15 日㈮　②12 月16 日㈯～25 日㈪
みんなで作ろう水曜日　お正月のはし袋を作ろう　■と■ き 20 日㈬ 14:00 ～ 16:00

青少年児童センターだより（12月）向野3-1-33   ☎ 072-952-0032   ℻072-937-8580
子ども広場「将棋広場」～初めての人・興味を持った人は、気軽にご参加ください～
■と■き  2 日・9 日・16 日㈯  15:00 ～ 17:00　※日程変更の場合あり
おもしろ教室「クリスマスツリー作り」～ツリーキットを使い、素敵なツリーを作ろう～  
■と■き  9 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■対■象象 幼児と小学生（小学1年までは保護者同伴）
■定■員員  先着 15 人（定員になり次第締切り）　■持■ 物 はさみ　■申■込  電話申込
子育てセミナー「親子体操 」～親子で楽しく体を動かそう！～
■と■き  14日㈭ 10:00～11:30　■場■所所  同センター 体育館　 ■持■ 物 体育館シューズ（親子）
※定員はありませんが、初めての方は事前申込が必要。 

［一般開放］㈪～㈮ 13:00 ～17:00　㈯ 9:00 ～17:00
※㈷除く。詳細はお問い合わせください。

はびきの市民大学　後期講座「聴講」 12 月
講座① 楽しむ日本近代の美のすがた 10 日・17 日・24 日㈰ 10:30 ～12:00
講座② 現代社会への多様な眼差し 3 日・10 日・17 日・24 日㈰ 13:00 ～14:30

講座③ シニアのための「セルフメディケーション」
サポート講座 3 日・17 日㈰ 15:00 ～16:30

講座⑤ 大阪企業の今昔～創業者から学ぶもの～ 6 日・13 日・20 日㈬ 10:30 ～12:00
講座⑦ 時代を拓いた音楽家たち 6 日・13 日・20 日㈬ 15:00 ～16:30
講座⑧ テレビ業界の裏表 2 日・9 日・16 日㈯ 10:30 ～12:00
講座⑨ 流通の最前線を学ぶ 2 日・9 日・16 日㈯ 13:00 ～14:30
■会■場 LIC はびきの館内　■ ￥ 講義（日）各 800 円　　
■申■・込 ■ 問 申し込みは、来館・電話・FAX にて。当該講義日の1週間前から前日まで。
定員になり次第締切り。 はびきの市民大学　☎ 072-950-5503　ＦＡＸ 072-950-5650
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各コミュニティセンター教室
受講生募集（指定管理者：株式会社クリーン工房）

■ＭＯＭＯプラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-957-5553

フリースタイルキッズジャズダンス
受付中

［クラス①］3 歳～ 6 歳
［クラス②］6 歳～12 歳
■と■ き 1月11日～3 月 22 日 ①16:00
～② 17:00 ～（2 月1日・3 月1日を
除く㈭）
■ ￥ ① 3,600 円／月 ② 3,900 円／月

韓国語教室 受付中
■と■ き 1月13日～3月24日 （2月3日、
3 月 3 日を除く㈯）
 ［中級①］13:30 ～ ［中級②］15:30
～ ［上級］9:30 ～ 
■ ￥ 3,000 円 / 月（テキスト代別）

書を楽しむ教室 受付中
■と ■ き 1月12 日～ 3 月 23 日 10:00
～（2 月16 日、3 月 9 日を除く㈮）
■ ￥ 1,620 円 / 月

MOMO フェスタ
■と■ き 12 月10 日㈰ 10:00 ～
●発表会、作品展示　●マルシェ
●ワークショップ（押し花、フラワーア
レンジメント、お絵描きマグカップ）材
料費必要です。
●ゲーム（ディスゲッター、ボールいれ、
おみくじ、お菓子すくい）
●みたらし団子

※各チケットは、当日 MOMOプラザ
で発売（売り切れ次第終了）

・・・・・・・・・・・・・・・・
■石川プラザ（以下）
　問合せ　☎072-950-2002

歌声くらぶ 当日受付13:30 ～
■と■ き 12 月19 日、1月16 日、2 月
20 日㈫  14:00 ～15:30　
■ ￥ 510 円（１回）

やさしいヨガ教室（4 期） 
■と■ き 1月11日～3 月 22 日 14:00 ～
15:30（2 月 22 日、3 月 8 日を除く㈭）
■ ￥ 4,620 円 　■申■ 込 12 月15 日㈮

フラダンス教室（4 期）  
■と■ き 1月9日～3月13日 （1月30日、
2 月 27 日を除く㈫）①初心者 9:30
～10:30 ②経験者 10:35 ～11:35
■ ￥ 各 4,110 円 　■申■ 込 12 月 6 日㈬

土曜ベーシックヨガ教室（4 期） 
■と■ き 1月 6 日～3 月 24 日10:00 ～
11:30（1 月 20 日、2 月10 日、3 月
10 日を除く㈯）　■ ￥ 4,620 円 　
■申■ 込 12 月 24 日㈰ 9:00 ～

ベビーヨガマッサージと赤ちゃん
の抱き方講座（4 期）
■対■ 象象 2 カ月～2 歳児と保護者
■と■ き 1月16 日～3 月13 日
10:00 ～11:00 （2 月 27 日を除く㈫）
■ ￥ 4,110 円 　■申■ 込 12 月 7 日㈭

・・・・・・・・・・・・・・・・
■丹治はやプラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-937-2355

民踊教室（2 期） 受付中
■と■ き 1月19日・26日、2月2日・16日、
3 月 2 日・16 日㈮ 13:30 ～　
■ ￥ 3,080 円

リフレッシュヨガ教室（4 期） 受付中
■と■ き 1月10 日～3 月 28 日10:00 ～ 

（1月 31日、2 月14 日、3 月 21日を
除く㈬）　■ ￥ 4,620 円

女性のための体操 ･ 瞑想・癒し
ヨガ教室（4 期）  受付中
■と■ き 1月 9 日～3 月 20 日 13:30 ～

（1 月 23 日、2 月 27 日、3 月 27 日
を除く㈫）　■ ￥ 4,620 円

太極拳教室（4 期）  受付中
■と ■ き 1月10 日・24 日、2 月14 日・
28 日、3 月14 日・28 日㈬ 13:30 ～
■ ￥ 3,080 円

歌声くらぶ 当日受付13:30 ～
■と■ き 1月 23 日、2 月 27 日㈫ 14:00
～　■ ￥ 510 円（１回）

市民会館主催の教室および催し
（指定管理者：株式会社みのりの里）

■市民会館　☎072-958-2311
○申込は直接、市民会館の窓口まで。
※受講料は返金できません。

歌声くらぶ 当日受付 9:30 ～
■と■ き 12 月12日㈫　10:00 ～11:30
■ ￥ 510 円 （歌集購入の場合1,230 円）

太極拳教室（4 期）
■と■ き 1月13日・20日、2月10日・24日、
3 月10 日・24 日㈯ 13:00 ～15:00
■定■員員  20 人（継続の方含む）　
■ ￥ 3,000 円 （6 回分）
■申■ 込 12 月16日㈯ 10:00 ～

瞑想ヨーガ教室（4 期）
■と■ き 1月10 日・17日・24 日、2 月7日・
14 日・21日・28 日、3 月7 日・14 日㈬ 
13:00 ～14:30
■定■員員  20 人（継続の方含む）　
■ ￥ 4,500 円 （9 回分）
■申■ 込 12 月13日㈬ 10:00 ～

料理教室（4 期）
■と■き  1月12日・26日、2月9日・23日、
3 月 9 日㈮ 10:00 ～12:00　
■対■ 象象 女性の方
■定■員員  24 人（継続の方含む）
■ ￥ 7,700 円（5 回） 材料費込
■申■ 込 12 月 8 日㈮ 10:00 ～

ピラティス（4 期）
■と■き  1月 9 日・16 日・23 日、2 月 6
日・13 日・20 日、3 月 6 日・13 日・
20 日㈫ 10:00 ～11:00
■定■員員  15 人（継続の方含む）
■ ￥ 6,930 円（9 回）
■申■ 込 12 月12 日㈫ 10:00 ～

ボランティアわくわく講座
　干支文字の練習、消しゴム印など。
■と■き  12 月4日㈪13:30 ～16:30
11日㈪13:30 ～15:00
■場■ 所所 エコプラザはにふ  ■￥ 500 円程度
■対■ 象象 市内で活動できる方  ■定■員員 15人
■持■ 物 筆、新聞紙、カッターナイフ、年賀状
■申■込・ ■ 問 電話申込。 市民協働ふれあ
い課　☎ 072-958-1111 内線1060
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第11回 陵南の森
新春カラオケ交流会参加者募集 
陵南の森老人福祉センタークラブ連絡協議会
■と■き  1月 20 日㈯  10:00 ～15:30
■場■ 所所 陵南の森公民館 2 階  第1研修室
■定■ 員員 先着 50 人　■ ￥ 無料
■申■込   12 月14 日㈭ 10:00 ～12:00
陵南の森公民館  研修室1（9:45 開場）
申込書は１人１枚 ｡代理申込は後列よ
りお並びください。電話申込不可。
※通信カラオケ（DAM）より選曲。
※１人２コーラス。
■ 問 陵南の森老人福祉センター事務局　　 
☎ 072-952-2751

新春「書き初め大会」
陵南の森公民館グループ連絡協議会
　年齢問わず大人から子どもまでご
参加ください（参加無料。参加賞あ
り）。作品は八つ切りに書いていただ
きます。半紙 1人 3 枚（練習用含む）、
筆（持参可能）墨液、硯、下敷き、文鎮、
お手本なども用意します。 
■と■き  1月13 日㈯  9:30 ～11:30
■場■ 所所 陵南の森公民館 2 階  第1研修室

［展示］1月 26 日㈮12:00 まで。2 階
ロビーに展示します。展示終了後、1月 
31日㈬17:00まで事務室で保管します
ので、期日までにお引き取りください。
■申■込 ・■  問 当日会場で受付。陵南子供
習字 （松本） 携帯 080-9161-5321

新春「かるた会」
陵南の森公民館グループ連絡協議会
　話題の競技カルタを体験しませんか
■と■き  1月13 日㈯  13:00 ～17:00
■場■ 所所 陵南の森公民館  2 階  和室
■対■ 象象 男女、年齢、経験などは問いま
せん。応援参加も歓迎。
■申■込 ・■  問 当日会場で受付します。参
加無料（賞品があります）羽曳野かる
た会（有本）☎ 072-956-4927

おもちつきのお誘い
ボーイスカウト羽曳野第 4 団
　就学前のお子さんから小・中・高校
生、大人まで。みんなでおもちつき
を楽しみましょう！
■と■き  12 月 24 日㈰ 9:00 ～16:00
■場■ 所所 市民体育館（西浦）集合。後に、
会場へ移動します。
■ ￥ 無料　■定■ 員員 先着 20 人
■申■込・■ 問    甲斐 携帯 090-8935-3009

古賀智美　トールペイント展
　薔薇のある暮らし～手描きの世界～

 ■ と■き 1月7日㈰ まで。
 開館 9:00 ～17:00
 ※㈯㈰も開館。
 ※㈷・12 月 29 日～
    1月 3 日は閉館

■会■ 場 市役所東玄関横ギャラリーはびきの
■￥  入館無料
■ 問 市民協働ふれあい課
☎ 072-958-1111  内線 1082

シニア向け合同企業説明会
　シニア雇用に積極的な企業（約 20
社）が参加。参加無料・予約不要・
履歴書不要ですのでお気軽にご参加
ください。
■と■き  12 月 6 日㈬ 12:00 ～16:00

（最終受付15:30）
■場■ 所所 ＯＭＭ ２階 F・Ｆ２ホール

（大阪市中央区大手前1-7-31）
■対■ 象象 現役で働きたい 55 歳以上の方。
■申■込 ・■  問 シニア就業促進センター 
☎ 06-6910-0848

羽曳野市民ウインドオーケストラ
クリスマスコンサート♪
■と■き  12 月10 日㈰  13:30 開場
14:00 開演
■場■ 所所 LIC はびきの  ホールＭ
プログラム フィンランディア、戦場の
メリークリスマス、天虎（おんな城主　
直虎より）ほか多数
■ 問 羽曳野市民ウインドオーケストラ
携帯 080-2447-2968
メール habikinowind@yahoo.co.jp

第 28 回 こどもまつり in LIC
　子供たち手づくりの “おいしい た
のしい” お店や、舞台パフォーマンス
があります。
■と■き  1月 28 日㈰  11:00 ～15:00　
■場■所所  LIC はびきの 1階 アトリウム
■対■ 象象 4 歳以上（小学 3 年生以下の方は
保護者同伴）
■￥  入場無料（模擬店は有料）
■ 問 こどもまつり実行委員会 NPO 法人
南河内こどもステーション
☎ 072-957-1114

世界遺産登録応援イベント
古墳ＤＥるるる ～ 知る・見る・食べる ～
特別講演  東儀秀樹

　「無形遺産」に登録され
た雅楽の奏者である東儀
秀樹が世界遺産を語る。
  ■ と■き 1月 13日㈯  
  　14:15 ～ （開場13:50）

■会■ 場 LICはびきの ホールＭ
■￥  無料　■定■ 員員 600人
■申■込  12月25日㈪ 当日消印有効。

［往復はがきまたはメールで申込］
①東儀秀樹トークショー  ②氏名  ③住所 
④連絡先（電話番号）⑤年齢  ⑥参加人数
 （1枚につき4人まで ※参加者氏名必須）
 〒 583-8585 羽曳野市誉田 4-1-1 
 世界文化遺産推進室  宛
 メール sekaibunka@city.habikino.lg.jp
※申込多数の場合は抽選。結果は、
締切り後に代表者へ通知します。
■ 問 世界文化遺産推進室
☎ 072-958-1111 内線 4402

大阪ろうあ者成人式　参加者募集
■と■き 1月 7 日㈰  13:00 ～17:00
■会■ 場 大阪府谷町福祉センター２階
ホール
■対■ 象象 新成人、その親、聴覚支援学校
在校生は無料。その他の参加者で式典
後のアトラクション（2,000 円必要）。
■申■込・■ 問  ［電話・FAX 申込］住所・氏名・
生年月日・FAX 番号をお伝えください。
公益社団法人大阪聴力障害者協会事
務局  （西川）  ＦＡＸ 06-6768-3833 
☎ 06-6761-1394

高年者敬老入浴
■対■ 象象 65 歳以上の市民（入浴時に対象
年齢以上であるかを確認）
■と■ き 12 月15 日㈮、1月15 日㈪
■ ￥ 100 円
■施■設  古市温泉  ☎ 072-956-0338
■ 問 福祉支援課  ☎ 072-947-3824

子ども市内銭湯無料入浴デー　
親子ふれ愛（ふろ愛）事業
■対■ 象象 保護者または近所のおじさん、お
ばさんと同伴の子ども（小学生以下）※
大人１人につき、子ども１人が無料。
■と■き  12 月 2 日・9 日・16 日・23 日・
30 日㈯
■施■設  古市温泉　☎ 072-956-0338
 ひかり湯
■ 問 社会教育課　☎ 072-958-1111
内線 4450・4451

－ 催し －

©Ayako  Yamamoto
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 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】

－ スポーツ －

■はびきのコロセアム
　 教室参加者募集
　 ※申込開始時刻の時点で定員を超えた
　　 場合は抽選。（申込：コロセアム）
　 ☎ 072-937-3123

■駒ヶ谷テニスコート
　SSK テニススクール
　 ☎ 072-957-5963

■市民体育館（西浦）
　 教室参加者募集
　 ※申込開始時刻の時点で定員を超えた
　　 場合は抽選。
　 ☎ 072-958-2340

■無料体験レッスン参加者募集中！
≪キッズ・ジュニアクラス≫
 ［キッズ1］ 小学1年生～８歳
 ［キッズ２］ 4 歳～幼稚園年長
 ［ジュニア］9 歳～小学 6 年生
≪一般成人クラス≫（中学生以上）
 初心／初級／初中級／中級
※詳細はウェブサイトか、お問い合せください。
■球出しプログラム
　“メキメキ球出しタイム”
　80 分間さまざまな球出しを行う球出
しプログラムです。
■ ￥ 40 分300 円 /80 分 500 円
■対■ 象象 中学生以上のテニス経験者
※詳細はウェブサイトを検索。

しぇいぷ UP Lesson
【月曜】12 月18 日～3月12日　【火曜】
1月9 日～3月13日　【水曜】12 月20
日～3月14日　【木曜】1月11日～3月
15日　【金曜】1月12日～3月16日
各曜日（全10 回）10:00 ～11:00（木曜
日クラスは13:45 ～14:45）
■場■ 所所 サブアリーナ（変更の場合あり）
■対■ 象象 女性の方　■定■ 員員 75人
■申■ 込 12 月 4 日㈪ 9:00 ～（電話不可・
代理可）※参加費を持参  ■ ￥ 4,000 円
■持■物 運動できる服装と上靴

マタニティビクス教室
■と■き 12月18日～3月12日㈪  11:15～
12:00　■場■ 所所 サブアリーナ（変更の場合あ
り）　■対■ 象象 12月18日現在で妊娠14週以
降の正常な妊婦の方（市外も可）　■定■ 員員 30
人　■申■ 込 12 月4日㈪13:00 ～14:00  
コロセアム1階会議室にて事前説明会（無
料）を開催。説明会を欠席されると、受
講できません。（筆記用具持参）■ ￥ 3,000
円　■持■物 運動のできる服装と上靴

リフレッシュ体操
■と■き 12 月 20 日～3 月14 日㈬  13:45
～14:45（全10 回）  ■場■ 所所 サブアリーナ
■対■ 象象 女性の方　■定■ 員員 60 人
■申■ 込 12 月 6 日㈬ 9:00（電話不可・代
理可）※参加費を持参　■ ￥ 4,000 円

バトントワリング教室
■と■き  1月 9 日～3 月13 日㈫18:00 ～
19:30（全10 回）  ■場■ 所所 メインアリーナ
■対■ 象象 市内在住の小・中学生 ■定■ 員員 40 人

■申■ 込 12 月5 日㈫17:30 ～（電話不可・
代理可）※参加費を持参　■ ￥ 4,000 円

（バトン代 4,536 円別途必要）

ダンベル体操教室
■と■き 1月 9 日～3 月13 日㈫  13:45 ～
14:45　■場■ 所所 サブアリーナ　■対■ 象象 女性
の方　■定■ 員員 60 人　■申■ 込 12 月12 日㈫
9:00 ～（電話不可・代理可）※参加費
を持参　■ ￥ 4,000 円

ミニバスケットボール（冬期）教室
　秋期教室生を優先して募集します。
■と■き 1月 9 日～3 月13 日㈫ 18:30 ～
20:00（全10 回）　■場■ 所所 サブアリーナ
■対■ 象象 市内在住の小学 5・6 年生　■申■ 込
12 月5 日㈫18:00 ～18:15（電話不可・
代理可）多数の場合は18:30 より抽選。
※参加費持参　■ ￥ 2,000 円

気功教室
■と■き 1月10 日～3 月14 日㈬13:45 ～
14:45（全10 回）　■場■ 所所 フリールーム 3
■対■ 象象 市内在住・在勤の方　■定■ 員員 30 人
■申■ 込 12 月 6 日㈬13:00 ～（電話不可・
代理可）※参加費を持参  ■ ￥ 4,000 円
■持■物 運動できる服装

親子スポーツ教室
■と■き  1月11日～3 月15 日 毎週㈭

【Ａ】9:30 ～10:10【Ｂ】10:15 ～10:55
【Ｃ】11:00 ～12:00　■場■ 所所 サブアリーナ
■対■ 象象 市内在住の未就園児1人とその親
が対象。【A・B】平成 25 年 4 月2日
～平成 26 年 4 月1日生まれ 【C】平成
25 年 4 月1日までに生まれた未就園児
※妊婦の方は参加不可。
■定■ 員員 各クラス 35 組 70 人（先着順）
■申■ 込 12 月 21日㈭ 9:00 ～（電話不可・
代理可）※参加費を持参
■ ￥【A・B】 4,000 円【Ｃ】5,000 円

簡単エアロビクス教室
■と■き 1月12 日～3 月16 日㈮14:00 ～
15:00（全10 回）　■場■ 所所 フリールーム1
■対■ 象象 市内在住・在勤の方　■定■ 員員 30 人

■申■ 込 12 月15 日㈮13：00 ～（電話不可・
代理可）※参加費を持参  ■ ￥ 4,000 円

フラダンス教室
■と■き  1月15 日・22 日・29 日、2 月5 日・
19 日・26 日、3 月5 日・12 日㈪（全 8 回）
10:00 ～11:00　■場■ 所所 フリールーム
■対■ 象象 市内在住・在勤　■定■ 員員 30人　■申■ 込
12 月11日㈪ 9:30 ～（電話不可・代理可）
※参加費を持参　■ ￥ 4,100 円（保険料
含む）　■持■物 運動できる服装とシューズ
・・・・・・・・・・・・・

第 2 回  朝 YOGA 教室
■と■ き 1月13 日～3 月 24 日  10:00 ～
11:30（全10 回 毎週㈯）
■対■ 象象 18 歳以上の男女（市外の方参加可）
■定■ 員員 先着20人　■ ￥ 5,140円（スポーツ
保険料含む）　■申■ 込 12月16日㈯10:00～
・・・・・・・・・・・・・

市民マラソン大会 中止のお知らせ
　12 月10 日㈰に予定しておりまし
た、第 60 回市民マラソン大会につ
きましては、台風 21号の影響により、
会場である石川河川公園グラウンド
およびサイクルロードが甚大な被害
を受け、会場の設営・コースの安全
確保などの大会運営が行えないため
中止とさせていただきます。
　参加を予定していただいていた皆
様にはご迷惑をおかけ致しますが、ご
理解のほどよろしくお願い致します。
■ 問 スポーツ振興課　
　 ☎ 072-958-1111　内線 4412

　9月～平成 30 年 3月まで10 種目に分かれて、市内スポーツ施設で熱戦が繰り広げられます。
　10 月に行われた競技の入賞者の皆さんを紹介します。（敬称略）

種目 部門 優勝 準優勝 第３位 第３位

ソフトテニス
（ダブルス）

一般男子 1 部 川西　航平
川口　祥平

岸本　匡史
吉岡　亮哉

河田　哲治
廣川　優和

中山　芳輝
藤田　翔大

一般女子 1 部 河埜　美佐子
佐々木 由美子

－
－

－
－

－
－

一般女子 2 部 渡辺　恵子
矢本　京子

－
－

－
－

－
－

バレーボール 中学生 女子 誉田中学校 峰塚中学校 高鷲中学校 羽曳野中学校

第 39 回 市民総合体育大会  主催 羽曳野市・市教育委員会・市体育協会・市中学校体育連盟
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12 月の 相談日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）
相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

5 日・12 日・19 日・26 日
平成 30 年 1 月 9 日㈫ 13:00 ～ 17:00 市役所 1 階 市民相談室

随時予約を受け付けています。☎ 072-957-4000 
1 日あたり定員 8 人。相談時間 30 分。
※対象者は、市内在住・在勤・在学の方に限ります。
※ 相談回数は 1 人、1 年度 1 回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁です。
　靴下を履いてお越ください。

7 日・21 日・平成 30 年 1 月 4 日㈭　
13:00 ～ 17:00

陵南の森総合センター

行政相談 13 日㈬ 13:00 ～ 15:00 市役所 1 階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

人権相談 15 日㈮ 14:00 ～ 16:00 市役所別館 3 階 会議室 予約不要。直接お越しください。

女性相談
6 日㈬・8 日㈮・平成 30 年 1 月 10 日㈬
13:30 ～ 16:30

市役所 1 階 市民相談室
（電話・面接）

夫婦、家族などの人間関係や夫、恋人からの暴力など女性をと
りまく悩み全般。※予約は随時受け付けます。
☎ 072-958-1111　内線 105527 日㈬ 13:30 ～ 16:30 陵南の森総合センター（面接のみ）

消費生活相談 毎週㈪㈬㈭㈮［㈷は除く］
10:00 ～ 16:00 ※受付 15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 ☎ 072-947-3715

障害者生活相談

毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターはる 身体・知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関するご相談。

☎ 072-957-1607　ＦＡＸ 072-957-1604

毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
8:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。

☎ 072-950-1530　ＦＡＸ 072-950-1531

毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。

☎ 072-953-0519　ＦＡＸ 072-953-0567

毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。

☎ 072-957-2175　ＦＡＸ 072-957-2176

障害者雇用相談 21 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 福祉支援課に予約。
☎ 072-958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 保健センター ☎ 072-956-1000

教育相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） ☎ 072-958-7867

家庭児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課に予約。☎ 072-947-3837 （直通）

ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 9:15 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308 ［むかいの］ 携帯 090-8880-0058

総合相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直
接お越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

毎月第 1 金曜日 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

毎月第 3 金曜日 13:00 ～ 17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室

心配ごと相談
東部地域 7 日・21 日㈭ 14:00 ～ 16:00 市役所別館 2 階 

ボランティアセンター 予約不要、直接お越しください。
民生委員が、あらゆるご相談に応じます。
社会福祉協議会　☎ 072-958-2315西部地域 14 日㈭ 14:00 ～ 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。
☎ 072-958-2315

総合福祉相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

介護相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。
☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 ～ 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 19 日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着 3 人。
☎ 072-958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00
地域就労支援センター

（人権文化センター内および
 産業振興課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16 ～おおむね 25 歳） 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）

を専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1172

青少年本人専用相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］16:00 ～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者がお受けします。
☎ 06-6946-0003　メール：ssl@yso.or.jp
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はびきのおもちゃ病院
■と■き 12 月10 日㈰　9:00 ～12:00
■場■所所  市役所別館 2 階
※部品交換が必要な場合は実費負担。
■ 問 羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-953-2315

外壁塗装無料講座（要予約）
　キャリア 20 年の一級塗装技能士
による「業者選び」の講座です。
■と■き  12 月12 日㈫ 10:00 ～12:00
■会■場  LIC はびきの 3 階 セミナー室 A
■ 問 主催 南大阪ペイントセンター
☎ 072-337-0505 ※詳細はウェブ
サイトをご覧ください。

日商簿記 3 級資格取得講座
■と■き 平成 30 年1月 21日・28 日、2
月 4 日・11日㈰ 9:00 ～11:50
■場■所所  LIC はびきの 3 階 セミナー室 A
■対■象象 中学生以上　■定■員員 先着 5人
■￥  1 回1,000 円（テキスト代など別
途必要）
■申 ■・込 ■ 問 詳細はウェブサイト［K1ト
レーニングセンター］を検索。松下 携帯
080-3819-4701（18:00 ～22:00）

ミュージックセラピー
■と■き  12 月 8 日 ・22 日、1月12 日・
19 日㈮  10:00 ～11:00
■会■場  LIC はびきの 3 階
■対■象象 童謡・唱歌、昭和 20 ～40 年代
の歌謡曲が好きな方
■￥  1回 300 円
■ 問 板垣（日本音楽療法学会認定 音楽
療法士（補））  携帯 090-5993-3483

健康未来塾 2017　
運動器ケア しまだ病院 公開講座
■と■き  12 月3日・10 日㈰   受付13:30  
開始14:00
■場■所所  同病院内 1階 リハビリテーショ
ンルーム（樫山100-1）　■￥  無料
■ 問 運動器ケア しまだ病院 公開講座
係り　☎ 072-953-1001

羽曳野市商工会青年部主催
2018 カップリングパーティー
■と■き 平成 30 年2月11日㈰ 14:00 ～ 
受付13:30
■会■ 場 イタリアンキッチンカフェ
 Baby leaf （誉田 3-14-19）
■定■員員 男女各20 人（先着順）
■対■ 象象 30 歳前後～ 40 歳代の独身男女
■ ￥ 男性 5,000 円　女性 4,000 円
■申 ■込 申込書に必要事項を記入の上、
FAXか郵送でお申し込みください。（申
込書は羽曳野市商工会で配付。羽曳
野市商工会ウェブサイトからもダウン
ロード可。）参加費は指定の口座へ振
込。入金が確認でき次第、受付完了
です。参加費の返金不可。
■問 羽曳野市商工会（LIC はびきの1階）
〒583-0854 羽曳野市軽里1-1-1
☎ 072-958-2331 ＦＡＸ 072-956-1950

－ 市民のページ －

俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していない方を優先していますので、ご了承ください。
また、投稿の作品・氏名には、必ずふりがなを添えてください。（あて先）〒 583-8585 羽曳野市役所 秘書課広報担当
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
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羽曳野まち歩きガイドの会
河内の古代寺院の秘宝拝観まち歩き
■と■き 12 月18 日㈪ 
LIC はびきの玄関前13:00 集合 
※少雨決行、申込不要
■コ■ー■ス LIC はびきの～竹内街道～野
中寺～仲哀天皇陵古墳～　井寺～　
藤本酒造～藤井寺駅（解散16:30 頃）
■ ￥ 1,000 円（拝観料、資料代、保険料）

ゆっくり・ゆったり羽曳野まち歩き
■と■き 平成 30 年1月18 日㈭ 
古市駅東広場 【午前の部】10:00 集合
　　　　　   【午後の部】13:30 集合 
※少雨決行、申込不要
■コ■ー■ス 【午前の部】古市駅～白鳥神
社～東高野街道～誉田八幡宮～応
神天皇陵古墳～古市駅　【午後の部】
古市駅～竹内街道～日本武尊白鳥陵
古墳～峯塚古墳～仁賢天皇陵古墳～
翠鳥園遺跡～古市駅
 ■  ￥ 各部 200 円（資料代、保険料）
 ※【午前の部】参加者は無料
■申■込・ ■ 問 羽曳野まち歩きガイドの会
 事務局（細見） 携帯  080-5328-1137 
 メール  k.hosomi.11373@onyx.ocn.ne.jp
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平成 29年秋の叙勲受章おめでとうございます
　 【旭日双光章】　 生活衛生功労 　池田 清昭 様
　 【旭日単光章】　 地方自治功労 　時吉 之浩 様　
　 【瑞宝単光章】　 看護業務功労 　森重 文子 様

第29回危険業務従事者叙勲受章おめでとうございます
　 【瑞宝双光章】　    消防功労  　  葉山 昌男 様
　 【瑞宝双光章】　    警察功労  　  安福 哲男 様　
　 【瑞宝単光章】　    警察功労  　  髙田 孝 様
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公益社団法人

羽曳野市シルバー人材センター
■シルバー会員募集中　豊かな知識・経験を活かしませんか。
[ 資格 ]●市内在住、60歳以上の健康で働く意欲のある方
　　  　●事業趣旨に賛同していただける方
[ 入会方法 ] 入会説明会の参加（必須）後、申込書類を期日
までに提出してください。その際、年会費として 2,000 円
が必要です。理事長の承認後、会員登録が完了します。

【入会説明会】 事業説明、入会申込書の配布など
・12 月12日㈫、1月16 日㈫13:30 ～市役所別館 2 階にて
■「シルバー農園」で働く作業員を募集中
南恵我之荘 5丁目に同農園を開設しました。農作業に興味
のある方はシルバーに入会後、ご応募ください。

■シルバー人材センターへの仕事依頼
公共的、公益的な団体です。安心して仕事をお任せください。
見積無料！お気軽にご依頼ください。

■正月用の葉ボタンの購入予約受付
●代金は一鉢 800 円（税込）
● 9 号鉢（直径 274mm×高さ288mm）
    に、紅白の組み合わせで3 本植え（鉢、
    葉ボタンの色は選べません。）
●12月に配達予定
    配達希望日時は、 調整します。
●購入申込は、シルバー人材センター事務局まで

▲葉ボタン一例（11/7現在）

●社会福祉協議会● 総合福祉センター（市役所別館）1階⑦番  ☎072-958-2315  ＦＡＸ 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

総合福祉センター（市役所別館）1階⑧番  ☎072-958-0555  ＦＡＸ 072-959-0333
http://habikinosc.ec-net.jp　Eメール：habislv@silver.ocn.ne.jp

■ベビっこひろば  園庭遊びや楽しいダンス
日時 12 月13 日㈬11:00 ～12:00
場所 ベビーハウス社協 2 階なかよしひろば
対象 地域の親子 ※予約不要
問合せ ベビーハウス社協☎072-930-0240

善意のご寄付ありがとうございます
羽曳野チャリソフの会
ビオラの集い
四ツ葉のクローバー 涌元 順子
匿名
阪南小品盆栽会
浅田　照次
浅田　悦弘
ボランティアグループ　コスモス
羽曳野市環境衛生事業協同組合
匿名
匿名　紙おむつ5 袋、尿もれパッド2 袋、その他

¥48,000
¥2,000
¥2,000
¥2,000

¥21,000
¥20,000
¥10,000
¥20,000
¥30,000
¥10,000

■愛の献血にご協力を
　～400ml 献血、複数回献血です～
■1月 30 日㈫10:00 ～16:30
　市役所にて
■ 2 月 9 日㈮ 10:00 ～16:30
　LIC はびきのにて

■歳末たすけあい運動募金
　12 月から始まる同運動は、地域住民の
ご参加とご理解のもと、支援を必要として
いる方が住み慣れた地域で安心して暮らせ
るよう、さまざまな福祉活動を重点的に
行うものです。皆様からいただいた募金は
配分委員会で審議し、民生委員協議会福
祉活動費、校区福祉委員会運営費、子育
てサロン、高齢者支援団体、児童養護施
設などに配分させていただきます。
　なお、町会へは共同募金とあわせてご
協力をお願いしていますが、民生委員・児
童委員が伺った際、個別でご協力頂ける方
はよろしくお願いいたします。社会福祉協
議会の窓口でも受け付けいたします。
　皆様のあたたかいご支援・ご協力をお
願い申し上げます。

平成29年7月5日からの大雨災害の義援金

熊本大震災の義援金

■保育士募集
・あおぞら保育園（古市 2-2-27）
　☎ 072-950-1105
・ベビーハウス社協（高鷲 9-2-17）　
　☎ 072-930-0240

　　　　　　　　　        　　　 （平成 29 年10 月 敬称略）

¥200,000
その他多数のご協力ありがとうございました。

田邊　友子

　　　　　　　　　        　　　 （平成 29 年10 月 敬称略）

¥200,000
その他多数のご協力ありがとうございました。

田邊　友子

　　　　　　　　　        　　　 （平成 29 年10 月 敬称略）

（羽曳野ロータリークラブ共催）

（羽曳野ライオンズクラブ
　　　　　　　　　共催）

●「振り込め、オレオレ、還付金」詐欺に注意！
「私は大丈夫」その油断は禁物です。
お金のことで電話があれば、まずは誰かに相談を。
●ひったくりに注意！
カバンは車道と反対側に。
自転車の前かごにはひったくり防止カバーを。
●車上ねらい・部品ねらい被害を防止！

「窓閉め  ドアロック  車内からっぽ」の徹底を。
ナンバープレートには「盗難防止ネジ」の取り付けを。
●空き巣に注意！
ドロボウは、音、光、人の目、侵入に時間がかかることをきらいます。
大掃除の機会に自宅の防犯対策もチェックしましょう。
●自転車・オートバイ盗難防止！

「油断せず  しっかり鍵かけ  ツーロック」
あなたの愛車を守るため、カギは必ずかけましょう。

しない させない 飲酒運転
お酒を飲んだら
　　 運転してはいけません。
運転者以外にも罰則が適用されます！
・運転者に酒を飲ませない
・酒を飲んだ人に車を貸さない
・飲酒運転の車に乗らない
ハンドルは、お酒が一番嫌いです！

　いよいよ歳末です。
少しの注意で被害を防ぎ、

明るい新年を
　迎えましょう。
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平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
は
10
月
３
日
か
ら
11
月

２
日
ま
で
の
31
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
や
補
正
予
算
な
ど
、

16
件
の
報
告
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別

会
計
の
補
正
予
算
な
ど
25
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、

審
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
障
害
児
、
者
施
策
の

請
願
書
　
施
設
入
所
者
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の

使
用
許
可
の
請
願
」、「
羽
曳
野
市
立
島
泉
保
育
園
を

安
心
・
安
全
な
施
設
と
す
る
よ
う
求
め
る
請
願
」
の

２
件
の
請
願
及
び
４
件
の
意
見
書
、
こ
れ
ら
の
審
議

結
果
と
12
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
の
内
容
及
び

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
審
査
内
容
等
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

 

第
3
回
定
例
会

平
成
29
年
第
3
回
定
例
会
報
告

　
　
　
　
　 

一
般
質
問
・
委
員
長
報
告
等

10
月
２
日
㈪

10
月
3
日
㈫

10
月
4
日
㈬

10
月
6
日
㈮

10
月
10
日
㈫

10
月
13
日
㈮

10
月
18
日
㈬

10
月
19
日
㈭

10
月
23
日
㈪

10
月
25
日
㈬

10
月
30
日
㈪

11
月
2
日
㈭

〇
議
員
総
会

〇
本
会
議
１
日
目

・
役
員
選
挙

〇
幹
事
長
会
議

〇
本
会
議
２
日
目

・
役
員
選
挙

〇
幹
事
長
会
議

〇
議
会
運
営
委
員
会

〇
幹
事
長
会
議

〇
本
会
議
３
日
目

・
議
案
審
議

〇
幹
事
長
会
議

〇
全
員
協
議
会

〇
本
会
議
４
日
目

・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

〇
幹
事
長
会
議

〇
本
会
議
５
日
目

・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

〇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

〇
民
生
産
業
常
任
委
員
会

〇
建
設
企
業
常
任
委
員
会

〇
幹
事
長
会
議

〇
議
会
運
営
委
員
会

〇
本
会
議
６
日
目

・
委
員
長
報
告

〇
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◇
定
例
会
の
あ
ゆ
み
◇

誉田丸山古墳

〒583-8585  羽曳野市誉田 4-1-1
 羽曳野市議会事務局　℡ .072-958-1111
 https://www.city.habikino.lg.jp/soshiki/gikaijimu/gikaijimu_shigikai/950.html
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議案番号 件　　　名 結　果
報　告    10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について
専決処分の報告について（平成 29 年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号））
専決処分の報告について（平成 29 年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第１号））
平成 28 年度羽曳野市一般会計歳入歳出決算認定について
平成 28 年度羽曳野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
平成 28 年度羽曳野市と畜場特別会計歳入歳出決算認定について
平成 28 年度羽曳野市財産区特別会計歳入歳出決算認定について
平成 28 年度羽曳野市公共下水道特別会計歳入歳出決算認定について
平成 28 年度羽曳野市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
平成 28 年度羽曳野市土地取得特別会計歳入歳出決算認定について
平成 28 年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
平成 28 年度羽曳野市水道事業会計決算認定について
平成 28 年度決算に基づく羽曳野市健全化判断比率の報告について
平成 28 年度決算に基づく羽曳野市公営企業資金不足比率の報告について
専決処分の報告について（平成 29 年度羽曳野市一般会計補正予算（第２号））
地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について

報　告
承　認
承　認
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
報　告
報　告
承　認
報　告

議　案    46
47
48
49
50
51
52
53

54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64

監査委員の選任に係る同意について
教育委員会委員の任命に係る同意について
町の区域の変更について
平成 28 年度羽曳野市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
羽曳野市減債基金条例の制定について
福祉医療費助成制度の再構築等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
羽曳野市立教育・保育施設設置条例の制定について
羽曳野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について
羽曳野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条例の制定について
平成 29 年度羽曳野市一般会計補正予算（第３号）
平成 29 年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
平成 29 年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第２号）
平成 29 年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
平成 29 年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第１号）
訴えの提起について

同　意
同　意

即日原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

議　提      2
3
4
5
6
7

広域行政調査特別委員会の設置について
駅前整備開発特別委員会の設置について
公共施設建設整備特別委員会の設置について
交通安全対策特別委員会の設置について
議会改革特別委員会の設置について
古市古墳群世界文化遺産登録特別委員会の設置について

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

請　願      4
5

障害児、者施策の請願書　施設入所者のガイドヘルパー制度の使用認可の請願
羽曳野市立島泉保育園を安心・安全な施設とするよう求める請願

採　択
継続審査

意　見      4
5
6
7

障害児者の生きる基盤となる「暮らしの場」の早急な整備を求める意見書
受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書
食品衛生管理の国際標準化を求める意見書
看護職員の事務作業の効率化のための制度改善を求める意見書

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

 第 3 回定例会で審議された案件と議決結果

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 大阪維新・
無所属の会 日本共産党 公明党 市民クラブ 自由民主党

議員団 

議
員
名

       

結 

果

百
谷
　
孝
浩

竹
本
　
真
琴

上
薮
　
弘
治

今
井
　
利
三

田
仲
　
基
一

広
瀬
　
公
代

渡
辺
　
真
千

笹
井
喜
世
子

若
林
　
信
一

外
園
　
康
裕

通
堂
　
義
弘

笠
原
由
美
子

花
川
　
雅
昭

樽
井
佳
代
子

金
銅
　
宏
親

黒
川
　
　
実

松
村
　
尚
子

松
井
　
康
夫

報告 13 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○

議  
長

○ ○ ○ ○
報告 14 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報告 15 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報告 18 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報告 20 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 51 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 52 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 53 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※樽井佳代子議員は、議長職のため採決には加わらず　※議案 52 と議案 53 は、一括採決
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上
薮
弘
治
（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
昨
年
、
普
通
交
付
税
算
定
の
基
礎

数
値
の
う
ち
、
保
健
福
祉
部
局
か
ら
国
に
報

告
し
て
い
る
被
保
護
者
数
値
に
間
違
い
が
あ

り
、
本
年
２
月
16
日
に
大
阪
府
か
ら
交
付
税

検
査
が
入
り
、
過
大
に
交
付
を
受
け
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
錯
誤
に
つ
い
て
は
返
済

金
で
は
な
く
、
相
殺
で
の
処
理
に
な
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
の
か
。

ま
た
、
単
年
度
収
支
で
赤
字
が
出
た
場
合
、

過
去
の
議
会
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
基
金
の
取
り
崩
し
も
考

え
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

類
似
団
体
間
で
比
較
し
た
場
合
、
地
方
債
残

高
、
基
金
残
高
、
実
質
公
債
費
比
率
、
経
常

収
支
比
率
で
当
市
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け

に
な
る
の
か
。

●
答
弁
　
普
通
交
付
税
の
個
別
算
定
経
費
に

お
け
る
生
活
保
護
費
の
項
目
の
錯
誤
額
は

６
億
3
︐
8
6
1
万
円
と
な
り
、
他
の
要
因

の
修
正
分
を
加
味
す
る
と
、
錯
誤
総
額
と
し

て
は
６
億
3
︐
3
7
6
万
円
と
な
り
、
平
成

29
年
度
・
平
成
30
年
度
の
２
ヶ
年
度
で
普
通

交
付
税
の
算
定
に
お
け
る
基
準
財
政
需
要
額

か
ら
減
額
す
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、

平
成
29
年
度
に
３
億
1
︐
7
7
6
万
円
、
翌

平
成
30
年
度
に
は
残
り
３
億
1
︐
6
0
0
万

円
を
減
額
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
次
に

類
似
団
体
（
池
田
市
・
泉
佐
野
市
・
富
田
林

市
・
河
内
長
野
市
・
当
市
）
間
で
の
各
指
標
は
、

確
定
し
て
い
る
平
成
27
年
度
の
地
方
財
政
統

計
上
、
統
一
に
用
い
ら
れ
て
い
る
普
通
会
計

と
い
う
決
算
の
数
値
で
は
、
地
方
債
残
高
、

実
質
公
債
費
比
率
、
経
常
収
支
比
率
に
つ
い

て
は
数
値
が
低
い
ほ
ど
財
政
に
つ
い
て
は
よ

り
健
全
、
あ
る
い
は
弾
力
性
が
あ
る
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
数
値
に
つ
い
て
、
当
市
は
低

い
方
か
ら
５
番
目
、
財
政
調
整
基
金
、
公
共

施
設
整
備
基
金
等
を
含
め
た
基
金
残
高
全
体

で
は
高
い
方
か
ら
６
番
目
と
い
う
状
況
に
な

っ
て
い
る
。

●
質
問　
今
回
の
錯
誤
に
つ
い
て
は
、
こ
の

２
年
で
６
億
円
を
３
億
円
ず
つ
相
殺
。
そ
し

て
過
大
交
付
を
１
年
当
た
り
約
１
億
２
千
万

円
受
け
て
お
り
、
こ
れ
が
元
に
戻
っ
て
無
く

な
る
の
で
約
８
億
円
以
上
の
交
付
税
が
減
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
類
似
団
体
間
の
比
較

で
は
、
当
市
は
基
金
残
高
も
非
常
に
少
な
い

状
況
に
あ
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
出

そ
う
な
場
合
、
基
金
を
取
り
崩
さ
ず
に
財
源

確
保
へ
の
創
意
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

●
市
長
　
単
年
度
収
支
は
、
現
在
11
年
連
続

で
黒
字
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
市

民
の
皆
様
の
理
解
は
も
と
よ
り
、
職
員
一
人

一
人
が
目
標
を
し
っ
か
り
と
共
有
し
な
が
ら

職
務
に
就
い
た
結
果
だ
と
判
断
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
今
で
き
る
こ
と
、
今
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
こ
な
し
、
無
理
・
無
駄
・

ム
ラ
を
省
い
て
健
全
財
政
を
目
指
し
て
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
行
政
の
性
質
か
ら
見
て
、
行
政
は

基
本
的
に
物
を
売
っ
て
利
益
を
上
げ
て
い
る

訳
で
は
な
い
。
無
理
・
無
駄
の
構
造
を
省
く

に
は
総
事
業
の
見
直
し
を
か
け
る
こ
と
を
望

む
。
１
年
間
で
約
４
億
円
は
一
般
会
計
で
み

る
と
1
％
の
数
字
で
あ
り
、
1
％
の
財
源
の

見
直
し
を
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
地
方
創
生
交
付
金
に
つ
い
て

一
般
質
問

田
仲
基
一
（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
火
葬
費
用
の
自
治
体
間
格
差
に
つ
い
て
》

●
質
問　
過
去
、
火
葬
場
を
計
画
検
討
し
た

が
、
平
成
16
年
建
設
を
見
直
す
方
針
を
示
し

た
後
こ
れ
ま
で
13
年
間
、
私
の
質
問
ま
で
こ

の
問
題
は
た
な
ざ
ら
し
に
な
っ
て
い
た
。
近

隣
市
と
の
火
葬
費
用
自
己
負
担
額
の
差
は
。

●
答
弁
　
大
阪
市
は
市
内
在
住
１
万
円
、市

外
在
住
６
万
円
、た
だ
し
八
尾
市
民
が
利
用
の

場
合
同
額
の
１
万
円
。藤
井
寺
市
は
市
内
在
住

８
千
円
、市
外
在
住
５
万
円
、富
田
林
は
市
内

在
住
１
万
円
、市
外
在
住
は
10
万
円
。堺
市
は

市
内
在
住
２
万
円
、市
外
在
住
10
万
円
。松
原

市
は
本
市
同
様
市
営
火
葬
場
が
な
い
。

●
要
望　
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
る
市
民
は
約

1
千
人
、
５
万
円
の
死
亡
見
舞
金
へ
の
予
算

は
年
間
５
千
万
円
だ
が
、
火
葬
場
を
建
設
し

維
持
管
理
費
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
鑑
み
れ

ば
、
今
す
ぐ
で
き
る
施
策
と
し
て
、
遺
族
の

た
め
に
来
年
度
か
ら
死
亡
見
舞
金
制
度
新
設

を
早
急
に
行
う
べ
き
。

《
高
鷲
地
区
の
課
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
高
鷲
南
中
学
校
北
側
の
浸
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
藤
井
寺
市
の
整
備

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
再
三
要
望
し
て
い

る
当
該
水
路
の
改
修
は
い
つ
完
了
す
る
の
か
。

●
答
弁
　
平
成
30
年
度
か
ら
藤
井
寺
市
で
詳

細
設
計
を
行
い
、
平
成
33
年
か
ら
工
事
予
定
。

●
要
望　
羽
曳
野
市
議
会
で
こ
の
質
疑
が
あ

っ
た
こ
と
を
藤
井
寺
市
に
も
伝
え
、約
束
ど
お

り
着
工
を
要
望
す
る
。ま
た
、恵
我
ノ
荘
駅
前

踏
切
の
危
険
解
消
策
に
つ
い
て
は
、踏
切
北
西

の
電
柱
移
設
や
路
肩
カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
を
考

え
て
い
る
と
聞
き
、前
回
の
質
問
か
ら
一
定
努

力
が
あ
る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、も
う
一
歩
踏

み
込
ん
だ
危
険
解
消
策
と
し
て
、恵
我
ノ
荘
駅

舎
西
側
の
柵
で
囲
ま
れ
た
鉄
道
事
業
者
の
敷

地
と
思
わ
れ
る
北
側
・南
側
の
ス
ペ
ー
ス
を

有
効
に
使
い
、も
う
少
し
踏
切
内
の
拡
幅
が
で

き
な
い
か
。車
道
と
歩
道
を
分
離
し
、歩
行
者

は
ま
と
ま
っ
て
渡
れ
る
よ
う
に
改
良
す
れ
ば

危
険
度
は
大
幅
に
低
下
す
る
と
思
わ
れ
る
。ぜ

ひ
検
討
を
。駅
前
整
備
事
業
は
駅
前
が
生
ま
れ

変
わ
っ
て
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
よ
う
、恵

我
ノ
荘
駅
前
の
50
年
後
を
見
越
し
た
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
く
よ
う
要
望
す
る
。

《
に
ぎ
わ
い
と
地
域
活
性
の
課
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
づ
く
り
の

担
い
手
不
足
が
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
市
制
施
行

60
周
記
念
事
業
を
新
し
い
地
域
の
人
材
発
掘

を
大
目
標
に
掲
げ
て
は
ど
う
か
。高
鷲・丹
比・

埴
生
・
羽
曳
が
丘
・
古
市
・
西
浦
・
駒
ケ
谷
。

市
内
７
地
区
に
対
し
地
域
の
特
性
や
実
情
に

合
っ
た
記
念
事
業
の
企
画
を
公
募
し
、
採
用

さ
れ
た
団
体
に
補
助
金
を
与
え
、
各
地
域
で

60
周
年
記
念
事
業
を
開
催
す
る
と
い
う
事
業

を
通
じ
て
、
人
材
の
育
成
と
地
域
お
こ
し
の

中
心
と
な
り
得
る
新
し
い
地
域
の
宝
が
発
掘

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
７
つ
の
地
域
が
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
60
周
年
記
念
事
業
の
検
討
は
。

●
答
弁
　
記
念
事
業
の
具
体
的
な
計
画
は
、

推
進
本
部
で
企
画
検
討
を
行
い
、
来
年
度
の

施
政
方
針
や
予
算
な
ど
で
示
し
た
い
。

●
要
望　
市
は
行
政
の
も
の
で
な
く
、市
民
の

も
の
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
市
政
に
取
り

組
ん
で
欲
し
い
。50
周
年
の
際
は
市
民
の
実
行

委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た
が
、60
周
年
が
市
民

不
在
で
企
画
さ
れ
る
な
ら
10
年
間
で
市
民
は

市
政
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
象
徴
的
な
60
周
年

記
念
事
業
と
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。今
後
の

成
り
行
き
を
多
く
の
市
民
と
注
視
し
た
い
。
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竹
本
真
琴
（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
公
共
施
設
循
環
福
祉
バ
ス
の
運
行
状
況
に

つ
い
て
》

●
質
問　
循
環
バ
ス
の
過
去
３
年
間
の
利
用

者
数
の
推
移
は
。

●
答
弁
　
平
成
26
年
度
12
万
9
︐
1
1
4

人
、
平
成
27
年
度
13
万
2
︐
2
9
2
人
、
28

年
度
13
万
6
︐
2
8
6
人
。

●
質
問　
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
停
留
所
は

ど
の
よ
う
な
基
準
で
決
め
た
の
か
。

●
答
弁
　
狭
隘
道
路
な
ど
を
極
力
避
け
、
バ

ス
停
付
近
で
渋
滞
等
を
招
か
な
い
よ
う
、
一

般
車
両
へ
の
影
響
も
考
慮
し
て
安
全
確
保
を

図
っ
て
き
た
。
今
後
も
利
用
者
か
ら
の
意
見

や
要
望
等
に
つ
い
て
は
常
に
拝
聴
し
て
い
き

た
い
。

●
質
問　
循
環
バ
ス
を
運
行
す
る
上
で
、
こ

れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
を

行
っ
た
の
か
。

●
答
弁
　
車
内
マ
イ
ク
を
利
用
し
、
停
留
所

の
案
内
や
満
席
の
場
合
は
、
職
員
が
予
備
車

で
臨
時
運
行
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
ほ
か
、

ク
リ
ー
ン
ピ
ア
21
行
き
の
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
時
刻
表
や
、
停
留
所
の
位
置
を
見
直
す

な
ど
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。

●
要
望　
今
後
も
変
化
す
る
環
境
に
応
じ
て

停
留
所
の
設
置
場
所
の
変
更
や
順
路
変
更
等

の
要
望
が
地
域
か
ら
あ
っ
た
場
合
は
、
柔
軟

に
対
応
し
、
よ
り
一
層
の
利
便
性
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
を
要
望
。

《
公
立
小
学
校
の
外
国
語
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　
は
び
き
の
夏
ス
タ
に
お
け
る
外
国

語
学
習
や
国
際
交
流
に
つ
い
て
の
実
績
は
。

●
答
弁
　
今
年
度
は
イ
タ
リ
ア
人
な
ど
の
外

国
人
講
師
を
招
き
、英
語
と
母
国
語
、文
化
の

紹
介
な
ど
を
実
施
。ま
た
、参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、外
国
人
講
師
に
よ
る
講
座
は
ど
う
だ
っ

た
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、よ
か
っ
た
と
い
う

回
答
は
７
割
弱
を
占
め
、好
評
を
得
て
い
る
。

●
質
問　
放
課
後
子
ど
も
教
室
で
行
わ
れ
て

い
る
外
国
語
活
動
の
実
施
状
況
は
。

●
答
弁
　
埴
生
南
小
学
校
で
定
期
的
に
英
語

教
室
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
29
年
度
は
年

間
８
回
の
実
施
予
定
。

●
質
問　
市
長
が
掲
げ
る
施
政
方
針
の
、
小

規
模
校
に
お
け
る
外
国
語
活
動
に
関
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
実
施
さ
れ
た
の
か
。

●
答
弁
　
現
段
階
で
は
実
施
で
き
て
い
な
い

が
、
11
月
に
駒
ケ
谷
小
、
西
浦
東
小
、
古
市

南
小
の
３
校
間
で
実
施
す
べ
く
、
当
該
校
の

管
理
職
と
計
画
を
立
案
し
て
い
る
。

●
質
問　
2
0
2
0
年
度
か
ら
の
小
学
校

英
語
の
教
科
化
に
対
応
し
て
考
え
て
い
る

施
策
は
。

●
答
弁
　
羽
曳
野
市
英
語
教
育
推
進
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
今
後
の
羽
曳
野
市
の
英
語
教

育
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
質
問　
子
ど
も
た
ち
が
英
語
に
触
れ
る
機

会
を
ど
の
よ
う
に
増
や
す
の
か
。

●
答
弁
　
話
す
力
、
聞
く
力
の
育
成
に
お
い

て
、
現
在
課
外
活
動
等
で
活
用
し
て
い
る
民

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
関
係
課
の
取

り
組
み
状
況
を
勘
案
し
、
積
極
的
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

●
要
望　
英
語
は
１
回
に
10
分
程
度
で
も
回

数
を
こ
な
す
こ
と
で
学
習
効
果
を
発
揮
で
き

る
と
考
え
る
。
小
規
模
校
間
の
外
国
語
活
動

に
対
し
、
今
年
度
中
に
数
回
は
実
施
し
、
１

回
当
た
り
短
時
間
で
も
、
数
多
く
実
施
で
き

る
よ
う
検
討
を
。
今
後
も
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
英
語
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
か
か
わ
る
職
員
等
を
有
効
活

用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
子
ど
も
た
ち

に
外
国
人
や
英
語
と
触
れ
合
う
機
会
を
設
け

て
い
く
こ
と
を
要
望
。

広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
》

●
質
問　
来
年
４
月
か
ら
の
国
保
の
都
道
府

県
化
で
43
都
道
府
県
が
地
域
の
特
性
を
加
味

し
て
保
険
料
を
決
め
る
中
、
大
阪
府
が
す
す
め

る
統
一
化
で
、
今
年
２
月
に
ほ
と
ん
ど
の
自
治

体
で
大
幅
な
値
上
げ
と
な
る
試
算
が
出
さ
れ

た
。
府
が
８
月
に
出
す
予
定
の
２
度
目
の
試

算
結
果
も
方
向
性
も
示
さ
ず
、
市
町
村
の
意

見
聴
取
も
行
わ
ず
、
議
論
も
さ
れ
な
い
中
で
、

来
年
４
月
か
ら
の
国
保
の
統
一
化
は
や
め
る

べ
き
だ
が
ど
う
か
。
一
昨
年
夏
に
全
国
知
事

会
か
ら
、
少
な
く
と
も
協
会
け
ん
ぽ
並
み
に

す
る
た
め
に
１
兆
円
の
投
入
を
国
に
要
望
し

た
。
国
、府
に
補
助
金
増
額
を
し
っ
か
り
求
め
、

市
独
自
の
法
定
外
繰
り
入
れ
を
し
て
保
険
料

を
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
答
弁
　
国
保
は
社
会
保
障
制
度
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
被
保
険
者
が
保
険
料

を
出
し
合
う
こ
と
で
、
必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
く

仕
組
み
だ
と
考
え
て
い
る
。
医
療
保
険
制
度

の
財
政
基
盤
を
さ
ら
に
強
化
し
、
国
民
皆
保

険
を
支
え
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
と
し
て
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
制
度
と
な
る
、

と
認
識
し
て
い
る
。
広
域
化
に
際
し
平
成
30

年
度
以
降
、
国
で
3
︐
4
0
0
億
円
規
模
の

財
政
支
援
が
行
わ
れ
る
予
定
。
保
険
料
負
担

の
緩
和
等
の
た
め
の
法
定
外
の
一
般
会
計
へ

の
繰
り
入
れ
は
解
消
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。

●
要
望　
国
民
健
康
保
険
法
第
１
条
に
、
社

会
保
障
制
度
だ
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
相
互

扶
助
で
は
な
い
。
厚
生
労
働
省
は
保
険
料
の

決
定
な
ど
は
市
町
村
に
権
限
が
あ
る
と
明
言

し
て
い
る
。
府
に
保
険
料
の
統
一
や
市
町
村

が
作
っ
て
き
た
減
免
制
度
や
保
健
事
業
を
統

一
し
な
い
よ
う
求
め
て
ほ
し
い
。
国
や
府

に
補
助
金
の
大
幅
な
増
額
を
求
め
、
市
の

９
億
2
千
万
円
を
超
え
る
基
金
積
み
立
て
と

繰
越
金
で
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
。

《
恵
我
ノ
荘
駅
の
周
辺
整
備
と
安
全
対
策
に

つ
い
て
》

●
質
問　
郡
戸
大
堀
線
の
拡
幅
と
駅
前
広
場

整
備
の
進
捗
状
況
と
、
踏
切
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
市
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
昨
年
度
境
界
確
定
と
用
地
測
量
を

実
施
。境
界
が
確
定
し
た
用
地
は
、府
土
地
開

発
公
社
が
本
年
度
中
に
も
順
次
用
地
取
得
の

交
渉
に
入
る
予
定
。駅
前
南
側
広
場
整
備
事
業

は
、本
年
４
月
よ
り
基
本
計
画
策
定
に
着
手

し
、交
通
関
連
事
業
者
及
び
駅
利
用
者
の
両
面

か
ら
現
状
と
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
に
意
向
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。踏
切
拡
幅
の
た
め
、府

に
、踏
切
北
側
の
道
路
拡
幅
を
要
望
。早
期
の

踏
切
の
安
全
確
保
の
た
め
に
踏
切
北
側
の
電

柱
の
移
設
、踏
切
内
の
歩
道
の
確
保
へ
は
路
肩

の
カ
ラ
ー
舗
装
化
を
要
望
し
て
い
る
。

●
要
望　
踏
切
の
拡
幅
、
駅
舎
、
踏
切
北
側

の
商
店
街
や
駅
前
集
会
所
な
ど
も
含
め
て
住

民
や
関
係
者
、
専
門
家
の
意
見
を
し
っ
か
り

聞
い
て
、
知
恵
を
集
め
て
安
全
で
便
利
で
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
恵
我
ノ

荘
駅
周
辺
の
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。

《
地
域
の
猫
対
策
と
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の

役
割
に
つ
い
て
》

●
質
問　
大
阪
動
物
愛
護
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
で
は
、
府
民
の
生
活
環
境
保
全
の
た
め
市

町
村
等
と
連
携
し
た
地
域
猫
活
動
等
へ
の
支

援
の
継
続
、
拡
充
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

府
の
支
援
事
業
の
現
状
と
市
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
支
援
事
業
は
休
止
中
。
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
相
談
し
て
い
く
。

●
要
望　
府
に
避
妊
去
勢
助
成
制
度
の
再
開

を
求
め
、
市
独
自
の
助
成
制
度
実
施
を
要
望
。
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花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
都
市
緑
地
、
農
地
等
の
動
向
に
つ
い
て
》

●
質
問　
緑
地
な
ど
の
現
状
と
用
途
、
維
持

管
理
費
用
は
。

●
答
弁
　
都
市
緑
地
、
公
園
な
ど
市
域
の
約

半
分
を
占
め
、
地
域
の
皆
様
に
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
維
持
管
理

費
用
は
年
間
約
5
︐
2
0
0
万
円
で
あ
る
。

●
意
見　
当
市
が
管
理
し
て
い
る
緑
地
や
公

園
な
ど
は
非
常
に
数
多
く
、
維
持
管
理
費
も

高
額
で
あ
る
。
緑
地
や
公
園
の
保
全
は
必
要

だ
が
、
再
度
保
全
や
活
用
を
考
え
市
民
ニ
ー

ズ
を
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●
質
問　
都
市
緑
地
法
等
の
法
改
正
に
よ
り

市
街
化
区
域
内
の
公
園
緑
地
や
農
地
、
生
産

緑
地
を
今
後
ど
の
よ
う
な
運
用
が
で
き
る

か
、
ま
た
運
用
に
伴
う
税
の
軽
減
措
置
な
ど

を
聞
き
た
い
。

●
答
弁
　
空
き
地
な
ど
を
活
用
し
、
地
域
住

民
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
花
畑
と
し
て
、
地
域

の
憩
い
の
庭
や
子
ど
も
の
遊
び
場
な
ど
の
運

用
が
で
き
る
。
ま
た
土
地
所
有
者
や
法
人
に

係
る
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
が
３
年
間

を
原
則
と
し
て
３
分
の
１
が
軽
減
さ
れ
る
税

制
の
特
例
が
適
用
さ
れ
る
。

●
質
問　
緑
地
な
ど
の
利
活
用
や
生
産
緑
地

の
規
制
緩
和
な
ど
、
新
た
な
民
間
に
よ
る

事
業
参
入
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
市
の

見
解
は
。

●
答
弁
　
緑
豊
か
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
に
は
、
民
間
活
力
を
最
大
限
に

生
か
し
、
市
民
緑
地
な
ど
の
整
備
を
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
要
望　
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、
公
共
関

連
型
の
収
益
施
設
や
緑
地
管
理
や
整
備
な

ど
、
新
た
な
緑
地
、
公
園
の
姿
を
要
望
す
る
。

生
産
緑
地
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に
農
業
従

事
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
直
販
所
や
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
新
た
な
事
業
展
開
を
期
待
す
る
。

《
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
移

や
、市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
実
施
内
容
等
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁
　
平
成
37
年
を
目
標
年
次
と
し
て
、

第
６
次
羽
曳
野
市
総
合
基
本
計
画
の
方
針
で

示
す
都
市
像
と
の
整
合
性
、
一
体
性
を
図
り
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
中
長
期
的
な
計
画
へ

の
事
業
推
進
を
行
っ
て
い
る
。
市
民
の
意
見

を
反
映
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
広
報

紙
で
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
に
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
把
握
し
地
域
住
民
と

の
協
働
、
参
画
に
つ
な
げ
る
。

●
質
問　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
、
具
体

的
に
地
域
の
意
見
を
反
映
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
事
例
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁
　
南
阪
奈
道
路
や
外
環
状
線
な
ど
交

通
の
利
便
性
に
よ
る
地
区
計
画
提
案
制
度
を

活
用
し
た
商
業
施
設
等
の
整
備
、
ま
た
大
規

模
な
製
造
工
場
の
誘
致
に
も
つ
な
が
っ
た
。

●
質
問　
恵
我
ノ
荘
駅
南
側
広
場
及
び
駅
周

辺
整
備
事
業
の
基
本
設
計
に
伴
う
、ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
実
施
結
果
及
び
市
民
へ
の
報

告
・公
表
は
。

●
答
弁
　
現
在
集
計
中
で
あ
り
、
市
民
の
皆

様
に
対
し
て
公
表
の
仕
方
に
つ
い
て
も
検
討

中
で
あ
る
。

●
要
望　
恵
我
之
荘
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の

ス
タ
ー
ト
に
な
る
駅
南
側
広
場
及
び
駅
周
辺

整
備
事
業
は
重
要
で
あ
り
、
数
年
の
間
に
大

き
く
変
貌
す
る
。
当
市
の
西
の
玄
関
口
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
町
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を

要
望
す
る
。
今
後
、
駅
南
側
広
場
及
び
駅
周

辺
整
備
を
き
っ
ち
り
と
推
進
、
計
画
、
事
業

化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

渡
邊
真
千
（
日
本
共
産
党
）

《
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
の
選
択
制
の
中
学
校
給
食
の

喫
食
率
は
昨
年
度
6
．
8
％
と
聞
い
て
い
る
。

中
学
校
給
食
を
選
択
制
で
は
な
く
全
員
給
食

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

義
務
教
育
な
ら
、
ど
の
子
に
も
同
じ
よ
う
に

給
食
を
提
供
す
る
全
員
給
食
を
羽
曳
野
市
と

し
て
踏
み
切
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
全
員
給

食
に
つ
い
て
の
当
市
の
考
え
方
は
。
ま
た
、

小
学
校
で
は
学
校
給
食
費
が
就
学
援
助
の
対

象
な
の
に
、
な
ぜ
中
学
校
に
な
れ
ば
対
象
外

と
な
る
の
か
。

●
答
弁
　
本
市
に
お
い
て
は
、
家
庭
弁
当
を

通
じ
た
親
子
の
つ
な
が
り
や
、
感
謝
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
、
育
ん
で
い
く
必
要
性
と
、

お
弁
当
を
持
参
で
き
な
い
生
徒
に
対
し
て
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
し
て
い

く
必
要
性
を
両
立
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

現
行
の
選
択
制
を
継
続
し
て
い
く
。
就
学
援

助
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
給
食
は
選
択
制
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
給
食
を
利
用
し
て
い
る
家

庭
の
み
援
助
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
公
平

性
を
担
保
す
る
観
点
か
ら
適
切
で
な
い
と
考

え
て
い
る
。

●
要
望　
子
育
て
家
庭
の
生
活
が
大
変
苦
し

い
実
態
を
一
番
よ
く
把
握
し
て
い
る
の
は
当

市
。
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
食
べ
ら
れ
な
い
子

ど
も
た
ち
や
、
お
に
ぎ
り
や
パ
ン
、
簡
易
な

も
の
で
食
事
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
子
ど
も
た

ち
を
見
て
見
ぬ
し
な
い
で
ほ
し
い
。
育
ち
盛

り
の
中
学
生
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
学
校
給
食

を
全
員
給
食
に
し
て
、
学
校
給
食
費
も
就
学

援
助
の
対
象
と
な
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
高
齢
者
の
お
出
か
け
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
高
齢
者
が
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車

等
を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
の
外
出
を

支
援
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
計
画
や
、
調
査・

研
究
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

●
答
弁
　
高
齢
者
自
身
の
外
出
に
は
、
介
護
予

防
、
健
康
施
策
へ
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
と
考

え
て
い
る
。
高
齢
者
が
有
す
る
心
身
の
能
力
を

維
持
増
進
し
、
自
立
し
た
生
活
を
営
ま
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
介
護
予
防
健
康
施
策
の
取
り
組

み
を
進
め
た
い
。
一
般
的
な
交
通
料
金
へ
の
直

接
的
な
補
助
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

●
要
望　
高
齢
者
が
生
活
の
質
を
落
と
す
こ

と
な
く
、
元
気
に
地
域
で
過
ご
す
た
め
に
も
、

外
出
の
際
の
負
担
を
軽
減
す
る
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
交
通
料
金
の
補
助
や
、
予
約
し

て
乗
り
合
う
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
施

策
の
創
設
を
要
望
す
る
。

《
外
環
状
線
西
浦
交
差
点
と
道
の
駅
付
近
の

渋
滞
・
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
羽
曳
が
丘
か
ら
西
浦
交
差
点
に
向

か
っ
て
の
夕
方
の
渋
滞
、
道
の
駅
付
近
の
土

日
の
渋
滞
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
今
の
考

え
方
と
対
策
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

●
答
弁
　
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
羽
曳

が
丘
地
区
か
ら
発
生
す
る
交
通
渋
滞
の
緩
和
と

い
う
大
き
な
視
点
で
捉
え
、
本
市
を
含
め
た
道

路
管
理
者
や
交
通
管
理
者
、
そ
し
て
周
辺
施
設

の
管
理
者
に
お
い
て
相
互
に
協
議
、
協
力
を
行

う
こ
と
で
、
最
少
の
経
費
で
効
果
的
な
整
備
を

検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　
右
折
レ
ー
ン
や
複
合
レ
ー
ン
な
ど

を
新
設
し
て
渋
滞
解
消
す
る
な
ど
の
具
体
的

な
対
策
と
と
も
に
、
交
通
弱
者
で
あ
る
高
齢

者
や
子
ど
も
、
障
が
い
者
が
安
心
し
て
通
行

で
き
る
よ
う
に
歩
道
の
拡
幅
や
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
、
そ
し
て
ま
た
周
辺
住
宅
に
も
配
慮
で

き
る
環
境
整
備
を
要
望
す
る
。
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通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
公
会
計
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　
大
阪
府
下
の
市
町
村
の
中
で
固
定

資
産
台
帳
の
整
備
を
既
に
終
え
て
い
る
市
町

村
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
。
当
市
の
新
し
い

公
会
計
制
度
に
対
す
る
準
備
状
況
な
ど
取
り

組
み
は
。

●
答
弁
　
固
定
資
産
台
帳
の
整
備
状
況
に
つ

い
て
、
平
成
29
年
３
月
31
日
時
点
の
大
阪

市
、
堺
市
を
除
く
大
阪
府
内
の
市
町
村
の
状

況
は
、
７
団
体
が
整
備
済
み
、
34
団
体
が
整

備
中
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
状
況
は
、
平

成
28
年
度
で
固
定
資
産
台
帳
の
整
備
と
地
方

公
会
計
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
導
入
。
29
年
度

は
、
財
務
書
類
の
作
成
事
務
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
現
時
点
で
資
金
仕
分
け
変
換
表
、
自

動
仕
分
け
マ
ス
タ
ー
の
作
業
を
終
え
、
引
き

続
き
仕
分
け
の
確
定
作
業
、
連
結
を
含
む
財

務
書
類
の
作
成
を
行
い
、
期
末
一
括
仕
分
け

で
の
複
式
簿
記
の
導
入
を
図
っ
て
い
く
。
資

産
評
価
に
関
し
て
は
、
総
務
省
よ
り
示
さ
れ

て
い
る
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
、
地
方
公
会

計
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
の
資
産
評
価
及
び
固
定

資
産
台
帳
整
備
の
手
引
に
よ
り
評
価
を
行
っ

て
い
る
。
総
務
大
臣
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る

平
成
30
年
３
月
末
ま
で
に
財
務
書
類
を
作
成

す
べ
く
、
引
き
続
き
作
成
事
務
を
進
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
固
定
資
産
台
帳
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
公
共
施
設
な
ど
の
維
持
管
理
、

修
繕
、
更
新
な
ど
に
か
か
わ
る
中
・
長
期
的

な
経
費
の
見
込
み
を
算
出
す
る
こ
と
や
、
公

共
施
設
な
ど
総
合
管
理
計
画
を
充
実
、
緻
密

化
す
る
こ
と
に
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
と
な

る
。
市
の
大
切
な
資
産
の
有
効
活
用
の
為
に

も
、
早
い
段
階
で
整
備
を
要
望
す
る
。

《
商
業
施
設
の
周
辺
道
路
に
お
け
る
安
全
対

策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
大
阪
外
環
状
線
の
西
浦
交
差
点

周
辺
の
歩
道
の
安
全
対
策
②
交
差
点
東
側
の

横
断
歩
道
の
設
置
、
安
全
対
策
③
右
折
信
号・

右
折
レ
ー
ン
の
設
置
に
つ
い
て
聞
く
。

●
答
弁
　
市
道
河
原
城
駒
ヶ
谷
線
の
歩
道
に

つ
い
て
は
、
昭
和
45
年
に
道
路
と
同
時
に
整

備
さ
れ
、
歩
道
舗
装
面
の
穴
や
亀
裂
に
つ
い

て
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
か
ら
の
通

報
等
に
よ
り
速
や
か
に
修
繕
工
事
を
実
施

し
、
通
学
路
な
ど
を
優
先
的
に
舗
装
の
打
ち

か
え
な
ど
の
工
事
を
順
次
進
め
て
い
る
。
横

断
歩
道
の
設
置
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

羽
曳
野
警
察
署
よ
り
、
現
状
の
横
断
歩
行
者

の
数
か
ら
横
断
歩
道
の
設
置
は
難
し
い
と
の

回
答
を
受
け
て
い
る
。
今
後
、
注
意
喚
起
や

啓
発
看
板
の
設
置
、
羽
曳
野
警
察
署
に
対
し

て
は
、
交
通
取
り
締
ま
り
の
強
化
な
ど
を
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
西
浦
交

差
点
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
信
号
の

整
備
等
、
で
き
る
限
り
の
対
策
に
つ
い
て
、

本
市
を
含
め
た
道
路
管
理
者
や
交
通
管
理

者
、
周
辺
施
設
の
管
理
者
と
協
議
、
協
力
を

行
い
、
最
少
の
経
費
で
効
果
的
な
整
備
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
歩
道
の
安
全
対
策
で
は
、
セ
ミ
フ

ラ
ッ
ト
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
。
横
断
歩

道
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
１
日
の
通
行
数
は

少
な
い
が
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
多
く
通
行

さ
れ
る
。
羽
曳
野
警
察
署
と
協
議
し
、
対
策

を
講
じ
て
頂
き
た
い
。
新
し
く
で
き
る
商
業

店
舗
に
よ
る
渋
滞
な
ど
も
考
慮
・
検
討
し
、

警
察
、
地
元
水
利
、
周
辺
施
設
の
管
理
者
等

と
協
議
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で
き
る
よ
う

交
差
点
西
側
の
道
幅
の
拡
充
、
右
折
信
号
、

右
折
レ
ー
ン
の
設
置
な
ど
を
要
望
す
る
。

笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
陵
南
の
森
に
つ
い
て
》

●
質
問　
陵
南
の
森
総
合
セ
ン
タ
ー
館
外
は
、

駐
車
場
、グ
ラ
ウ
ン
ド
、公
園
、ベ
ン
チ
ス
ペ
ー

ス
、玄
関
前
の
広
場
な
ど
市
民
の
憩
い
の
場
に

な
っ
て
い
る
。グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
等
は
使
用
時

間
、使
用
内
容
の
案
内
等
利
用
状
況
を
確
認
で

き
る
掲
示
が
さ
れ
て
い
る
か
。公
園
を
現
場
視

察
し
た
感
想
は
、誰
も
使
わ
な
い
荒
れ
た
公
園

だ
っ
た
。整
備
す
れ
ば
、子
ど
も
や
市
民
が
も

っ
と
憩
え
る
場
所
に
な
る
が
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。ま
た
、グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公
園
を
使
う

に
は
、敷
地
内
を
横
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。し
か
し
横
断
歩
道
の
明
示
も
止
ま
れ
の
明

示
も
な
い
な
か
危
険
だ
と
思
う
が
、安
全
対
策

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
陵
南
の
森
公
民
館
は
年
間
約
５
万

人
、陵
南
の
森
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
約

６
万
４
千
人
が
利
用
し
て
い
る
。施
設
の
外
で

は
、運
動
広
場
の
予
約
利
用
や
予
約
が
な
い
時

は
、空
き
広
場
で
の
運
動
、広
い
敷
地
内
を
散

策
さ
れ
た
り
、ち
び
っ
こ
広
場
を
利
用
さ
れ
、

憩
い
の
空
間
と
し
て
も
ご
利
用
頂
い
て
い
る
。

今
後
も
施
設
を
利
用
す
る
皆
様
の
声
に
耳
を

傾
け
、安
全
で
快
適
に
利
用
頂
け
る
よ
う
、適

切
に
施
設
運
営
し
て
い
く
。公
園
の
状
況
は
指

摘
さ
れ
た
よ
う
に
様
々
な
課
題
が
あ
る
。今
後

広
場
を
確
保
し
、椅
子
等
も
設
置
し
、快
適
に

利
用
し
て
頂
く
た
め
に
す
ぐ
で
き
る
こ
と
に

取
り
組
み
、財
源
は
関
係
課
と
協
議
し
て
い

く
。駐
車
場
の
安
全
対
策
は
横
断
歩
道
等
を
明

示
し
、歩
行
者
の
保
護
と
施
設
内
敷
地
で
の
車

両
の
徐
行
運
転
を
徹
底
す
る
。グ
ラ
ウ
ン
ド
の

利
用
状
況
を
確
認
で
き
る
掲
示
は
、現
在
設
置

し
て
い
な
い
が
、掲
示
の
看
板
等
は
早
急
に
設

置
に
取
り
か
か
る
。

●
要
望　
公
園
は
、
お
母
さ
ん
と
子
供
が
遊

ぶ
姿
や
樹
木
の
中
で
読
書
や
談
笑
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
早
急
な
改
善
を
要
望
。

安
全
対
策
の
要
の
駐
車
場
も
早
急
な
対
策
を

要
望
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
公
園
の
横
断
部
分
に

は
、
横
断
歩
道
や
停
止
の
標
示
を
要
望
す
る
。

《
自
治
体
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
活

用
へ
の
手
続
に
つ
い
て
》

●
質
問　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
個
人
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
で
、手
続
き
は
児
童
福
祉
、医
療
保
険
、介

護
保
険
、障
害
者
福
祉
、労
働
行
政
、公
営
住

宅
、奨
学
金
の
申
請
が
で
き
る
。特
に
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
使
い
、行
政
の
情
報
連
携
で
子

育
て
世
代
に
必
要
な
書
類
や
住
民
票
、課
税

証
明
を
省
略
で
き
る
。子
育
て
分
野
か
ら
秋

の
本
格
運
用
を
目
指
し
て
い
る
が
、地
方
自

治
体
で
の
手
続
き
が
必
要
。今
年
度
内
に
電

子
申
請
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

●
答
弁
　
当
市
で
は
、
市
役
所
に
出
向
か
ず
、

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
各

種
申
請
や
届
け
出
、
申
し
込
み
の
電
子
申
請

が
で
き
る
よ
う
、
関
係
各
課
で
環
境
整
備
を

進
め
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
電

子
申
請
で
の
届
け
出
が
で
き
る
環
境
整
備
や

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

●
要
望　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
手
続
き
が
で
き
、

ま
た
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
申
請
で
き
る
仕
組

み
で
あ
る
。
そ
し
て
最
も
早
く
子
育
て
支
援

に
そ
の
取
り
組
み
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
秋
か
ら
の
運
用
と
は
い
え
、
市
と
し
て

は
現
時
点
で
は
厳
し
く
、
来
年
か
ら
の
実
施

と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
だ
が
、
ど
う
か
き

ち
っ
と
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
要
望
す
る
。
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笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
18
歳
ま
で
の
拡
充

に
つ
い
て
》

●
質
問　
府
内
で
も
助
成
年
齢
が
18
歳
ま
で

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
市
町
村
は
５
つ
、
今

年
11
月
か
ら
大
阪
市
で
も
18
歳
ま
で
拡
充
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
18
歳
ま
で
助
成
年
齢
引

き
上
げ
の
計
画
は
。

●
答
弁
　
国
や
府
の
財
政
支
援
、
他
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
策
な
ど
総
合
的
に
検
討
し
、

義
務
教
育
期
間
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

●
要
望　
こ
の
制
度
は
、
子
育
て
世
代
の
負

担
軽
減
を
図
り
定
住
す
る
子
育
て
支
援
で
あ

り
、
子
育
て
し
や
す
い
羽
曳
野
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
も
一
日
も
早
く
18
歳
ま
で
助
成

年
齢
を
引
き
上
げ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
待
機
児
解
消
と
公
立
保
育
園
の
施
設
改
善

と
保
育
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　
羽
曳
野
市
で
も
幼
稚
園
児
が
減
少

し
、
保
育
園
へ
の
申
請
数
は
増
加
し
て
い
る
。

①
当
市
で
の
待
機
児
童
数
と
そ
の
実
態
は
。

②
待
機
児
解
消
策
と
そ
の
計
画
は
。
③
保
育

園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
の
今
後
の
方

向
性
と
計
画
は
。
④
保
育
の
質
向
上
の
た
め

の
保
育
士
不
足
へ
の
対
策
は
。

●
答
弁
　
①
待
機
児
童
数
は
平
成
27
年
か
ら

国
基
準
で
ゼ
ロ
を
達
成
。
し
か
し
、
そ
の
後

入
園
希
望
者
は
、
今
年
９
月
時
点
で
１
１
８

名
。
平
成
28
年
度
末
で
認
可
保
育
園
へ
の
入

所
率
は
１
２
１
％
。
②
民
間
保
育
園
と
の
連

携
協
力
や
向
野
保
育
園
を
中
心
と
し
た
公
立

保
育
園
で
の
受
け
入
れ
増
を
図
り
対
策
を
講

じ
て
い
る
。
③
一
部
の
幼
稚
園
、
保
育
園
の

耐
震
性
の
課
題
は
羽
曳
野
市
公
共
施
設
等
総

合
計
画
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
個

別
の
施
設
ご
と
に
検
討
予
定
。
島
泉
保
育
園

は
来
年
度
新
規
募
集
を
停
止
し
、
必
要
な
受

け
皿
を
確
保
し
段
階
的
に
廃
止
し
た
い
。
高

鷲
北
幼
稚
園
は
新
規
募
集
を
停
止
し
、
平
成

30
年
４
月
開
設
す
る
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ

し
へ
の
統
合
を
図
り
た
い
。
④
計
画
的
な
職

員
採
用
に
加
え
、
嘱
託
、
臨
時
的
雇
用
も
含

め
た
保
育
士
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

●
質
問　
市
全
体
の
構
想
も
示
さ
ず
、
島
泉

保
育
園
と
高
鷲
北
幼
稚
園
を
廃
園
、
統
合
す

る
の
は
あ
ま
り
に
も
唐
突
で
あ
り
、
来
年
の

新
規
募
集
停
止
は
見
合
わ
せ
、
市
が
説
明
し

理
解
を
求
め
、
合
意
し
て
か
ら
進
め
る
べ
き

だ
が
市
長
の
考
え
は
。

●
市
長
　
教
育
委
員
会
、
市
長
公
室
こ
ど
も

未
来
室
と
何
度
も
協
議
し
結
論
を
出
し
た
。

そ
う
言
っ
た
面
で
決
し
て
唐
突
で
は
な
い
。

●
要
望　
待
機
児
童
解
消
の
た
め
島
泉
保
育

園
の
建
て
替
え
を
強
く
要
望
。
ま
た
、
今
回

の
新
規
募
集
停
止
は
、
保
護
者
や
関
係
者
の

十
分
理
解
を
求
め
合
意
で
き
る
ま
で
は
実
施

し
な
い
こ
と
を
強
く
要
望
。

《
陵
南
の
森
公
民
館
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

施
設
等
の
改
修
、
改
善
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
施
設
は
築
34
年
経
過
し
て
い
る

が
今
後
の
改
修
計
画
は
。
②
サ
ー
ク
ル
活
動

に
必
要
な
機
材
、
器
具
の
改
善
は
。

●
答
弁
　
①
市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

利
用
者
の
安
全
の
確
保
を
最
優
先
に
必
要
な

修
繕
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
②
カ
ラ
オ
ケ
機

器
は
修
理
不
能
で
、
今
年
12
月
よ
り
新
た
に

５
年
間
の
レ
ン
タ
ル
契
約
を
結
ぶ
予
定
。
陶

芸
窯
は
消
防
法
令
に
よ
り
現
在
の
場
所
で
は

設
置
で
き
ず
、
多
額
な
費
用
が
か
か
る
た
め

更
新
計
画
は
持
っ
て
い
な
い
。

●
要
望　
陵
南
の
森
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
中・

長
期
的
な
計
画
を
立
て
、
陶
芸
窯
の
建
設
計

画
を
立
て
る
よ
う
要
望
。

金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
窓
口
業
務
及
び
総
合
案
内
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
窓
口
業
務
に
お
け
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市

民
課
の
窓
口
で
は
、
待
ち
時
間
を
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
一
環
と
考
え
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
か
。

②
総
合
案
内
が
な
ぜ
突
然
な
く
な
っ
た
の
か
、

そ
の
理
由
は
。

●
答
弁
　
①
毎
朝
の
朝
礼
で
、
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
対
す
る
注
意
喚
起
を
行
う
だ
け

で
な
く
、
窓
口
対
応
で
は
本
人
確
認
の
徹
底

と
あ
わ
せ
て
３
重
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
ひ
く

な
ど
の
体
制
強
化
に
努
め
、
個
人
情
報
の
適

切
な
管
理
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
窓
口
に

お
け
る
市
民
と
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
親
切
、

丁
寧
を
常
に
心
が
け
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

担
当
以
外
の
職
員
も
臨
機
応
変
に
窓
口
対
応

に
加
わ
り
、
応
援
体
制
を
組
ん
で
可
能
な
限

り
待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
っ
て
い
る
。

②
狭
隘
化
が
問
題
に
な
り
、
利
用
さ
れ
て
い

る
方
や
車
椅
子
を
ご
利
用
の
方
の
動
線
確
保

に
苦
慮
し
て
い
た
。
誰
も
が
安
心
し
て
市
役

所
へ
来
庁
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
を
優
先
す
べ
き
と
の
判
断
か
ら
、
や
む

を
得
ず
総
合
案
内
を
廃
止
し
た
。

●
要
望　
大
切
な
市
民
の
皆
様
の
個
人
情
報

を
守
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
部
署
内
で
の

協
力
、
そ
し
て
集
中
力
を
も
っ
て
、
業
務
の

創
意
工
夫
に
よ
り
少
し
で
も
市
民
の
皆
様
の

待
ち
時
間
の
短
縮
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
26
年
間

設
置
さ
れ
て
い
た
総
合
案
内
、
こ
の
間
多
く

の
市
民
の
皆
様
が
利
用
さ
れ
て
い
た
本
当
に

重
要
な
総
合
案
内
で
も
あ
り
、
市
民
の
方
か

ら
の
復
活
の
声
も
聞
い
て
い
る
。
１
階
の
ス

ペ
ー
ス
の
問
題
で
あ
れ
ば
、
工
夫
次
第
で
ど

う
に
で
も
な
り
解
消
で
き
る
。
案
内
業
務

に
特
化
し
た
総
合
案
内
を
早
急
に
復
活
さ

せ
、
設
置
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

《
小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の
導
入
に
つ
い
て
》

●
質
問　
来
年
度
か
ら
順
次
、
小
学
校
に
エ

ア
コ
ン
が
導
入
さ
れ
る
が
、
エ
ア
コ
ン
を
導

入
す
る
際
の
順
番
の
決
め
方
と
そ
の
理
由
は
。

●
答
弁
　
現
在
の
と
こ
ろ
平
成
30
年
度
と
31

年
度
の
２
カ
年
で
計
画
し
て
い
る
。
平
成
30

年
度
は
、
古
市
、
駒
ヶ
谷
、
高
鷲
、
羽
曳
が

丘
、
高
鷲
南
、
埴
生
南
、
西
浦
東
の
７
小
学

校
に
つ
い
て
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
平
成

31
年
度
は
、
西
浦
、
丹
比
、
白
鳥
、
古
市
南
、

恵
我
之
荘
、
高
鷲
北
の
６
小
学
校
に
つ
い
て

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
順
番
の
決
め

方
は
、
教
育
委
員
会
が
専
門
業
者
へ
委
託
し

て
い
る
自
家
用
電
気
工
作
物
保
安
管
理
業
務

に
お
い
て
実
施
す
る
、
電
気
設
備
点
検
の
結

果
報
告
に
基
づ
き
、
各
小
学
校
に
あ
る
受
電

用
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
老
朽
化
に
伴
う
機
器
等

の
不
良
箇
所
に
つ
い
て
、
急
を
要
す
る
改
修

の
指
摘
を
受
け
て
い
る
小
学
校
か
ら
優
先
し

て
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
導
入
計
画
を
決
め
て

い
る
。

●
要
望　

小
学
校
に
も
エ
ア
コ
ン
を
導
入

し
、
夏
季
の
教
室
で
の
学
習
環
境
も
整
備
さ

れ
、
今
後
、
健
康
で
快
適
な
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
だ
と
大
変
喜
ん
で
い

る
。
た
だ
、
来
年
か
ら
の
設
置
に
な
る
13
小

学
校
に
つ
い
て
は
２
年
間
に
ま
た
が
る
た

め
、
学
校
、
保
護
者
の
皆
様
に
対
し
丁
寧
に

説
明
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努

め
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
今
後
、

全
小
・
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
学
力
向
上
を
期
待

す
る
。
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若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
当
市
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
》

●
質
問　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
以
後
、

全
国
の
防
災
計
画
が
見
直
さ
れ
、
当
市
で
も

新
た
に
防
災
計
画
が
つ
く
ら
れ
、
日
本
共
産

党
市
会
議
員
団
も
地
震
や
津
波
の
対
策
、
原

発
に
頼
ら
な
い
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
等
を
提
案
し
て
き
た
。
当
市
の
今
年
度
の

防
災
の
対
策
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
自
主
防
災
組
織
の
強
化
、
災
害
時
要
援

護
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

●
答
弁
　
デ
ジ
タ
ル
化
と
同
時
に
最
新
の
情

報
と
機
器
を
使
用
し
、
よ
り
確
実
に
情
報
を

伝
達
で
き
る
よ
う
実
施
設
計
に
か
け
、
30
年

度
と
31
年
度
の
２
ヵ
年
か
け
整
備
を
行
い
た

い
。
共
助
の
一
翼
を
担
う
自
主
防
災
組
織
は

市
内
全
世
帯
の
約
32
％
。
市
総
合
防
災
マ
ッ

プ
保
存
版
を
５
月
に
配
布
。
７
小
学
校
区
で

防
災
訓
練
を
実
施
、
要
支
援
者
マ
ッ
プ
を
活

用
し
支
援
体
制
の
整
備
を
努
め
る
。

●
要
望　
住
民
に
緊
急
情
報
を
瞬
時
に
伝
え

る
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
活
用
の
拡
大
、
自
主

防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
等
も
頻
繁
に
行

い
自
主
防
災
組
織
の
強
化
を
強
く
要
望
す
る
。

●
質
問　
投
票
率
は
52
年
前
の
第
２
回
目
は

81
．
9
％
で
過
去
最
高
。
先
月
は
47
． 

1
％

で
5
割
を
切
る
。
市
政
の
主
人
公
は
市
民
で

あ
る
。
こ
の
事
を
示
す
重
要
な
指
標
の
一
つ

は
選
挙
権
の
行
使
で
あ
る
。
投
票
率
向
上
に

向
け
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
18
歳
の
投
票
率
は
38
． 

99
％
、
19

歳
は
31
．
56
％
。
投
票
所
２
カ
所
分
の
60
歳

以
上
は
62
．
7
％
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
は
び
き
の
で
の
啓
発
、
公
用
車
に
よ
る

啓
発
放
送
等
に
努
め
て
い
る
。
若
年
層
に
出

前
授
業
な
ど
で
意
欲
や
態
度
を
育
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

●
市
長
　
千
早
赤
阪
村
で
は
自
動
車
で
投
票

所
を
移
動
さ
せ
る
施
策
が
講
じ
ら
れ
た
。
投

票
率
ア
ッ
プ
を
い
ま
一
度
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

●
要
望　
大
学
内
で
の
期
日
前
投
票
実
施
の

調
査
研
究
、
公
共
施
設
の
活
用
が
で
き
な
い

の
か
、
投
票
率
向
上
の
実
現
を
強
く
要
望
。

《
西
浦
の
市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
》

●
質
問　
毎
年
２
万
人
か
ら
３
万
人
以
上
の

人
達
が
利
用
し
親
し
ん
で
こ
ら
れ
た
施
設
。
早

急
に
改
修
工
事
を
行
い
、
必
要
な
ら
抜
本
的
な

工
事
も
行
い
、
引
き
続
き
西
浦
の
市
民
プ
ー
ル

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
。
プ

ー
ル
の
改
修
・
改
善
、
市
民
要
望
の
把
握
、
プ

ー
ル
の
存
続
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

●
答
弁
　
修
繕
や
改
修
は
ほ
ぼ
全
面
を
や
り

か
え
る
必
要
が
あ
り
、
多
大
な
予
算
と
期
間

が
か
か
る
。
改
修
工
事
の
検
討
は
現
在
し
て

い
な
い
。
老
朽
化
し
た
西
浦
の
市
民
プ
ー
ル

に
か
わ
る
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
市
民
プ
ー

ル
の
建
設
に
向
け
事
務
作
業
を
進
め
て
い
る
。

今
後
の
活
用
は
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
中
で
検
討
す
る
。
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

市
民
プ
ー
ル
の
工
事
は
、
平
成
30
年
度
の
義

務
教
育
学
校
の
プ
ー
ル
授
業
終
了
後
行
う
予

定
で
、
平
成
30
年
度
は
営
業
を
行
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
富
田
林
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
工
事
は
市
単
独
事
業
と
し
て
行
わ
れ
、
約

１
億
５
千
万
円
の
事
業
費
と
聞
い
て
い
る
。

●
要
望　
西
浦
の
市
民
プ
ー
ル
は
存
続
を
と
、

市
民
の
多
く
の
願
い
が
あ
る
。
中
央
ス
ポ
ー

ツ
公
園
と
合
わ
せ
て
西
浦
の
ほ
う
に
も
市
民

プ
ー
ル
を
新
し
く
つ
く
る
方
向
も
含
め
て
、

西
浦
の
市
民
プ
ー
ル
の
存
続
に
向
け
て
、
再

検
討
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
羽
曳
野
版
の
地
方
創
生
に
つ
い
て
》

●
質
問　
羽
曳
野
に
は
い
に
し
え
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
歴
史
・
文
化
・
伝
統
・
特
産

品
が
あ
り
、
他
市
町
村
か
ら
羨
ま
れ
る
資
産

が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
、
羽

曳
野
版
の
地
方
創
生
と
し
て
生
か
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

本
年
は
竹
内
街
道
の
日
本
遺
産
認
定
、
７
月

末
に
は
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す
百
舌

鳥
・
古
市
古
墳
群
が
国
内
推
薦
に
選
定
さ
れ

た
が
、
市
独
自
の
戦
略
と
し
て
ど
の
よ
う
な

構
想
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
27
年
度

末
か
ら
本
格
的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
た

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
も
、
以
前
に
推
奨
し

た
新
た
な
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
寄
附
額

は
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
経
済

効
果
と
寄
附
金
の
使
途
に
つ
い
て
聞
く
。
そ

し
て
、
一
次
産
品
の
六
次
産
業
化
は
強
く
推

し
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
市
の
考

え
を
聞
く
。

●
答
弁
　
竹
内
街
道
に
つ
い
て
は
案
内
板
を

設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
の
充
実
を
図
っ

て
き
た
。
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
で
は
、
魅

力
の
発
信
と
来
訪
者
対
策
、
そ
し
て
羽
曳
野

の
歴
史
や
文
化
を
知
り
、
誇
り
を
持
て
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
世
界
遺
産
と
日
本
遺
産
の
両
方
に
出
会

え
る
ま
ち
を
内
外
に
発
信
し
て
い
く
。
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
で
は
、
経
済
効
果
は
算
出

で
き
な
い
が
、
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
て
お

り
、
寄
附
者
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
基
金
へ
の

積
み
立
て
を
し
、
本
市
が
実
施
す
る
事
業
へ

の
活
用
を
図
っ
て
い
る
。
六
次
産
業
に
つ
い

て
は
注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
現
在
は
事

業
資
金
の
融
資
に
つ
い
て
助
言
し
て
い
る
が
、

今
後
も
専
門
機
関
と
連
携
し
、
支
援
策
を
研

究
し
て
ま
い
り
た
い
。

《
公
共
施
設
循
環
福
祉
バ
ス
に
つ
い
て
》

●
質
問　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

に
は
市
域
内
移
動
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と

も
大
き
な
要
素
と
な
る
。
現
在
、
循
環
福
祉

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
間
に
市

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
と
、
高
齢
者
を
中

心
と
す
る
市
民
の
足
を
ど
う
確
保
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

●
答
弁
　
要
望
に
つ
い
て
は
様
々
な
対
応
を

行
っ
て
き
た
。
新
た
な
停
留
所
の
設
置
要
望

も
あ
る
が
、
現
行
の
停
留
所
と
の
位
置
関
係

や
利
用
者
数
、
安
全
確
保
等
を
検
討
し
、
慎

重
に
判
断
す
る
。

●
要
望　
当
市
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
多
い
地

形
で
、
事
業
充
実
は
当
然
だ
と
考
え
る
。

外
出
で
き
る
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
、

特
に
、
山
あ
い
に
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
方
の

要
望
は
真
摯
に
受
け
止
め
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
今
後
は
デ
マ
ン
ド
的
な
移
動
手
段
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
欲
し
い
。

《
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
》

●
質
問　
総
合
防
災
ガ
イ
ド
に
は
二
百
年
に

一
度
の
雨
を
想
定
し
て
、
河
川
の
氾
濫
に
よ

る
浸
水
区
域
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
内

水
氾
濫
区
域
を
含
め
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

●
答
弁
　
内
水
浸
水
想
定
区
域
図
と
な
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
中
だ
が
、
平
成
16
年

の
八
尾
に
お
け
る
61
ミ
リ
を
想
定
降
雨
量
と

し
て
い
る
。

●
意
見　
昨
今
は
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

が
出
て
い
な
く
て
も
、
強
い
雨
が
継
続
し
て

降
り
続
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
過
去
の
近
隣

地
区
の
最
大
雨
量
を
参
考
と
す
る
根
拠
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
。
気
象
や
防
災
の
専
門
家
の

知
見
を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
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委
員
長
　
松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け
た

報
告
３
件
、
議
案
３
件
、
請
願
１
件
の
審
査
を
し

ま
し
た
。

【
平
成
28
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て
】

　
市
民
の
暮
ら
し
や
働
く
人
た
ち
を
応
援
し
た
決

算
と
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
を

解
消
す
る
施
策
、
他
に
も
、
保
育
施
設
の
整
備
等

に
関
し
、
市
の
政
治
姿
勢
に
納
得
で
き
な
い
な
ど

と
し
て
、
不
認
定
と
す
る
者
１
名
。
一
方
、
竹
内

街
道
の
日
本
遺
産
登
録
、
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群

の
世
界
文
化
遺
産
国
内
推
薦
獲
得
及
び
道
の
駅
の

に
ぎ
わ
い
を
利
用
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
を

考
え
、市
税
の
増
収
を
図
り
、循
環
型
市
政
を
願
う
、

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、

認
定
と
す
る
者
４
名
。
よ
っ
て
認
定
と
す
る
者
多

数
に
よ
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
28
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】
及
び
【
平
成
28
年
度
羽

曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て
】
に
つ
い
て
は
、問
題
と
な
る
点
も
な
く
、

全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
減
債
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　
審
査
の
結
果
、
市
の
財
政
基
盤
の
安
定
材
料
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
、
ま
た
条
例
制
定
の
目
的
が
、

健
全
な
財
政
運
営
に
寄
与
す
る
こ
と
が
理
解
で
き

る
も
の
と
し
て
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
立
教
育
・
保
育
施
設
設
置
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
】

　
審
査
の
結
果
、
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
の
保
育
園
機

能
を
持
っ
た
認
定
こ
ど
も
園
に
す
べ
き
、
な
ど
と
し

て
反
対
す
る
者
１
名
。
一
方
、
新
た
な
保
育
・
教
育

へ
の
挑
戦
と
し
て
賛
成
す
る
者
や
、
保
護
者
・
関
係

者
の
声
を
反
映
し
情
報
開
示
す
る
こ
と
を
要
望
し
賛

成
と
す
る
者
４
名
。
よ
っ
て
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　
審
査
の
結
果
、
保
護
者
・
関
係
者
に
周
知
徹
底
し
、

ま
た
国
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の
無
償
化
へ
の
流
れ

に
対
し
、
ど
う
対
応
す
る
か
想
定
し
て
お
く
べ
き
、

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
員
一
致
で
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
立
島
泉
保
育
園
を
安
心
・
安
全
な
施
設

と
す
る
よ
う
求
め
る
請
願
】

　
審
査
の
結
果
、
採
択
す
べ
き
と
す
る
者
１
名
が

あ
り
ま
し
た
が
、
市
全
体
の
幼
児
保
育
・
教
育
の

方
向
性
や
公
共
施
設
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
確
に
な
ら

な
い
限
り
、
継
続
審
査
と
す
る
ほ
か
な
い
、
な
ど

と
し
て
継
続
審
査
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
継
続
審

査
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
今
井
利
三
　
　
　
　
　

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

　
民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た
４

件
の
報
告
、
１
件
の
議
案
、
１
件
の
請
願
を
審
査

し
ま
し
た
。

【
平
成
28
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
法
定
外
繰
り
入
れ
等
に
よ
る
保
険
料
の
引
き
下

げ
を
行
わ
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
不
認
定
と
す

る
者
あ
り
。
一
方
、
き
め
細
や
か
な
事
業
運
営
に

努
め
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
、
認
定
と
す
る
者
多

数
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
28
年
度
羽
曳
野
市
と
蓄
場
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
運
営
の
方
向
性
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
を
理
由
に
不
認
定
と
す
る
者
あ
り
。
一
方
、
地

場
産
業
を
守
り
、「
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

大
き
な
視
点
で
の
方
向
性
確
立
を
要
望
し
、
認
定

と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

【
平
成
28
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入

委
員
長
　
通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

　
建
設
企
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た
３

件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
平
成
28
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
人
口
整
備
率
、
水
洗
化
率
の
さ
ら
な
る
向
上
を

要
望
し
、
特
に
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、
全
員
一

致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
28
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
】

【
平
成
28
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利

益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
】

　
水
道
料
金
の
値
下
げ
や
老
朽
管
対
策
、
耐
震
性
の

強
化
を
要
望
し
、
そ
れ
ぞ
れ
全
員
一
致
で
認
定
及
び

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
制
度
改
正
で
の
保
険
料
負
担
増
が
予
想
さ
れ
、
ま

た
、
施
設
を
増
や
す
対
応
が
で
き
て
い
な
い
な
ど
を

理
由
に
不
認
定
と
す
る
者
あ
り
。
一
方
、
な
お
一
層

の
収
納
強
化
対
策
や
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
の
取

り
組
み
な
ど
を
要
望
し
、
認
定
と
す
る
者
多
数
に
よ

り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
28
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
財
政
安
定
化
基
金
の
活
用
に
よ
る
保
険
料
の
引

き
下
げ
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
不

認
定
と
す
る
者
あ
り
。
一
方
、
優
し
く
き
め
細
や

か
な
対
応
を
要
望
し
て
、
認
定
と
す
る
者
多
数
に

よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
再
構
築
等
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　
制
度
改
正
で
、
助
成
の
対
象
範
囲
が
狭
め
ら
れ

る
こ
と
な
ど
、
ま
た
、
制
度
拡
充
を
府
に
要
望
し

て
い
く
べ
き
と
し
て
、反
対
と
す
る
者
あ
り
。
一
方
、

府
の
制
度
変
更
に
準
じ
て
し
っ
か
り
進
め
て
い
く

べ
き
、
ま
た
、
助
成
対
象
外
と
な
る
方
へ
の
説
明
・

周
知
を
要
望
し
て
、
賛
成
す
る
者
多
数
に
よ
り
、

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
障
害
児
、
者
施
策
の
請
願
書
　
施
設
入
所
者
の
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
使
用
認
可
の
請
願
】

　
他
市
の
動
向
を
研
究
し
、
も
う
少
し
精
査
す
る

た
め
継
続
審
査
に
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
た
も
の

の
、
利
用
条
件
に
違
い
は
あ
る
が
、
府
下
ほ
ぼ
全

域
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
是
非
進
め
る

べ
き
施
策
で
あ
る
と
し
て
、
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
産
業
常
任
委
員
会

建
設
企
業
常
任
委
員
会

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　

 

笹
井　
喜
世
子　
竹
本　
真
琴

　

 

通
堂　
義
弘　
　
百
谷　
孝
浩

　

 

花
川　
雅
昭　
　
広
瀬　
公
代

　

 

松
村　
尚
子

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

今
議
会
は
、
主
に
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
市
民
の
方
か
ら
託
さ
れ
た

２
件
の
請
願
も
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
慎
重
に
審

査
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
請
願
者
の
方
が
多
く

傍
聴
に
来
ら
れ
、
審
査
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
議
会
の
傍
聴
に
来
て
い
た
だ
き
、
議

会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
29
年
第
4
回
定
例
会
日
程

　
第
4
回
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す
る
予

定
で
す
。
開
議
時
間
は
、
10
時
か
ら
で
す
。

12
月
1
日
㈮ 

本
会
議
（
議
案
審
議
）

12
月
8
日
㈮ 

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
11
日
㈪ 

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
12
日
㈫ 

予
備
日

12
月
14
日
㈭ 

総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
月
15
日
㈮ 

民
生
産
業
常
任
委
員
会

12
月
19
日
㈫ 

建
設
企
業
常
任
委
員
会

12
月
22
日
㈮ 

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、こ
の
日
程
は
、議
事
等
の
都
合
に
よ
り
、

一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）


